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東
洋
学
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
東
洋
文
庫

東
洋
文
庫
は
、
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
、
故
岩
崎
久
弥
氏
が
中
華
民
国
総
統
府
顧
問
ジ
ョ
ー
ジ

・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
モ
リ
ソ
ン
氏
の
蔵
書

を
購
入
し
て
設
け
ら
れ
た
東
洋
学
関
係
の
専
門
研
究
図
書
館
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）
に
現
在
地
に
財
団
法
人
と
し
て
設
立

せ
ら
れ
て
よ
り
今
日
ま
で
、
研
究
部

・
図
書
部
・
総
務
部
を
設
け
、
い
ア
ジ
ア
各
地
域
の
研
究
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
回
東
洋
学
の

研
究
を
推
進
す
る
と
共
に
全
国
の
専
門
研
究
者
に
便
宜
を
供
与
し
、

し
、
口
あ
わ
せ
て
東
洋
学
の
普
及
事
業
と
研
究
者
の
養
成
と
に
専
念
し
て
き
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
経
済
事
情
変
動
の
た
め
打
撃
を
う
け

た
東
洋
文
庫
は
、
昭
和
二
十
三
年
(
-
九
四
八
）
図
書
部
が
国
立
国
会
図
書
館
支
部
と
な
っ
て
、

た
ほ
か
、
更
に
民
間
学
術
研
究
機
関
補
助
金
、
外
国
よ
り
の
援
助
金
が
寄
せ
ら
れ
て
、
研
究
部
の
事
業
と
組
織
体
制
と
を
整
え
て
き
た
。

東
洋
文
庫
の
特
色
は
、
専
門
図
書
館
と
し
て
の
文
献
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
、
総
合
的
研
究
機
関
と
し
て
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
機
能

及
び
国
内
的
国
際
的
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
具
え
て
い
る
点
に
あ
る
。
東
洋
文
庫
は
、

資
料
を
公
開
し
、
民
間
機
関
と
し
て
の
自
由
な
立
場
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
回
一
大
学
、
研
究
機
関
個
々
で
は
系
統
的
収
集
の
困
難
な
賓

料
に
重
点
を
置
い
て
収
集
し
て
い
る
。

を
行
い
、
収
蔵
せ
る
貴
重
資
料
を
覆
刻
し
て
逐
次
刊
行
し
学
界
に
提
供
し
て
い
る
。

体
制
を
取
っ
て
、
各
大
学
、
研
究
機
関
に
跨
る
流
動
的
共
同
研
究
、
国
際
的
協
力
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

｀
 り

海
外
及
び
地
方
在
住
研
究
者
に
対
し
て
も
、

.. 
I
 

口
一
大
学
、

一
研
究
所
の
枠
を
越
え
た
総
合
的
研
究

阻
国
内
的
及
び
国
際
的
研
究
情

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
資
料
複
写
サ
ー
ビ
ス

い
各
種
の
貴
重
な
資
料
の
複
製
を
行
い
、
重
要
な
研
究
業
績
を
出
版

囀

そ
の
維
持
管
理
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

4.
 い

一
般
研
究
者
に
対
し
収
集

- 1 -
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東
洋
文
庫
に
は

F
 

一
層
内
外
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

報
の
交
換
、
通
信
連
絡
の
衝
に
当
り
、
我
が
国
の
研
究
成
果
を
広
く
海
外
に
紹
介
し
て
い
る
。

普
及
し
、
来
日
せ
る
海
外
の
す
ぐ
れ
た
東
洋
学
者
の
講
演
を
公
開
す
る
場
を
提
供
し
、

る
。
田
東
洋
学
の
特
殊
な
専
門
研
究
者
を
養
成
し
、
各
大
学
の
大
学
院
博
士
過
程
修
了
程
度
の
人
材
に
引
続
き
数
年
間
の
研
究
の
機
会
を

与
え
、
特
に
比
較
的
未
開
拓
な
分
野
の
研
究
を
促
進
せ
し
め
て
い

る。

』
．▼

臼
我
が
国
東
洋
学
の
成
果
を
広
く
一
般
に

ま
た
貴
重
な
資
料
を
展
示
す
る
活
動
を
行
っ

て
い

人
文
社
会
科
学
の
振
興
が
叫
ば
れ
、

そ
の
方
策
と
し
て
総
合
的
研

究
セ
ン
タ
ー
乃
至
専
門
文
献
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
整
備
が
唱
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
従
来
よ
り
そ
の
方
向
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
た

- 2 -



集
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
講
演
会
は
、

「
東
洋
文
庫
叢
刊
第
十
六
・
欽
定
西
域
同
文
志
・
下
」
（
前
年
度
追
補
）
の
編
集
刊
行
、
講
演
会
、
研
究
会
、
図
書
資
料
の
収

昭
和
三
十
八
年
度
に
お
け
る
東
洋
文
庫
の
一
般
事
業
は
、
前
年
に
引
続
き
文
部
省
大
学
学
術
局
を
通
じ
て
日
本
政
府
か
ら
、

ヴ
ァ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
、
東
洋
文
庫
維
持
会
か
ら
、
補
助
金
並
び
に
援
助
金
を
受
け
て
行
わ
れ
た
。

ま
た
ハ

ー

文
部
省
補
助
金
に
よ
る
事
業
を
挙
げ
れ
ば
「
東
洋
文
庫
所
蔵
近
代
日
本
関
係
文
献
目
録
和
書

・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
部
l

皿
」
及
び
口
:
タ
イ
ン
収集
敦
煽
文
献
及
び
研
究
文
献
に
引
用
紹
介
せ
ら
れ
た
る
西
域
出
土
漠
文
文
献
分
類
目
録
稿
古
文
書
之
部

—
~

第
一
分
冊
」

二十――-」

「
東
洋
文
庫
所
蔵
欧
文
旅
行
記
目
録
」
の
編
集
刊
行
を
含
む
、
各
種
研
究
室
の
一
般
調
査
研
究
、

「
東
洋
文
庫
欧
文
紀
要
第

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教
授
ア
ン
ネ
マ
リ
エ
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ベ
イ
ン
、
イ
ン
ド
考
古
学
協
会
総
長

A
・ゴ

ー
シ
ュ
両
氏
を
含
む
十
三
氏
に
よ
っ
て
、
研
究
会
は
、
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
大
学
教
授

C
・
サ
イ
ナ
ー
氏
を
含
む
八
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

購
入
図
書
は
単
行
本
・
和
漢
書
四
一
三
点
、
洋
書
五
0
六
点
、
定
期
刊
行
物
・
和
漢
書

一
九
五
点
、
洋
書
五
八
点
で
あ
る
が
、
国
内
・
国

外
各
研
究
機
関
と
の
交
換
に
よ
る
収
集
文
献
は
、
単
行
本
・
和
書
三
三
九、

漢

・
韓
書
八
二
六
、
洋
書
六
八
八
、
定
期
刊
行
物
・
和

書

一
、
五
一
九
、
漢
・
韓
書
六
六
二
、
洋
書
八
八
一
点
の
多
数
に
上
っ
た
。

特
別
事
業
と
し
て
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
ア
ジ
ア
地
域
綜
合
研
究
と
し
て
、
三
十
五
年
以
来
行
わ
れ
て
き
た
「
イ
ス

ラ
ム
諸
国
の
社
会
構
造
IL

が
、
新
た
に
特
定
研
究
と
し
て
継
続
を
み
と
め
ら
れ
た
ほ
か
、

フ
ォ
ー
ド
財
団
援
助
金
に
よ
る
「
二
十
世
紀
中

昭
和
三
十
八
年
度
に
於
け
る
東
洋
文
庫

”
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第
三
年
目
を
迎
え
た
。

一
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
せ
ら
れ
た
、
第
二
十
六
回
国
際
東
洋

主
催
の
国
際
学
会
「
文
明
の
歴
史
に
お
け
る
キ
リ

ア
ジ
ア
財
団
援
助
金
に
よ
る
旦
叫
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
」
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ
第
二
年
度
を
迎
え
、

ロ
ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
財
団
援
助
金
に
よ
る

「
チ
ベ

ッ
ト
人
と
の
協
力
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
、

チ
ベ
ッ
ト
史
、
宗
教
・
ラ
マ
教
史
の
研
究
」
が

ま
た
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
と
の
協
同
出
版
と
し
て
「
東
洋
文
庫
所
蔵
満
蒙
文
図
書
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
日
、

日
本
西
蔵
学
会
は
、
第
十
一
回
大
会
を
東
洋
文
庫
を
会
場
と
し
て
開
催
、
東
洋
文
庫
チ
ベ
ッ
ト
研
究
室

は
そ
の
事
務
局
を
担
当
し
た
ほ
か
、
右
学
会
に
協
賛
し
て
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
探
検
記
・
チ
ベ
ッ
ト
語

辞
典
及
び
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
展
示
会
を
、
九
・
十
両
日
に
亘
つ
て
開
催
し
、
国
立
国
会
図
書
館
の
援
助
を
得
て
解
説
目
録
を
印
行
し
た
。

な
お
文
部
省
学
術
情
報
室
の
協
力
の
下
に
企
画
せ
ら
れ
た
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
儀
会
の
名
に
お
い
て
、
東
洋
文
庫
、
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
三
所
所
蔵
「
日
本
文
・
中
国
文
•
朝
鮮
文
等
逐
次
刊
行
物
目
録
」
が
編
集
刊
行
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
二
日
夜
、
か
ね
て
療
養
中
の
、
前
専
務
理
事
、
和
田
清
博
士
が
、
享
年
七
十
三
歳
を
以
て
永
眠
せ
ら
れ
た
。

博
士
が
わ
が
国
の
東
洋
学
の
発
展
と
東
洋
文
庫
の
経
営
と
に
尽
さ
れ
た
大
き
な
功
績
は
永
く
記
念
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

理
事
、
渋
沢
敬
三
氏
は
、
同
じ
く
十
月
二
十
五
日
夜
、
享
年
六
十
七
オ
を
以
て
逝
去
せ
ら
れ

た
。
生
前
の
文
庫
に
対
す
る
御
厚
誼
に
厚
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
つ
し
ん
で

人
事
面
に
お
け
る
三
十
八
年
度
の
動
き
と
し
て
は
、
榎
一
雄
専
務
理
事
が
、
三
月
三
十
一
日
よ
り
四
月
三
日
に
わ
た
り
ロ
ー
マ
に
於
て

開
催
さ
れ
た
国
立
リ
ン
チ
ェ
イ
学
会

(
A
c
c
a
d
e
m
i
a
N
a
z
i
o
n
a
l
e
 
d
e
i
 L
i
n
c
e
i
)
 

ス
ト
教
東
方
世
界
」
(
L
'O
r
i
e
n
t
C
r
i
s
t
i
a
n
o
 
n
e
l
l
a
 
S
t
o
r
i
a
 
d
e
l
l
a
 
Civilta)
に
出
席
、
五
月
五
日
よ
り
九
日
の
間
、
日
米
翻
訳
会
議

出
席
の
た
め
ハ
ワ
イ
ヘ
出
張
、
更
に
三
十
九
年
一
月
四
日
よ
り
九
H
の
間
、

国
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
研
究
」
、
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ェ
・
フ
ォ
ン

・
ガ
ベ
イ
ン
教
授
は
九
月
離
日
せ
ら
れ
た
。

客
員
研
究
員
と
し
て
来
日
中
の
、

本
年
度
に
お
け
る
研
究
者
養
成
と
し
て
は
、
文
部
省
補
助
金
及
び
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
補
助
金
を
う
け
る
者
、
計
四
名

（
外
国
留
学
中
の
も
の
を
除
く
）
が
あ
る
。
な
お
岡
田
英
弘
研
究
生
は
、
三
十
八
年
四
月
よ
り
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

職
員
と
な
り
、
同
十
月
ケ
ル
ン
大
学
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
教
授
の
招
き
に
応
じ
退
職
、
渡
欧
し
た
。

東
洋
文
庫
付
置
ュ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
所
定
の
出
版
計
画
の
ほ
か
、
三
十
九
年
度
初
頭
に
開
催
予
定

の
「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
社
会
階
層
と
社
会
移
動
に
関
す
る
国
際
協
力
調
査
」
の
た
め
の
国
際
会
議
の
準
備
を
了
え
た
。

ン
タ
ー
の
生
田
滋
研
究
員
は
、
三
十
七
年
七
月
よ
り
、
欧
米
諸
国
に
於
け
る
国
立
古
文
書
館
活
動
の
視
察
調
査
の
た
め
、

ラ
ン
ス
政
府
及
び
オ
ラ
ン
ダ
政
府
奨
学
生
と
し
て
海
外
出
張
中
で
あ
っ
た
が
、

ト
ガ
ル
の
主
要
図
書
館

・
古
文
書
館
を
歴
訪
、

ヽ

ア
メ
リ
カ
、

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
図
書
館
学
夏
期
講
習
、

技
術
講
習
会
等
に
出
席
し
、
実
習
を
行
っ
て
、
三
十
八
年
七
月
末
帰
国
し
た
。

学
者
会
議
に
出
席
し
た
（
東
洋
学
報
、
第
四
六
巻
四
号
彙
報
参
照
）
。

フ
ラ
ン
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、

ま
た
、

ュ
ネ
ス
コ
、

セフ

ス
ベ
イ
ン
、
ポ
ル

フ
ラ
ン
ス
国
立
古
文
書
館
主
催
国
際
古
文
書
館

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
ア
ン
ネ
マ
リ
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， 

勲
二
等
に
睦
叙
せ
ら
れ
、
祭
姿
料
を
下
賜
せ
ら
れ
た
。

和

田

清

理

事

の

逝

去

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
二
日
夜
、
か
ね
て
療
養
中
で
あ
っ
た
和
田
清
先
生
(
-
八
九

0_―
九
六
三
）
は
、
病
逮
か
に
革
つ
て
、
自

宅
に
近
い
東
京
都
世
田
谷
区
成
城
町
の
木
下
病
院
の
一
室
で
逝
去
せ
ら
れ
た
。
病
名
は
肺
炎
に
よ
る
心
臓
衰
弱
。
享
年
七
十
三
歳
。
六
月

二
十
五
日
杉
並
区
堀
ノ
内
火
葬
場
で
荼
咄
に
附
し
、
二
十
六
日
自
宅
で
告
別
式
が
行
わ
れ
た
。
戒
名
を
発
文
院
殿
史
学
智
照
日
清
大
居
士

と
い
う
。
越
え
て
八
月
九
日
、
四
十
九
日
忌
を
期
し
て
、
郷
里
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
の
墓
域
に
埋
葬
せ
ら
れ
た
。
逝
去
に
当
つ
て
従
三
位

先
生
は
平
生
自
他
共
に
許
す
無
類
の
健
康
体
を
誇
つ
て
居
ら
れ
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
、
脳
血
栓
を
病
ま
れ
て
以
来
、
俄
か
に
弱

く
な
ら
れ
、
入
院
を
繰
返
し
て
居
ら
れ
た
。

を
易
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
筆
を
執
る
こ
と
に
若
干
の
不
自
由
を
感
ぜ
ら
れ
た
ほ
か
は
、
会
合
へ

の
出
席
、
散

歩
を
欠
か
さ
ず
、
殊
に
先
生
の
無
二
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
読
書
は
依
然
と
し
て
続
け
て
居
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
七
年
十
、
十

一
月
頃
か
ら
は
散
歩
も
止
め
、
訪
客
に
も
会
わ
ず
、
三
十
八
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
何
回
か
の
肺
炎
を
繰
り
返
さ
れ
た
。
し
か
し
、

都
度
回
復
せ
ら
れ
、
周
囲
の
人
々
を
喜
ば
せ
て
下
さ
っ
た
が
、

榎

雄

そ
の

そ
の
何
回
目
か
の
肺
炎
に
打
勝
つ
こ
と
が
出
来
ず
、
遂
に
溢
焉
と
し
て
簑

先
生
は
神
奈
川
県
の
人
。
明
治
二
十
三
年
(
-
八
九

0
)
十
一
月
十
五
日
、
高
座
郡
鶴
嶺
村
即
ち
今
の
茅
ケ
崎
市
萩
園
二
三
三
四
番
地
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清
朝
史
特
に
康
煕
乾
隆
時
代
の
研
究
に
従
わ
れ
た
。

大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
、

先
生
は
清
朝
史
研
究
の
た
め
内
藤
虎
次
郎
・
矢
野
仁

池
内
宏
両
氏
が
講
師
と
し
て
参
加
さ
れ
た
。
大
正
四
年
(
-
九
一
五
）
、

大
学
院
に
入
っ
て
市
村
教
授
指
導
の
下
に

校
第
一
部
甲
類
（
英
語
法
律
科
）
を
経
て
、
明
治
四
十
五
年
（
大
正
元
年
、

一
九
―
二
）
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
に
入
学
、
東

て
い
る
。

ロ
ー
マ
字
の
署
名
に
は
S
•
K.

W
a
d
a
と
書
か
れ
た
こ

に
、
節
三
郎

・
幸
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
家
は
土
地
の
豪
家
で
、
先
生
自
身
既
に
幼
少
の
頃
か
ら
自
分
名
儀
の
田
畑
を
多
く
も
っ

て
居
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
代
々
清
右
衛
門
を
称
し
て
い
た
の
で
、
清
と
名
ず
け
ら
れ
た
。
従
っ
て
清
は
キ
ヨ
シ
で
は
な
く
、

む
の
が
正
し
い
。

し
か
し
、
世
間
に
は
キ
ヨ
シ
と
読
む
人
が
多
か
っ
た
の
で
、

と
も
あ
る
。
長
男
で
は
あ
っ
た
が
、
上
に
七
姉
が
あ
っ
た
。
七
人
目
の
女
の
子
が
生
ま
れ
た
時
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
だ
ろ
う
と
ス
エ
と
名

づ
け
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
も
う
一
人
女
児
が
誕
生
し
た
の
で
、
得
を
し
た
と
い
う
の
で
、

と
で
あ
る
。
生
父
篤
三
郎
氏
は
兄
篤
太
郎
氏
の
養
子
と

し
て
和
田
家
を
継
い
で
い
た
が
、
普
通
で
あ
れ
ば
地
方
の
地
主
と
し
て
終
つ
た
か

も
知
れ
な
い
先
生
を
、
学
問
の
道
に
進
ま
せ
た
の
は
、
祖
父
（
伯
父
）
篤
太
郎
氏
の
理
解
と
奨
励
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
聞
い

先
生
は
鶴
嶺
小
学
校
高
等
科
第
三
学
年
を
終
了
し
て
神
奈
川
県
立
第
一
中
学
校
（
今
の
希
望
ケ
丘
高
等
学
校
）
に
入
り
、
第
一
高
等
学

洋
史
学
を
専
攻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
白
烏
庫
吉

・
市
村
瑶
次
郎
両
博
士
が
教
授
、
幣
原
坦
博
士
が
助
教
授
。
大
正
二
年
か
ら
箭
内
亙

．

史
学
科
を
卒
業
し
、

セ
イ
と
読

ト
ク
と
名
づ
け
た
と
い
う
こ

両
教
授
の
教
を
受
け
よ
う
と
京
都
帝
国
大
学
に
遊
ん
だ
。
悪
憎
両
教
授
は
出
張
さ
れ
た
の
で
、
史
学
関
係
の
諸
講
義
を
聴
き
、
考
古
学
科

の
助
手
で
あ
っ
た
梅
原
末
治
氏
等
と
親
し
く
交
わ
ら
れ
た
。
大
正
七
年
、
萩
野
由
之
•
田
中
義
成
両
博
士
に
従
っ
て
朝
鮮
・
満
洲
・
支
那

を
旅
行
、
大
正
八
年
二
月
帰
朝
せ
ら
れ
て
以
後
、
中
央
大
学
予
科
・
京
華
中
学
校
・
日
本
大
学
等
に
教
鞭
を
執
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
大
正

鳥
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正
六
年
六
月
、

¢ 

十
一
年
(
-
九
二
二
）
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
講
師
を
嘱
託
せ
ら
れ
、

せ
ら
れ
た
。
今
の
新
潟
大
学
教
授
植
村
清
二
氏
は
先
生
の
最
初
の
講
筵
に
列
せ
ら
れ
た
受
業
第
一
号
で
あ
る
。

そ
し
て
大
正
十
四
年
（
一

九
二
五
）
か
ら
昭
和
二
年
(
-
九
二
七
）
ま
で
、
英
•
仏
・
独
・
米
・
支
等
の
諸
国
に
留
学
、
昭
和
二
年
三
月
、
そ
の
帰
朝
に
先
立
つ
こ

こ
れ
よ
り
先
、
東
京
帝
国
大
学
で
は
白
鳥

・
市
村
両
教
授
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
定
年
申
合
せ
に
従
っ
て
退
職
せ
ら
れ
、
池
内
・
箭
内

（
同
年
）
。
藤
田
教
授
は
、
昭
和
三
年
三
月
(
-
九
二
八
）
、
新
設
の
台
北
帝
国
大
学
に
転
じ
、
加
藤
繁
博
士
が
同
年
五
月
助
教
授
に
任
ぜ

ら
れ
た
。
池
内
・
和
田
・
加
藤
の
ト
リ
オ
は
そ
の
後
十
年
、
昭
和
十
四
年
、
池
内
教
授
定
年
退
職
の
時
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。
昭
和
八

年
、
和
田
先
生
は
教
授
に
陸
り
、
昭
和
十
六
年
、
加
藤
教
授
退
官
の
後
は
、
東
洋
史
学
科
を
主
宰
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
、
定
年
退
官
の

先
生
は
大
正
四
年
、
卒
業
に
際
し
て
「
清
初
の
蒙
古
経
略
」
と
題
す
る
論
文
を
提
出
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
そ
の
後
増
訂
を
施
さ
れ
、
大

時
に
及
ん
だ
。

「
内
蒙
古
諸
部
落
の
起
源
」

最
初
の
力
作
で
あ
る
。

両
氏
が
教
授
に
陸
任
し
た
(
-
九
二
五
）
。

（
奉
公
叢
書
五
、
目
黒
書
店
）
と
題
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
先
生
の
世
に
問
わ
れ
た

そ
し
て
最
後
に
発
表
せ
ら
れ
た
の
が
達
延
汗
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
か
ら
、
先
生
の
研
究
は
蒙
古
近
世
史
に
始
ま

り
、
ま
た
そ
れ
に
終
つ
た
観
が
あ
る
。
大
学
で
の
講
義
も
明
清
時
代
の
蒙
古
・
満
洲
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
昭
和
四
年
以
来
、
南

満
洲
鉄
道
株
式
会
社
調
査
部
か
ら
当
時
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
に
移
さ
れ
て
い
た
「
満
洲
に
於
け
る
地
理
歴
史
調
査
」
を
委
嘱
せ
ら
れ
、

満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
十
二
以
下
十
五
ま
で
に
毎
号
大
作
を
発
表
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

つ
い
で
箭
内
教
授
逝
去
(
-
九
二
六
）
の
後
を
承
け
て
、

藤
田
豊
八
博
士
が
教
授
に
任
じ
た

と
三
ヶ
月
に
し
て
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

「
近
世
支
那
の
地
方
制
度
」
、

引
続
い
て
「
清
朝
史
」
の
講
義
を
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（
歴
史
地

こ
の
時
代
の
蒙
古
・
満
洲
の
歴
史
を
明
か
に
し
た
も
の
で
、
関
係
の
史
料
を
殆
ん
ど
漏
れ
な
く
蒐
集
し
、
検
討
し
、
排
比
し
て
、
塞
北
の

情
勢
の
展
開
を
述
づ
け
て
い
る
点
に
お
い
て
、
博
覧
に
し
て
周
到
な
る
先
生
の
学
風
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
二
月
、
嘗
て
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
に
発
表
せ
ら
れ
た
「
明
初
の
満
洲
経
略
」

し
て
、
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は

「
明
初
の
蒙
古
経
略
」
の
二
篇
を
提
出

し
か
し
、
二
百
五
十
を
数
え

る
先
生
の
著
作
の
目
録
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
先
生
の
興
味
は
決
し
て
満
蒙
の
近
世
史
に
の

み
限
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
東
亜
の
全
域
の
あ
ら
ゆ
る
題
目
に
及
ん
で
い
た
。
支
那
史
に
関
し
て
は
、

年
退
職
を
期
と
し
て
徹
底
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
た
題
目
で
あ
っ
た
。

そ
の
制
度
史
・
歴
史

地
理
及
び
清
朝
史
に
最
も
関
心
が
あ
り
、
大
学
で
も
何
回
か
講
義
を
さ
れ
、
関
係
の
論
考
が
頗
る
多
い
。
殊
に
清
朝
史
は
先
生
が
そ
の
定

ま
た
支
那
史
料
に
現
わ
れ
た
台
湾

・
フ
ィ
リ

ッ
ピ

ン
の
研
究
や
、
支
那
と
ビ
ル
マ
と
の
交
通
史
の
研
究
等
は
、
こ
の
方
面
に
関
す
る
研
究
の
嘴
矢
と
し
て
今
日
な
お
重
き
を
な
し
て
い
る
。

中
で
も
隋
書
の
流
求
国
が
台
湾
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
た
「
琉
球
台
湾
の
名
称
に
就
い
て
」

（
東
洋
学
報
十
四
ノ
四
、
大
正
十

三
年
）
に
対
し
て
出
さ
れ
た
、
民
俗
学
的
に
見
て
流
求
国
は
今
の
琉
球
で
あ
る
、
和
田
氏
は
民
俗
学
を
知
ら
な
い
と
い
う
批
評
を
反
駁

し
、
流
求
国
の
決
定
に
つ
い
て
は
そ
の
地
理
的
位
麗
に
関
す
る
記
述
こ
そ
重
ん
ぜ
ら
る
べ
き
で
、
民
俗
学
的
記
事
は
何
等
の
役
に
立
た
な

い
、
そ
の
た
め
に
敢
え
て
触
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
当
時
の
民
俗
学
に
関
す
る
代
表
的
著
作
の
殆
ん
ど
悉
く
を
援
用

し
、
批
評
者
こ
そ
十
分
な
民
俗
学
的
知
識
を
有
っ

て
い

な
い
で
は
な
い
か

と
論
ぜ
ら
れ
た

「
再
び
隋
書
の
流
求
国
に
つ
い
て
」

理
五
十
七
ノ
三
、
昭
和
六
年
三
月
）
は
、
学
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
論
客
と
し
て
の
先
生
の
気
塊
を
よ
く
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

洗
生
に
は
散
歩
と
将
棋
と
を
除
い
て
、
特
別
の
趣
味
と
か
娯
楽
と
か
は
な
か
っ
た
。
書
物
を
読
む
こ
と
。
こ
れ
が
先
生
の
生
活
の
す
べ

‘
 

． 
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先
生
は
加
藤
先
生
と
交
替
で
、
隔
年
東
洋
史
概
説
を
講
義
せ
ら
れ
た
。

思
潮
に
入
り
、
後
、
増
補
し
て
中
国
史
概
説
（
上
・
下
）
と
し
て
世
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
の
講
義
は
誠
に
富
贈
と
博
治
と

を
極
め
た
も
の
で
、
文
字
通
り
、
先
生
の
広
範
囲
な
読
書
と
、
比
倫
を
絶
し
た
記
憶
力
と
に
よ

っ
て
蓄
え
ら
れ
た
知
識
が
、
自
ら
堰
を
切

っ
た
。

て
で
あ
っ
た
。

そ
れ
も
専
門
の
研
究
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
活
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
読
ま
れ
た
。

る
大
衆
小
説
の
類
は
先
生
の
最
も
愛
好
せ
ら
れ
た
所
で
、

十
畳
ほ
ど
の

一
室
の
周
囲
に
天
井
に
つ
く
ま
で
作
ら
れ
た
書
架
の
全
部
が
こ
の

種
の
書
物
で
埋
つ
て
い
た
。

し
か
も
恐
ら
く
そ
れ
は
先
生
の
眼
を
通
さ
れ
た
大
衆
小
説
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
や
や
固
い

も
の
で
は
鴎
外
の
史
伝
も
の
な
ど
を
愛
読
さ
れ
、
異
つ
た
版
が
出
る
た
び
に
買
つ
て
読
ま
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
駕
く
べ
き
は
比
倫

を
絶
し
た
先
生
の
記
憶
力
で
あ
っ
た
。
先
生
は
専
門
書
や
史
料
を
読
む
に
当
つ
て
、

朝
実
録
の
よ
う
な
浩
瀧
な
も
の
は
流
石
に
書
抜
き
を
作
ら
れ
た
ら
し
い
が
、

に
し
て
も
、

メ
モ
も
ノ
ー
ト
も
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
実
録
・
李

そ
の
他
の
も
の
は
一
度
眼
を
通
せ
ば
そ
の
儘
記
憶
し
て
し
ま

わ
れ
、
何
か
論
文
を
書
く
場
合
に
は
、
関
係
の
記
事
の
あ
る
書
物
を
座
右
に
堆
く
積
み
、
書
く
に
従
っ
て
必
要
な
部
分
を
抽
出
し
て
行
か

れ
た
と
い
う
。
会
合
の
時
日
や
場
所
、
人
と
会
う
約
束
の
時
間
等
も
手
帳
に
書
込
む
な
ど
の
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
大
衆
文
芸

そ
の
小
説
の
筋
を
語
ら
れ
る
こ
と
詳
細
を
極
め
た
。
先
生
に
は
特
別
の
書
斎
な
ど
は
な
く
、
自
宅
で
は
茶
の
間
で
家
族
と
談

笑
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
書

い
た
り
し
て
居
ら
れ
た
。
自
分
は
家
族
と
団
槃
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
る
。
先
生
は
風
々
こ
う
語
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
騒
し
け
れ
ば
一
緒
に
騒
ぎ
な
が
ら
、
静
か
な
ら
ば
静
か
な
ま
ま
で
読
書
し
、
執
筆
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
自
宅
で
も
、
研
究
室

で
も
、
訪
客
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
こ
れ
を
迎
え
、
請
わ
れ
れ
ば
勿
論
、
請
わ
れ
な
く
て
も
、
新
得
の
見
解
を
説
い
て
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
か

そ
の
骨
子
は
、
始
め
支
那
（
上
・
下
）
と
し
て
岩
波
講
座
東
洋

い
わ
ゆ
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つ
て
進
り
出
た
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
自
ら
も
講
義
が
役
に
立
つ
の
は
、
主
題
以
外
の
こ
と
を
講
述
者
が
し
や
べ
つ
て
く
れ

る
所
に
あ
る
と
言
っ
て
居
ら
れ
た
が
、
先
生
の
は
正
に
そ
の
役
に
立
つ
講
義
の
典
型
で
あ
っ
た
。
談
佳
境
に
入
れ
ば
、

て
も
取
れ
な
い
の
で
、
筆
を
拗
げ
て
、
先
生
の
大
き
な
頭
を
眺
め
て
い
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。

「
東
亜
民
族
発
展
史
序
説
」

先
生
は
何
時
勉
強
し
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
の
に
よ
く
出
来
る
の
が
、

勉
強
し
て
居
ら
れ
た
。

「満
蒙
史
の
大
勢
」

ほ
ん
と
う
に
出
来
る
の
だ
と
も
言
わ
れ
た
。

ノ
ー
ト
な
ど
は
と

「
支
那
史
序
説
」

（
改
造
二
四
ノ
三
、
昭
和
十
七
年
）
と
い
う
一
聯
の
論
文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
東

亜
史
を
そ
の
諸
民
族
の
発
展
を
中
心
に
極
め
て
動
的
に
捉
え
ら
れ
た
史
論
で
、
歴
史
家
と
し
て
の
先
生
の
本
領
が
最
も
よ
く
示
さ
れ
て
い

る
点
に
お
い
て
、
先
生
の
代
表
的
著
作
の
一
っ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
私
は
寡
聞
に
し
て
今
日
ま
で
こ
れ
を
凌
駕
す
る
に
足
る
東
亜
史

ま
た
研
究
に
は

が
あ
る
だ
け
だ
と
も
諭
さ
れ
た
。
こ
の
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
二
つ
の
態
度
は
、
先
生
自
身
の
体
験
か

一
向
に
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
生
は
何
時
勉
強
し
て
い
ら
れ
る
の
か
判
ら
な
い
ほ
ど
に
、
絶
え
ず

そ
し
て
訪
客
を
捉
え
て
は
、
絶
え
ず
論
文
の
口
頭
発
表
を
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
趙
爾
巽
氏
が
先
生
に
讃
し

先
生
口
不
絶
吟
六
芸
之
文
、
手
不
停
披
百
家
之
編
、
記
事
者
必
提
其
要
、
纂
言
者
鉤
其
元
、
貪
多
務
得
、
細
大
不
捐
、

と
あ
る
。
こ
れ
は
先
生
が
北
京
を
去
ら
れ
る
時
、
趙
氏
の
使
が
駅
に
届
け
て
く
れ
た
も
の
だ
と
承
つ
て
い
る
が
、

あ
っ
た
の
か
、
遂
に
聞
漏
し
た
。
（
こ
の
書
は
先
生
の
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
の
巻
頭
の
先
生
の
写
真
の
背
景
を
な
し
て
い
る
。
）
い
ず
れ

た
書
幅
に
、

ら
出
て
い
る
、

P
a
i
n
s
t
a
k
i
n
g
 m
e
t
h
o
d
 

論
に
接
し
た
こ
と
が
な
い
。

歴
史
二
、
昭
和
十
六
）

先
生
に
は
ま
た
「
支
那
史
論
」
（
ア
ジ
ア
問
題
講
座
七
、
昭
和
十
四
年
）

（
同
上
）

・̂
 

▲
 

そ
れ
が
何
年
の
こ
と
で

（
世
界
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の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

4
 

｀
 

に
し
て
も
誠
に
よ
く
先
生
を
評
し
た
言
葉
で
あ
る
。
特
に
末
尾
に
「
貪
多
務
得
、
細
大
不
捐
」
と
あ
る
の

は、

て
、
汽
車
で
旅
行
し
て
い
て
本
な
ぞ
読
ん
で
い
よ
う
も
の
な
ら
、
何
と
い
う
知
識
欲
の
な
い
男
だ
、
汽
車
に
乗
っ
た
ら
窓
か
ら
外
を
見
ろ

と
叱
ら
れ
る
し
、
印
刷
物
は
新
聞
・
雑
誌
、
汽
車
の
時
間
表
、
電
話
帳
の
類
に
至
る
ま
で
、

貴
重
な
史
料
だ
か
ら
と
す
べ
て
保
存
さ
れ

先
生
が
東
京
大
学
で
三
十
年
間
に
数
え
ら
れ
た
学
生
の
数
は
、
東
洋
史
学
科
だ
け
で
四
百
人
に
近
い
。

正
に
そ
の
通
り
で
あ
っ

者
や
、
京
都
大
学
・
日
本
大
学
・
立
正
大
学
・
明
治
大
学
・
慶
応
義
塾
大
学
・
国
学
院
大
学
・
聖
心
女
子
学
院
大
学
・
九
州
大
学
・
名
古

屋
大
学
・
国
際
基
督
教
大
学
等
で
教
を
受
け
た
人
々
を
加
え
る
と
、

の
調
査
団
の
派
遣
、

主
と
し
て
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ。t
 

そ
の
数
は
更
に
多
く
な
る
。
）
こ
れ
は
明
治
二
十
年
か
ら
大
正
十
五
年

（
昭
和
元
年
）
ま
で
四
十
年
間
の
東
洋
史
学
関
係
の
卒
業
生
の
総
数
が
八
十
人
に
足
り
な
い
の
に
比
較
す
る
と
、

一
番
閉
口
す
る
の
は
学
生
の
答
案
が
す
べ
て
と
つ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

正
に
そ
の
五
倍
を
超
え

る
人
数
で
あ
っ
て
、
東
洋
史
学
科
で
先
生
ほ
ど
多
く
の
学
生
を
教
え
ら
れ
た
の
は
、
空
前
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
後
も
見
ら
れ
な
い

昭
和
の
初
期
か
ら
二
十
年
に
至
る
間
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
発
展
が
最
も
活
発
に
行
わ
れ
た
時
期
で
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
ア

ジ
ア
関
係
の
公
私
の
研
究
所
・
図
書
館
等
の
新
設
拡
充
、
大
規
模
な
図
書
そ
の
他
関
係
資
料
の
蒐
集
、
考
古
学
・
民
族
学
・
慣
行
制
度
等

ア
ジ
ア
に
関
す
る
専
門
研
究
書
、
民
衆
の
た
め
の
啓
蒙
誓
の
刊
行
等
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
一
学
年
に

せ
い
ぜ
い
三
、
四
名
し
か
な
か
っ
た
学
生
数
が
一
躍
十
数
名
乃
至
二
十
数
名
を
数
え
る
に
至
っ
た
の
は
、
東
亜
に
対
す
る
関
心
の
高
揚
と

実
際
の
需
要
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
が
そ
れ
以
前
に
は
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
学
生
を
数
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

（
こ
れ
に
他
学
科
か
ら
の
聴
講
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院
会
員
に
選
ら
ば
れ
、

そ
の
卒
去
の
時
に
及
ん
だ
。

こ
う
し
た
世
の
動
き
は
、

一
挙
に
除
き
去
ら
れ
た
か
の
趣
が
あ
っ
た
。
先
生
自
身
も

一
時
に
崩
壊
す
る
か
に
見
え
た
。
財
閥
は

ま
た
先
生
を
書
斎
や
研
究
室
に
の
み
閉
じ
こ
め
て
は
置
か
な
か
っ
た
。
東
亜
考
古
学
会
評
儀
員

・
日
本
諸
学

・
興
亜
委
員
会
幹
事

・
東
方
文
化
学
院
評
眺
員

・
学
術
振
興
会

・
民

族
研
究
所
設
立
準
備
委
員

・
東
亜
史
概
説
編
纂
会
議
員

・
学
術
研
究
会
議
委
員

・
大
東
亜
博
物
館
創
立
準
備
委
員
会
委
員

・
日
華
協
会
評

議
員
。
こ
れ
が
昭
和
五
年
か
ら
二
十
年
ま
で
に
先
生
が
関
係
せ
ら
れ
た
学
会

・
研
究
機
関

・
編
纂
事
業
等
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

昭
和
十
四
年
以
降
、
先
生
は
殆
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
朝
鮮

・
満
洲
・

支
那
等
に
出
張
し
、
調
査
に
活
躍
せ
ら
れ
た
。
白
烏
先
生
や
市
村
先

生
で
も
こ
ん
な
に
御
忙
し
く
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
は
先
生
が
或
る
時
私
に
漏
ら
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

に
講
義
を
し
、
大
作
を
陸
続
と
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

し
か
も
こ
う
し
た
多
忙
の
間

そ
の
精
進
力
闘
に
は
敬
服
の
ほ
か
は
な
い
。
先
生
が
人
々
の
予
想
を

裏
切
っ
て
意
外
に
早
く
館
を
捐
て
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
頃
の
多
忙
に
そ
の
原
因
の
―
つ
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

戦
後
も
先
生
は
相
変
わ
ら
ず
多
忙
で
あ
っ
た
。
先
生
は
東
大
新
大
学
制
度
実
施
準
備
委
員

・
東
大
附
属
学
校
開
設
準
備
委
員

・
大
学
審

査
委
員
を
委
嘱
せ
ら
れ
た
の
を
始
め
、
東
方
学
会
理
事

・
中
日
文
化
協
会
理
事
、
さ
ら
に
日
本
学
術
会
議
員
(
-
九
五
一
ー
五
四
）
と
し

て
、
新
教
育
制
度
の
準
備
と
実
施
、
学
界
の
新
し
い
出
発
と
に
力
を
尽
さ
れ
た
。

終
戦
は
日
本
の
史
上
に
そ
の
比
を
見
な
い
変
革
を
社
会
に
与
え
た
。

解
体
せ
ら
れ
、
貴
族
は
廃
止
せ
ら
れ
、
戦
前
の
社
会
を
支
え
て
い
た
支
柱
は
、

不
在
地
主
の
一
人
と
し
て
、

振
興
委
員
会
歴
史
部
臨
時
委
員

・
東
洋
文
庫
評
議
員
（
後
に
理
事
）

そ
し
て
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
＋
月
、
日
本
学
士

そ
れ
は
日
本
人
の
価
値
観
に
根
本
的
変
化
を
窟
し
た
も
の
で
、
戦

前
の
権
威
と
秩
序
、
伝
統
と
理
想
と
は
、
す
べ
て
謬
つ
た
も
の
或
い
は
有
害
な
も
の
と
し
て
、

そ
の
広
大
な
所
有
地
の
大
部
分
を
失
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
情
勢
の
変
化
を
先
生
が
ど

•
t 
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と
も
に
、

ど
う
な
る
こ
と
か
と
成
行
き
を
憂
慮
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

先
方
が
先
生
の
意
図
を
諒
と
し
た
の
で
、
事
な
く
収
っ
た
け
れ
ど
も
、

一
時
は
同
席
し
た
案
内
の
保
坂
三
郎
氏
・
同
行
の
市
古
宙
三
氏
と

の
よ
う
に
受
取
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え
を
以
て
こ
れ
に
対
処
さ
れ
よ
う
と
し
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
特
に
承
つ
た
こ
と
は
な
い
が
、

先
生
の
生
立
た
れ
、

そ
し
て
活
動
し
て
来
ら
れ
た
環
境
を
考
え
る
と
、
苦
々
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
随
分
多
か
っ
た
に
相
違
な
い
。

か
し
先
生
は
一
方
に
お
い
て
新
し
い
人
々
の
言
説
に
耳
を
傾
け
、

し

そ
の
意
図
す
る
所
の
理
解
に
力
め
ら
れ
る
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
は

ど
し
ど
し
と
自
分
の
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。
先
生
は
学
問
に
お
い
て
も
、
実
生
活
の
面
に
お
い
て
も
、
先
入
主
に
支
配
さ
れ
た
り
、
食
わ

ず
嫌
い
で
あ
っ
た
り
す
る
人
で
は
な
か
っ
た
。
先
生
は
自
分
の
主
張
や
信
念
を
容
易
に
ま
げ
る
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
改
め
る
べ

き
点
が

あ
れ
ば
、
こ
れ
を
改
め
る
の
に
些
か
も
躊
躇
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
無
用
の
摩
擦
を
起
す
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
が
、
必
要
が
あ
れ
ば
常

に
堂
々
と
そ
の
所
信
を
開
陳
せ
ら
れ
た
。
先
生
が
最
も
排
斥
せ
ら
れ
た
の
に
は
、
環
境
に
応
じ
て
浮
沈
す
る
無
節
操

な
態
度
で
あ
っ
た
。

嘗
て
津
田
左
右
吉
博
士
が
そ
の
著
書
の
故
を
以
て
起
訴
せ
ら
れ
た
時
、
先
生
が
関
係
の
検
事
た
ち
を
前
に
し
て
日
本
上
代
史
の
講
義
を
せ

ら
れ
、
神
武
天
皇
が
実
在
の
天
皇
で
あ
り
得
な
い
こ
と
等
々
を
説
い
て
、
津
田
博
士
の
学
問
的
立
場
を
堂
々
と
支
持
さ
れ
た
如
き
は
、

そ

の
一
例
で
あ
る
。
今
日
に
な
っ
て
見
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
当
時
に
お
い
て
は
余
程
の
勇
気
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
昭
和
十
四
年
南
京
に
お
い
て
資
料
調
査
を
行
わ
れ
た
際
、
国
民
政
府
が
北
京
の
清
朝
の
故
宮
か
ら
移
し
た
重
要
美
術
品
の
類
を

貯
え
て
い
た
保
存
庫
と
呼
ば
れ
た
倉
庫
を
日
本
軍
が
占
領
保
管
し
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
う
し
た
品
物
を
押
え
て
支
那
民
衆
の
怒
り
を
助

長
す
る
こ
と
の
愚
を
説
き
、
早
速
支
那
側
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る
と
、
中
支
派
遣
軍
の
参
謀
と
激
論
を
戦
わ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
幸
い

し
か
し
先
生
は
決
し
て
自
分
の
考
え
を
相
手
に
押
し
つ
け
よ
う
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
卒
業
論
文
の
題
目
の
選
定
に
し
て
も
、
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構
成
に
し
て
も
、
学
生
の
意
向
を
重
ん
じ
、
干
渉
を
加
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

を
諒
解
し
、

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ
り
、
意
見
が
あ
る
こ
と

そ
の
立
場
や
意
見
を
十
分
尊
重
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
自
分
が
卒
業
論
文
の
準
備
を
せ
ら
れ
た
時
、
市
村
博
士
か
ら
不
必
要
と

も
思
わ
れ
る
細
か
い
注
意
を
受
け
た
、
苦
が
い
経
験
に
よ
る
も
の
ら
し
い
が
、
主
と
し
て
先
生
自
身
が
他
人
に
干
渉
す
る
こ
と
の
嫌
い
な

性
格
に
基
ず
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
の
御
代
に
人
と
な
ら
れ
た
先
生
は
長
幼
の
序
、
師
弟
の
礼
、
工
厳
格
に
守
り
、
恩
師
に

対
し
て
は
文
字
通
り
そ
の
影
を
踏
も
う
と
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
他
人
に
同
様
の
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
絶
え
て
な
か
っ
た
。
先
生
の

自
由
放
任
主
義
は
頗
る
徹
底
し
た
も
の
で
、
令
息
令
嬢
の
高
等
学
校
・
大
学
は
勿
論
、
中
学
校
へ
の
進
学
に
際
し
て
も
、
全
く
本
人
任
か

せ
に
さ
れ
、
受
持
の
先
生
の
感
情
を
害
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
と
言
っ
て
、
先
生
は
決
し
て
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
と
い
う
利

己
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
。
相
手
の
立
場
や
利
益
に
温
か
い
理
解
を
示
し
、
援
助
や
激
励
を
与
え
る
こ
と
を
惜
ま
れ
な
か
っ
た
。
気
は
余

り
長
い
方
で
な
か
っ
た
か
ら
、
雷
を
落
さ
れ
る
こ
と
も
稀
で
は
な
か
っ
た
が
、
先
生
に
接
す
る
ほ
ど
の
人
は
常
に
先
生
の
心
の
底
に
流
れ

て
い
る
温
情
と
親
切
と
を
感
じ
て
、
恩
特
に
己
に
厚
し
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
和
田
先
生
の
許
に
多
く
の
門
下
生
が
集
ま
っ
た
の

は
、
時
勢
の
影
孵
に
よ
る
所
が
少
く
な
い
と
し
て
も
、

に
、
飾
り
気
の
な
い
先
生
の
人
間
と
し
て
の
温
か
さ
に
打
た
れ
、
先
生
の
た
め
で
あ
れ
ば
と
い
う
気
構
え
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う

し
た
性
質
の
書
物
の
出
版
の
容
易
で
な
い
時
に
、
還
暦
と
古
稀
と
両
度
に
亙
つ
て
祝
賀
論
文
集
が
出
た
と
い
う
の
も
、
偏
え
に
先
生
の
大

き
な
包
容
力
の
致
す
所
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
ら
の
人
々
は
誰
し
も
学
者
と
し
て
の
先
生
の
偉
大
さ
に
敬
服
す
る
と
同
時

新
し
が
っ
た
り
、
知
っ
た
か
ぶ
つ
た
り
す
る
こ
と
の
嫌
い
な
先
生
は
、
些
か
も
身
辺
を
飾
る
こ
と
が
な
く
、
衣
服
や
什
器
は
一
番
安
い

も
の
で
間
に
合
わ
せ
る
主
義
だ
と
言
っ
て
居
ら
れ
た
。
随
分
つ
け
つ
け
と
物
を
言
わ
れ
た
が
、
他
人
に
も
思
う
所
を
率
直
に
述
べ
る
こ
と

｀ 

．
 

・

↑
 

- 15 -



＊
 

を
期
待
さ
れ
て
い
た
。

と
り
わ
け
ュ
ー
モ
ラ
ス
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
の
を
喜
ば
れ
た
。
或
る
夏
、
女
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
長
女
と
館
山
に
旅
行
を
さ
れ
た
。
宿
の
女
中
が
何
を
間
違
え
た
の
か
、
令
嬢
を
奥
様
と
呼
ん
だ
。
先
生
は
自
分
が
そ
れ
ほ
ど
若
く
見
え

る
の
か
と
、
会
心
の
笑
を
禁
ず
る
こ
と
能
わ
ず
、
こ
こ
で
、
ね
え
、

• 
... 

あ
な
た
と
言
え
ば
、
も
つ
と
遠
く
へ
旅
行
に
つ
れ
て
行
っ
て
や
る

と
、
例
の
大
き
な
声
で
令
嬢
に
さ
さ
や
か
れ
た
と
い
う
。
何
か
面
白
い
こ
と
を
申
上
げ
た
時
、
先
生
が
興
が
つ
て
笑
わ
れ
る
声
音
が
今
日

戦
後
先
生
が
最
も
苦
心
さ
れ
た
こ
と
の
―
つ
は
、
東
洋
文
庫
の
経
営
で
あ
っ
た
。
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）
十
一
月
、
設
備
・
図
書

の
一
切
と
二
百
万
円
の
基
本
金
と
を
も
つ
て
財
団
法
人
と
な
っ
た
こ
の
文
庫
は
、
当
時
日
本
に
お
け
る
東
洋
学
の
唯
一
の
専
門
図
書
館
・

研
究
所
と
し
て
終
戦
ま
で
最
も
豊
か
に
経
営
さ
れ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
基
本
金
が
最
も
利
廻
り
の
よ
い
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
の
株
に
代

え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
終
戦
と
同
時
に
そ
の
す
べ
て
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
苦
境
を
打
開
し
、
戦
後
十
八
年
、
東
洋
文
庫
が
再
び

そ
の
基
礎
を
固
め
て
今
日
に
至
っ
た
の
は
、
先
生
の
努
力
に
よ
る
所
が
頗
る
多
い
。
先
生
は
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)
こ
の
文
庫
が
ま
だ

モ
リ
ソ
ン
文
庫
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
か
ら
、
こ
れ
に
関
係
せ
ら
れ
、
財
団
法
人
に
な
っ
て
か
ら
は
研
究
員
・
評
議
員
・
理
事

・
研
究
部
長

・
専
務
理
事
を
歴
任
せ
ら
れ
た
。
東
洋
文
庫
の
蔵
書
の
中
で
も
、
満
蒙
語
の
図
書
、
方
略
・
地
志
・

家
譜
の
類
な
ど
、
こ
の
文
庫
の
特
殊

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
内
外
に
知
れ
て

い
る
も
の
の
多
く
は
、
先
生
の
発
案
と
努
力
と
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

K
の
で
あ
る
。

先
生
は
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
東
洋
学
報
の
編
輯
委
員
に
挙
げ
ら
れ
、
終
戦
後
、
発
行
の
母
胎
で
あ
っ
た
東
洋
協
会
（
学
術
調
査
部
）

が
解
散
し
、
東
洋
学
報
が
新
た
に
東
洋
学
術
協
会
か
ら
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
委
員
長
と
し
て
編
輯
及
び
発
行
の
責
任
者
に
な
ら

れ
た
。
委
員
長
に
な
る
こ
と
は
随
分
躊
躇
さ
れ
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
已
む
を
得
ず
こ
れ
を
引
受
け
ら
れ
た
。
発
行
の
引
受
け
手
の
な

で
も
な
お
耳
底
に
残
っ
て
い
て
懐
し
さ
に
堪
え
な
い
。
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た
「
学
究
生
活
の
想
い
出
」
が
「
東
亜
史
研
究
」

も
に
、
先
生
の
残
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
事
業
を
継
承
し、

か
っ
た
東
洋
学
報
が
先
ず
国
立
書
院
に
よ
っ
て
復
刊
第
一
号
を
出
す
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
先
生
が
同
書
院
の
重
松
竜
覚
氏
に
交
渉
せ
ら

れ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
後
一
時
危
機
に
瀕
し
た
同
誌
の
財
政
を
建
直
す
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
先
生
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
、
先
生
が
学
界
に
尽
さ
れ
た
功
労
と
教
え
を
受
け
た
も
の
に
惜
み
な
く
与
え
ら
れ
た
庇
護
と
推
晩
と
を
顧
み
る
時
、
更
め
て
そ
の
足

述
の
偉
大
さ
と
温
情
の
深
さ
と
を
感
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
私
共
は
一
層
精
進
し
て
、

一
層
こ
れ
を
発
展
せ
し
め
て
、
後
に
続
く
人
々
に
伝
え
て
行
き
た
い
。
先
生
は

恐
ら
く
天
上
か
ら
も
楡
ら
ぬ
温
情
を
以
て
私
共
の
行
く
手
を
見
守
つ
て
い
て
下
さ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

先
生
自
訂
の
年
贈
と
詳
し
い
著
作
目
録
が
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
の
巻
頭
に
、

こ
の
文
章
と
併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

（
満
洲
篇
）

｀ 

―
つ
で
も
多
く
優
れ
た
研
究
を
世
に
送
る
と
と

ま
た
先
生
が
そ
の
研
究
生
活
を
回
顧
せ
ら
れ

（
東
洋
文
庫
論
叢
三
七
、
昭
和
三
十
年
十
二
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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，， 

奥

田

東

評

議

員

会

評

議

員

磯

野

長

蔵

（
株
式
会
社
明
治
屋
会
長
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

（
京
都
大
学
総
長
）

＊ 

梅

原

末

治

監

事

岡

東

浩

（
東
山
農
事
株
式
会
社
常
務
取
締
役
）

和

田

清

（
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
二
日
逝
去
）

山

本

達

郎

（
東
京
大
学
教
授
）

松

本

重

治

（
国
際
文
化
会
館
専
務
理
事
）

徳

J l I 

宗

敬

渋

沢

敬

岩

井

大

惹

石

黒

俊

夫

理

事

有

光

次

郎

専

務

理

事

榎

雄

理

事

会

理

事

長

細

川

護

立

四

職

員

（
財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
部
長

東
京
大
学
教
授
）

（
株
式
会
社
吾
嬬
製
鋼
所
取
締
役
会
長
）

（
三
菱
地
所
株
式
会
社
会
長
）

（
国
立
国
会
図
書
館
支
部
東
洋
文
庫
長
）

（
昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
五
日
逝
去
）

（
日
本
博
物
館
協
会
々
長

日
本
図
書
館
協
会
顧
問
）

（
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
）
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助

竹

内

サ

ク

ノ

手

奥

島

久
仁
子

高

野

尚

子

田

口

幸

子

参

事

平

野

豊

松

前

義

治

箕

輪

友

吉

総

務

部

部

長

小

林

吟

重

郎

松

方

郎

（
株
式
会
社
国
際
テ
レ
ビ
フ
ィ
ル
ム
社
長
）

俣

野

健

輔

辻

直

四

郎

高

村

象

平

高

橋

竜

太

郎

新

村

出

酒

井

杏

之

助

小

泉

信

) I l 

北

禎

大

原

総

一

郎

大

浜

信

泉

大
河
内

男

（
東
京
大
学
総
長
）

（
早
稲
田
大
学
総
長
）

（
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
々
長
）

（
日
本
興
業
銀
行
株
式
会
社
会
長
）

（
日
本
学
士
院
会
員
）

（
株
式
会
社
第

一
銀
行
相
談
役
）

（
日
本
学
士
院
会
員

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

（
協
和
醗
酵
工
業
株
式
会
社
取
締
役
）

盆
慶
応
義
塾
大
学
塾
長
）

（
日
本
学
士
院
会
員

鼻

I
 

東
京
大
学
名
誉
教
授
）

（
飯
野
海
運
株
式
会
社
々
長
）

” 

.
”
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＂ 

村

田

治

郎

原

田

淑

人

梅

原

末

治

研

究

顧

問

岩

井

大

惹

（
日
本
学
士
院
会
員
）

,. 

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

4
 

.

.
 

辻

直

四

郎

岩

村

忍

研

究

部

部

長

榎

雄

村

越

晃

司

書

補

竹

之

内

信

子

秩

父

良

子

大

塚

祐

子

田

川

孝

森

岡

康

渡

辺

兼

庸

司

書

石

黒

弥

致

宇

都

木

章

片

桐

男

図

書

部

部

長

岩

井

大

惹

熊

田

信

次

郎

染

谷

コ

ウ

作

業

員

石

井

浜

吉

臼

倉

豊

松

勝

間

勇

次

郎

瀬

美

恵

子

児

野

寿

満

子

技

能

員

秋

元

美

恵

子

足

達

綾

子

池

田

直

人
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山

本

達

郎

村

田

治

郎

宮

崎

市

定

松

本

信

広

福

井

康

順

原

田

淑

人

仁

井

田

陸

辻

直

四

郎

塚

本

善

隆

鈴

木

俊

杉

本

直

治

郎

金

倉

円

照

榎

雄

梅

原

末

治

岩

井

大

惹

東
洋
学
連
絡

委
員
会
委
員

山

本

達

郎

（広
島
大
学
名
誉
教
授
）

（
中
央
大
学
教
授
）

（
国
立
京
都
博
物
館
々
長
）

（
早
稲
田
大
学
教
授
）

（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）

（
京
都
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）

（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

．
 
I
 

鍮

傘
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梅

原

末

治

岩

生

成

市

古

宙

荒

松

雄

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）

（
日
本
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
）

研
究
員
（
兼
任
）
青

山

定

雄

名
誉
研
究
員

（
京
都
大
学
教
授
）

S
・
エ
リ
セ
イ

エ
フ

（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授

w
．
フ
ッ
ク
ス
（
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
教
授
）

W
・
サ
イ

モ
ン
（
英
国
学
士
院
会
員

G
．
ト
ウ
ッ
チ
（
ロ

ー
マ
大
学
教
授

ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
）

イ
タ
リ
ア
中
東
亜
研
究
所
長
）

（
中
央
大
学
教
授
）

佐

々

木

正

哉

北

村

甫

研

究

員

菊

池

英

夫
E
•
O

・

ラ
イ
シ
ャ
ウ
ァ

ー

（
ハ
ー

ヴ
ァ
ー

ド
大
学
教
授

駐
日
米
国
大
使
）

B
・
カ
ル
ル
グ
レ
ン
（
前
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
王
立
極
東
古
代
博
物
館
長
）

前
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・エ

ン
チ
ン
研
究
所
々
長
）

P
・
ド

ゥ
ミ

ェ
ヴ
ィ
ル
（
コ
レ

ー
ヂ
ュ

・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
教
授
）

吉

川

幸
次
郎

- 22 -



｀ ＇ 

山

根

幸

夫

護

雅

夫

三

根

谷

徹

松

村

潤

松

本

信

広

藤

枝

晃

（
横
浜
市
立
大
学
助
教
授
）

（
東
京
大
学
助
手
）

（
東
京
教
育
大
学
助
教
授
）

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
）

（
日
本
大
学
助
教
授
）

（
東
京
大
学
助
教
授
）

（
東
京
大
学
助
教
授
）

（
東
京
女
子
大
学
教
授
）

中

嶋

敏

鳥

海

靖

田

中

正

俊

関

野

雄

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
）

周

藤

吉

之

鈴

木

俊

末

松

保

和

佐

伯

河

野

＇ ノ‘

富 郎

神

田

信

夫

（
明
治
大
学
教
授
）

（
東
京
教
育
大
学
教
授
）

（
京
都
大
学
教
授
）

（
学
習
院
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
教
授
）

．
 

...
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助 研

究

手 生

広―国遠鶴金山

瀬瓶岡藤見子本

洋幸妙純尚良達

子子子子弘太郎

双橋敷片山草

川本 地 野口 野

俊昌 裕瑞

江子望子鳳靖

g 
本飛白草 と武

庄弾川野 田

佐比早邦祐 幸

子苗子子 男
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下

あ
る
。

東
洋
文
庫
叢
刊

さ
き
に
東
洋
文
庫
所
蔵
の
西
域
同
文
志
の
複
製
を
刊
行
し
た
が
、
同
書
は
満
・
漢
・
蒙
・
蔵
・
準
・
回
の
六
体
に
て
記
さ
れ
、

用
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
ロ
ー
マ
字
へ
の
翻
字
を
試
み
、
満
・
漢
字
は
松
村
澗
、
蒙
・
蔵
・
準
字
は
岡
田
英
弘
、
回
字
は

な
お
東
洋
文
庫
所
蔵
の
刊
本
は
第
二
次
修
訂
本
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
先
だ
つ
第
一
次
纂
定
本
が
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
写
本
は
零
本
で
全
二
十
四
の
中
、
僅
か
五
巻
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
刊
本
と
は
多
く
の
異
同
が
あ
り
、
必
ず
参
照
す
べ
き
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、

せ
ら
れ
、

と
く
に
大
英
博
物
館
当
局
に
そ
の
複
製
の
許
可
を
求
め
、

用
の
便
宜
か
ら
昨
年
度
刊
行
し
た
も
の
と
合
本
し
て
下
冊
と
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
度
に
は
こ
れ
が
研
究
篇
と
索
引
を
刊
行
す
る
予
定
で

田
坂
興
道
著
「
中
国
に
お
け
る
回
教
の
伝
来
と
そ
の
弘
通
」
上
・
下
巻

八
七
三
頁

本
書
は
、
昭
和
三
十
二
年
春
、
病
歿
さ
れ
た
故
田
坂
興
道
氏
の
遺
稿
で
、
氏
が
昭
和
十
九
年
、
東
方
文
化
学
院
研
究
報
告
と
し
て
提
出

そ
の
後
も
補
訂
を
試
み
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
目
次
の
概
要
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

本
田
実
信
が
担
当
し
た
。

「
欽
定
西
域
同
文
志
」
下
冊
（
追
補
）

1

刊

行

図

書

五

事

業
合

レ

第
十
六 今

I
 

そ
の
複
製
な
ら
び
に
翻
字
を
附
録
し
た
次
第
で
あ
る
。

東
洋
文
庫
論
叢

A
5
判

第
四
十
三

二
三
八
頁
十

86+396
頁

A
5
判

上

そ
の
利

ま
た
利

八
五
二
頁
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本

企
皿

,
1

―-U.
 

第
三
章

第
三
節

第
二
節

第
一
節

第
二
節

第
一
節

第
二
章

第
二
節

イ
ス
ラ
ム
以
前
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
と
中
国
と
の
交
渉

第
一
節

第
一
章

序

章
序

論

著
者
年
譜
及
び
著
述
目
録

序

叙
述
の
方
針
と
其
の
範
囲

ア
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
新
宗
教

al‘I
s
l
a
m
の
成
立
概
観

新
宗
教
の
成
立

唐
代
の
文
献
に
見
え
た
新
宗
教
の
成
立
事
情

ア
ラ
ビ
ア
側
史
料
よ
り
見
た
両
者
の
交
渉

中
国
史
料
よ
り
見
た
両
者
の
交
渉

イ
ス
ラ
ム
の
通
称
「
回
教
」
そ
の
他
の
名
称
と
そ
の
由
来

「
回
教
」
の
名
称
の
由
来

「
回
教
」
の
名
義
に
対
す
る
宗
教
的
解
釈

中
国
に
お
け
る
「
回
教
」
の
異
称

著

者

遺

影

＾
 

彎

和

田

清
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第
四
節
疏
勒
及
び
干
闘
地
方
の
回
教
化

第
三
節

唐
代
の
回
紘
の
宗
教
は
回
教
に
あ
ら
ず

第
二
項
大
食
と
宋
と
の
交
渉
及
び
宋
代
中
国
に
お
け
る
回
教
徒

第
一
項
大
食
と
唐
•
五
代
諸
国
と
の
交
渉
及
び
そ
の
時
代
の
中
国
に
お
け
る
回
教
徒

第
二
節
唐
宋
時
代
の
中
国
に
往
来
在
留
せ
る
回
教
徒

第
二
項

第
一
項
唐
宋
人
の
大
食
に
関
す
る
知
見

第

一
節

第
三
節

隋
開
皇
年
間
説

隋
大
業
年
間
説

唐
武
徳
年
間
説

唐
貞
観
二
年
説

唐
永
徽
二
年
説
及
び
結
論

唐
宋
時
代
の
中
国
に
お
け
る
回
教
徒

唐
宋
人
の
「
大
食
」
に
関
す
る
知
識
と
当
時
の
南
海
地
方
に
お
け
る
回
教
徒
の
活
動

唐
宋
時
代
に
お
け
る
南
海
回
教
徒

第
二
章

第
六
節

第
五
節
唐
貞
観
六
年
説

第
四
節

第
二
節

第
一
節

第

一
章
回
教
の
中
国
伝
来
に
関
す
る
諸
説
と
そ
の
批
判

4
 

`
”
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第
一
項

“ 

．第
二
項

元
代
漢
人
の
回
教
徒
及
び
回
教
観
と
回
漠
相
互
の
関
係

中
国
的
回
教
徒
社
会
の
成
立

元
明
鼎
革
の
回
教
徒
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
明
代
漠
人
の
回
教
徒
に
対
す
る
態
度

元
明
鼎
革
と
明
朝
の
対
回
教
徒
方
針

第
一
節

第
四
章 第

一
項
西
方
回
教
徒
に
関
す
る
知
見

第
四
節

元
代
に
お
け
る
回
教
徒
と
漢
人
と
の
関
係

第
二
項

第
一
項

第
三
節

第
二
項

南
部
及
び
中
原
地
帯
の
回
教
徒
分
布

被
治
者
と
し
て
の
回
教
徒
ー
蒙
古
主
権
と
回
教
徒
と
の
関
係

回
教
徒
の
被
治
者
的
地
位
及
び
回
教
徒
と
諸
外
教
徒
と
の
関
係

元
代
回
教
徒
の
宗
教
的
活
動
の
面
と
蒙
古
族
の
改
宗
状
況

第

一
項
西
部
及
び
北
部
の
回
教
徒
の
分
布

第
二
節
元
朝
治
下
の
中
国
に
お
け
る
回
教
徒
の
分
布

第
二
項

第
一
項

第
一
節

第
三
章

蒙
古
族
の
勃
興
と
回
教
徒

遼
・
金
と
回
教
徒
と
の
関
係

蒙
古
の
西
征
と
回
教
徒

元
朝
治
下
に
お
け
る
中
国
の
回
教
徒

Y
 

＊
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第
二
項
中
国
回
教
教
学
上
に
お
け
る
。
ヘ
ル
シ
ャ
的
色
彩

第
一
項
中
国
回
教
の
用
語
上
に
見
え
る
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
の
影
密

第
一
節

第
五
章

中
国
的
回
教
教
学
の
勃
興

中
国
へ
伝
来
せ
る
回
教
の
特
色

第
四
項

第
二
項
外
来
回
教
徒
華
化
の
一
面
と
し
て
見
た
る
彼
等
の
改
姓

第
一
項
明
代
の
中
国
に
お
け
る
回
教
徒
分
布
の
様
相

第
四
項
蒙
古
地
方
に
お
け
る
回
教
徒
と
そ
の
来
帰

第
二
項

第
一
項

第
二
節

第
三
項

第
三
項

第
三
節

第
三
項

明
朝
と
回
教
徒
と
の
交
渉
ー
特
に
回
教
徒
の
中
国
へ
の
移
住

回
教
徒
の
発
展
と
中
国
的
回
教
徒
社
会
の
成
立

中
国
回
教
徒
社
会
構
成
の
人
的
要
素

回
教
徒
流
賊
の
発
生

回
教
本
地
に
対
す
る
明
人
の
知
識

第
二
項

明
人
一
般
の
回
教
徒
観

明
代
回
教
諸
国
の
概
況
ー
特
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
東
南
ア
ジ
ア
の
回
教
事
情

回
教
諸
国
と
明
と
の
通
好

西
方
回
教
徒
の
来
帰

＾ 

人 ， 

4

*
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東
洋
文
庫
欧
文
紀
要

結
論

第
五
節

第
三
節

回
回
暦
法
と
回
回
天
文
書

欧
州
文
明
の
東
漸
と
回
回
暦
法
の
運
命

参
考
文
献
要
目

（マ
1
e
m
o
i
r
s
o
f
 t
h
e
 R
e
s
e
a
r
c
h
 D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 t
h
e
 
T
o
y
o
 B
u
n
k
o
)
 N
o
.
 

2
3
 

第
四
節

「
元
秘
書
監
志
」
に
見
え
る
西
域
の
文
献
及
び
儀
器

第
二
節
札
馬
刺
丁
の
西
域
儀
象

第
一
節
中
国
に
お
け
る
回
教
文
化
の
綜
観

第
六
章

中
国
に
お
け
る
回
教
文
化

第
二
項

第
一
項
明
末
の
回
教
学
者
、
特
に
王
岱
輿
に
つ
い
て

第
三
節

第
二
項

中
国
回
教
教
学
勃
興
の
基
礎

中
国
回
教
教
学
の
先
駆
と
し
て
見
た
る
初
期
の
漢
文
回
教
碑
銘

明
末
に
お
け
る
中
国
回
教
教
学
の
勃
興

明
末
の
回
教
教
学
、
特
に
王
岱
輿
の
学
風

第
一
項
回
教
徒
の
中
国
文
化
吸
収

第
二
節

4

崎

五
0
0部
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9
拿

N
a
o
s
h
i
r
o
 T

S
U
J
I
:
 N
o
t
e
s
 o

n
 the 

R
a
j
a
s
u
y
a
-section (IX. 

1)
 of 

the 
M
an

ava-srautasutra
.
 

N
a
m
i
o
 E

G
A
M
I
 :

 Th
e
 F
o
r
m
a
t
i
o
n
 of 

the 
R
a
c
e
 a
n
d
 the 

Origin of 
the 

N
a
t
i
o
n
 in 

Japan. 

N
o
b
u
o
 Y

A
M
A
D
A
:
 U
i
g
u
r
 D

o
c
u
m
e
n
t
s
 of 

Sale a
n
d
 L
o
a
n
 Contracts B

r
o
u
g
h
t
 b

y
 O
t
a
n
i
 Expeditions

.
 

G
o
r
o
 T

O
Y
O
D
A
 :
 A
n
 Analysis of 

the 
S
i
m
p
l
e
 Kitai 

Characters. 

盟
ど

rn.
社

忘
賑

悧
藁

「
賑

批
択

皆
杞

縫
図

学
ITI.

怜
巨

送
択

涯
＜

這
1IIl啜

品
檸

・
じ
¥
へ
旦
ド
ヽ
ミ
4
e
話

」
蔚
IK嘩

苦
品

川
十

く
母

十
ll

匹
エ
〇
写

lill
目
寓

賑
叡

料
儘

汗
，

＼
ぷ

ー
到

施
這

握
ぐ

噂
「

亨
疇

・
配

巧
く

約
疇

饂
瞬

蘊□
疇

繹
忍

稟
疇

霞
諷

m.
知

・
廿
囲

択
・
蓉
哉
択
歯
圏
紀
享
［
こ
暴
皿
蛮
」

皆
品
111
十

兵
母
111

匹
こ
〇
写

l
ギ
<
賦

Catalogue of 
the 

M
a
n
c
h
u
-
M
o
n
g
o
l
 Section 

of 
the 

T
o
y
o
 B
u
n
k
o
,
 
b
y
 Poppe, N., 

Hurvitz, 
L. 

&
 O
k
a
d
a
 H. 

T
h
e
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
 &

 T
h
e
 University of 

W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
 Press 1964 

(
「
慨
批
奴
晋
茫
縫
握
前
尉
奴
図
絣
江
噂
」
）

m
 

m
写

lll<
ギ
賦

A
 List 

of 
B
o
o
k
s
 o
n
 Travels a

n
d
 V
o
y
a
g
e
s
 at 

T
h
e
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
 

声
叫

誼
后

エ
寸
弄

1
 ii 
H
く
嵐

(Index 

l
 O目

直
）

喧
旦
品
111
十
ギ
母
也
益
回
母
-
<
慨
疵
奴
吾
母
癖
」

苦
品
11
1+

<
母
+
l
l
匹

く
0
写

l
 l
 l
賦

因
起
廿
回
忘
忍
土
知
訳
胆
作
造
誌
笠
屯
罪
頸
註
」
，
＼

侭
ー
王
楽
暴

I8 



新
刊
紹
介

太
平
天
国
史
研
究
論
文
目
録
（
中
国
文
新
聞
雑
誌
之
部
）

第
四
号

「
近
代
中
国
研
究
」
第
五
輯

佐
々
木
正
哉

咸
豊
二
年
郷
県
の
抗
糧
暴
動

「
東
洋
文
庫
近
代
中
国
研
究
室
邦
文
図
書
目
録
」

「
近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報
」

第
三
号

江
西
ソ
ヴ
ェ
ト
関
係
資
料
（
陳
誠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
目
録

佐
々
木
正
哉
「
咸
豊
四
年
広
東
天
地
会
の
叛
乱
」
補

セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス

日
本
人
の
新
中
国
旅
行
記

セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス

新
刊
案
内

B
5
判

B
5
判

中
国
文
雑
誌
論
説
記
事
目
録
同

三
四
一
頁

「
時
務
報
」
総
目
録

各
三
二
頁

二
0
四
頁

村

松

祐

次

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
蘇
州
近
傍
の
一
租
桟
と
そ
の
小
作
制
度

A
5
判

↑
↓
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第
百
六
十
七
回
昭
和
三
十
八
年
六
月
十
九
日

第
百
六
十
六
回
昭
和
三
十
八
年
六
月
十
二
日

第
百
六
十
五
回

昭
和
三
十
八
年
六
月
五
日

「
ボ
ル
ト
ガ

ル
の
東
洋
貿
易
に
お
け
る
諸
問
題
」

第
百
六
十
四
回

「
日
本
民
族
の
形
成
と
日
本
国
家
の
成
立
に
つ
い
て
」

第
百
六
十
三
回

「
西
域
仏
寺
の
伽
藍
配
置
に
つ
い
て
」

第
百
六
十
二
回

春
期

東
洋
学
講
座

昭
和
三
十
八
年
五
月
十
五
日

昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
二
日

昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
九
日

「
準
喝
爾
史
考
」

「
元
朝
の
海
上
貿
易
政
策
」

「

T
h
e
Hellenistic 
E
le
m
e
n
t
s
 
in 
t
h
e
 A
rt 
b
e
t
w
e
e
n
 K
h
o
t
a
n
 (-=f
喜
）

2

講

演

会

＊ 

＾
 

I
 

a
n
d
 Y
u
n
,
K
a
n
g
 C
臆
蔀
）

京
都
大
学
教
授

お
茶
の
水
女
子
大
学
助
教
授

九
州
大
学
教
授

-
4
 

和

田

久

徳

汀
J

田

寸 箭

明

内

健

次

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所

教

授

江

上

波

夫

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

美

術

第

一

研

究

室

長

熊

谷

宜

夫
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特
別
講
演
会

第
百
七
十
回

第
百
七
十
一
回

昭
和
三
十
八
年
十
月
三
十
日

「
東
亜
の
古
ガ
ラ

ス」

第
百
七
十
二
回

第
百
七
十
三
回

「
東
洋
的
古
代
」

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
四
日

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
二
十
日

「
ラ
ン
ダ
ル
マ
の
子
孫
に
つ
い
て
」

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
六
日

「
明
代
西
南
シ
ナ
諸
土
司
の
民
族
系
譜
的
考
察
」

「
梁
職
貢
図
の
西
域
関
係
記
事
に
つ

い
て」

第
百
六
十
九
回

「
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
』
と
『
書
翰
』
に
つ
い
て
」

第
百
六
十
八
回

秋
期

昭
和
三
十
八
年
十
月
十
六
日

s 

P
r
o
f
e
s
s
o
r
 o
f
 t
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
H
a
m
b
u
r
g
,
 

昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
三
日

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
三
日

「
最
近
の
イ
ン
ド
考
古
学
界
」

清
泉
女
子
大
学
教
授

東
京
大
学
教
授

上
智
大
学
教
授

京
都
大
学
名
誉
教
授

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
教
授

宮

崎

市

定

佐

藤

長

梅

原

末

治

白

烏

芳

郎

榎 松

田

毅

雄

A
.
 vo
n
 G
a
b
a
i
n
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ボ
ル
ト
ガ
ル
の
東
洋
貿
易
は
十
六
・
七
世
紀
を
中
心
と
し
て
各
方
面
に
亙
る
問
題
を
含
む
世
界
史
上
重
要
な
歴
史
現
象
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
洋
貿
易
に
関
す
る
諸
問
題

＂ ＂ ＂ ＂ ＂ ＂ 

講

演

要

旨

三
月
二
十
八
日
「
外
務
省
の
文
書
よ
り
見
た
る
我
が
満
蒙
史
研
究
の
回
顕
」

二
月
二
十
九
日
「
第
二
十
六
回
国
際
東
洋
学
者
会
謡
に
参
加
し
て
」

箭

内

健

次

河

村

し
か

夫

榎

雄

昭
和
三
十
九
年
二
月
一
日
「
洪
武
政
権
の
確
立
時
期
に
つ
い
て
」

山

根

幸

夫

十
二
月
三
十
一
日
「
ア
ル
タ
イ
言
語
学
の
課
題
」

I
n
d
i
a
n
a
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
o
f
.
 D
e
n
i
s
 S
i
n
o
r
 

十
二
月
十
四
日
「
東
突
蕨
の
国
家
内
部
の
ソ
グ
ド
人
」

護

雅

夫

十
月
二
十
九
日
「
高
艇
初
期
の
官
階
に
つ
い
て
」

武

田

幸

男

明
治
維
新
の
国
際
関
係
と
欧
人
企
業
者
の
活
動
に
関
す
る
一
考
察
」

六
月
十
一
日
「
ホ
レ
ー
シ
オ

・
ネ
ル
ソ
ン

・レ

イ

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
日
「
西
周
宗
法
封
建
社
会
論
の
疑
点
」

3

研

究

疇~

会

D
i
r
.1
G
e
n
.
 of 
A
r
c
h
a
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 S
u
r
v
e
y
 o
f
 I
n
d
i
a
 

贔

I
 

田

中

時

彦

宇

都

木

章

A
.
 Gh

o
s
h
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お
い
て
一
括
利
用
し
う
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
と
に
し
た
い
。

し
こ
の
問
題
に
関
す
る
研
究
の
現
状
は
ま
だ
極
め
て
不
充
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

｝^

 

そ
の
原
因
は
種
々
挙
げ
ら
れ
る
が
、
第
一

に
関
係
史
料
を
専
ら
ボ
ル
ト
ガ
ル
側
の
古
文
書
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
勿
論
ボ
ル
ト
ガ
ル
人
と
接
し
た
東
洋
諸
国

に
お
い
て
も
、

そ
の
事
実
は
記
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、

そ
れ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
の
主
動
的
形
式
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
と
、
東
洋
諸
国
の
記

録
の
性
格
か
ら
具
体
的
記
述
に
欠
け
て
い
る
。
且
つ
そ
の
上
こ
の
分
野
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
、
東
洋
史
（
近
東
史
、

イ
ン
ド
史
、
東
南
ア
ジ

ア
史
）
及
び
日
本
史
に
跨
る
た
め
に
そ
の
綜
合
的
研
究
に
は
夫
々
の
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
有
機
的
連
繋
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
点
か

従
っ
て
本
テ
ー
マ
の
研
究
を
少
く
と
も
東
洋
史
の
分
野
内
に
お
い
て
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
ボ
ル
ト
ガ
ル
所
在
の
根
本
史
料
の
調
査
と

と
も
に
そ
の
時
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
史
及
び
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
の
促
進
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
そ
の
中
、
ボ

ル
ト
ガ
ル
側
の
関
係
史
料
の
所
在
、
及
び
研
究
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
三
年
前
現
地
に
赴
い
た
際
の
調
査
に
基
い
て
そ
の
一
端
を
述
べ
る

ボ
ル
ト
ガ
ル
側
の
関
係
史
料
は
本
国
の
み
な
ら
ず
、
ゴ
ア
及
び
マ
カ
オ
等
に
散
在
し
て
い
る
が
、
近
年
リ
ス
ボ
ン
の
中
央
海
外
植
民
地

①
 

史
研
究
所
＊
に
お
い
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
蒐
集
が
行
わ
れ
、
既
に
目
録
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遠
か
ら
ず
本
国
に

*
（
C
e
n
t
r
o
 
d
e
 E
s
t
u
d
o
s
 H
i
s
t
o
r
i
c
o
s
 
U
l
t
r
a
m
a
r
i
n
o
s
)
 

本
国
に
お
い
て
関
係
史
料
を
所
蔵
す
る
文
書
館
は
各
地
に
散
在
す
る
が
、

ン
ボ
文
書
館

(
A
r
q
u
i
v
o
N
a
c
i
o
n
a
l
 d
a
 T
o
r
r
e
 d
o
 T
o
m
b
o
)
で
あ
り
、

ら
み
て
も
現
在
最
も
お
く
れ
た
領
域
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
の
中
最
も
豊
富
な
文
書
館
は
リ
ス
ボ
ン
の
ト
ル
レ
・
ド
・
ト

つ
い
て
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館

(Biblioteca
P
u
b
l
i
c
a
 
d
a
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A
j
u
d
a
)
、
国
立
図
書
館

(
B
i
b
l
i
o
t
e
c
a
N
a
c
i
o
n
a
l
)
、

が
で
き
る
。

ロ
ー
マ
バ
チ
カ
ン
図
書
館
文
書
で
ポ
ル
ト

(
M
a
r
t
i
n
s
 d
a
 

そ
の
中
か
ら
関
係
文
書
を
発

エ
ボ
ラ
の
図
書
館

(B
i
b
l
i
o
t
e
c
a
P
u
b
l
i
c
a
 d
e
 E
v
o
r
a
)
等
を
挙
げ
る
こ
と

ト
ル
レ
・
ド
・
ト
ン
ボ
文
書
館
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
最
大
の
文
書
館
で
あ
る
ば
か
り
か
、
世
界
的
な
古
文
書
館
で
蒐
集
古
文
書
は

数
百
万
点
に
も
及
び
そ
の
全
貌
を
捉
え
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
る
。
案
内
書
も
あ
る
が
不
十
分
で
あ
り
②
、

見
す
る
事
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
僅
に
製
蔵
古
文
書
群
の
名
称
を
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
・
ダ
・
シ
ル
バ
・
マ
ル
ケ
ス

S
i
l
v
a
 
M
a
r
q
u
e
s
)
の
案
内
書
に
よ
っ
て
察
知
し
う
る
に
と
ど
ま
る
③
゜

正
し
く
は
イ
ン
ド
よ
り
送
ら
れ
た
文
書

(L
i
v
r
o
s
d
o
s
 M
o
r
n
;
0
1
e
s
,
 Do

c
u
m
e
n
t
o
s
 R
e
m
e
t
t
i
d
o
s
 d
e
 I
n
d
i
a
)
六
十
二
冊
を
第
一
に

挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
文
書
は
題
名
の
示
す
ご
と
く
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
方
植
民
地
よ
り
本
国
に
送
付
さ
れ
た
文
書
数
千
点
を
含
み
、
時

代
は
一
六

0
五
年
よ
り
五
十
一

年
に
亙
つ

て
い

る
。
私
は
こ
の
中
、

が
本
文
書
こ
そ
こ
の
方
面
の
研
究
の
最
も
中
心
的
史
料
で
あ
る
。
尚
本
文
書
中
十
二
巻
ま
で
は
先
年
五
冊
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
残
り

は
未
刊
で
あ
る
⑤
゜

記
述
も
少
く
な
い
。

本
関
係
よ
り
中
国
、

し
か
し
そ
の
中
で
東
洋
貿
易
関
係
文
書
は

モ
ン
ス
ー
ン
文
書
—

日
本
及
中
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
係
の
分
約
六
百
数
十
点
を
撮
影
④
し
た

尚
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
の
外

C
o
r
p
o
C
r
o
n
o
l
o
g
i
c
o
,
 G

a
v
e
t
a
s
等
の
文
書
に
も
関
係
史
料
が
あ
り
、

当
多
数
存
在
す
る
と
想
像
さ
れ
る
が
そ
の
徹
底
的
な
調
査
に
は
可
成
の
年
月
を
必
要
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館
は
古
く
よ
り
我
国
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
架
蔵
文
書
中
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
(
J
e
s
u
i
t
a
s

n
a
 A
s
i
a
)
」
と
題
す
る
一
連
の
文
書
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
⑥
、
こ
れ
は
伝
道
関
係
記
事
が
中
心
で
あ
る
が
、

そ
の
大
要
は
岡
本
良
知
氏
の
「
ぽ
る
と
が
る
を
訪
ね
る
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

て
お
り
、
や
が
て
は
す
べ
て
日
本
に
密
ら
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
本
館
に
は
こ
の
他
、

‘̀  

I 

そ
の
他
尚
相

そ
の
間
貿
易
に
関
す
る

そ
れ
に
よ
っ
て
も
知
る
如
く
日

イ
ン
ド
シ
ナ
関
係
文
書
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
既
に
一
部
東
大
史
料
編
纂
所
に
マ
イ
ク
ロ
写
真
が
収
め
ら
れ
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の
報
告
が
刊
行
さ
れ
た
。

な
目
録
し
か
作
成
さ
れ
て
い
な
い
⑦
こ
の
図
書
館
文
書
か
ら
抽
出
す
る
の
は
頗
る
困
難
で
あ
る
。

亘
る
香
料
貿
易
の
文
書
な
ど
は
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
⑧
゜

史
料
に
比
し
統
計
的
記
述
乏
し
く
、
従
っ
て
系
統
的
数
量
把
握
は
可
成
困
難
で
あ
る
⑨
゜

で
あ
っ
た
。
勿
諭
こ
れ
ら
は
優
れ
た
著
作
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
其
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
研
究
も
大
い
に
進
展
し
、
こ
と
に

ル

ガ
ル
の
分
を
写
し
た
二
百
三
十
八
冊
に
及
ぶ

R
e
r
u
m
L
u
s
i
t
a
n
i
c
u
m
と
題
す
る
文
書
群
中
に
も
若
干
見
ら
れ
る
が
、
極
め
て
不
十
分

国
立
図
書
館
の
中
の
古
文
書
部
中
に
も
関
係
史
料
が
散
見
す
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
講
に
譲
る
が
、
十
六
世
紀
末
の
十
年
間
に

し
か
し
概
し
て
ボ
ル
ト
ガ
ル
の
関
係
文
書
は
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易

我
国
に
お
け
る
ボ
ル
ト
ガ
ル
の
東
洋
貿
易
研
究
は
多
く
第
二
次
的
著
作
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

マ
カ
オ
貿
易
に
つ
い
て
は

L
j
u
n
g
s
t
e
d
t⑫
や

M
o
n
t
a
l
d
o
d
e
 J
e
s
u
s
⑬
 

そ
れ
ら
に
導
か
れ
た
研
究
に
は
当
然
大
き
な
限
界
が
あ
っ
た
事
は
免
れ
な
い
。

B
o
x
e
r
教
授
に
よ
る
主
と
し
て
マ
カ
オ

貿
易
に
関
す
る
三
部
作
⑭
は
こ
の
方
面
の
研
究
中
の
白
眉
と
屯
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
最
近
で
は

M
a
u
r
o
,⑮

述
、
こ
と
に
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
古
文
書
館
員

M
e
i
l
i
n
k
,
R
o
e
l
o
f
s
z
.⑰
の
研
究
は
管
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
の
み
な
ら
ず
、
十
六
、
七
世
紀

の
東
南
ア
ジ
ア
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
易
が
現
地
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
影
響
キ
及
ぼ
し
た
か
を
-
興
味
深
く
論
じ
た
好
著
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
研
究
と
共
に
関
係
重
要
史
料
で
英
訳
さ
れ
る
も
の
の
刊
行
も
注
目
し
て
よ
い
。
古
く
は
、

W
h
i
t
e
w
a
y
⑩
や

D
a
n
v
e
r
s
⑪
な
ど
、

H
a
k
l
u
y
t
 S
o
c
i
e
t
y
ら
に
よ
っ

の
著

な
ど
代
表
的
著
述

V
a
n
 L
e
u
r⑯
 

て

B
a
r
b
o
s
a
,
A
l
b
u
q
u
e
r
q
u
e
等
の
記
録
が
英
訳
さ
れ
た
が
、
近
年

T
o
m
e
P
i
r
e
s
の
東
洋
見
聞
記
⑬

や

G
a
s
p
a
r
d
a
 C
r
u
z⑲
等

こ
れ
に
対
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
研
究
書
は
多
数
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
々
紹
介
す
る
事
は
到
底
許
さ
れ
な
い
の
で

例
え
ば
イ

ン
ド
地
区
に
つ
い
て
は
、
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⑤ ④ ③
 

② ① 

極
東
関
係
（
九
州
文
化
史
研
究
所
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
）
（
尚
本
文
書
写
真
は
東
洋
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い

る）

他
日
に
譲
る
こ
と
に
し
、
古
く
は

B
a
r
r
o
s
,
C
o
u
t
o
の
名
著
R
を
始
め
と
し
、
香
料
研
究
書
と
し
て
の

G
a
r
c
i
a
d
e
 O
r
t
a
@
の
著
述

翻
つ

て
日
本
に
お
け
る
ボ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
研
究
は
極
め
て
乏
し
い
。
戦
前
矢
野
仁

一
博
士
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
以
後
、
日
本
に
関
し
岡

本
良
知
氏
の
精
密
な
研
究
を
除
き
大
き
な
進
歩
を
み
せ
て
い
な
い
。
史
料
の
制
約
と
関
係
史
料
の
紹
介
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
も
大
き

な
障
害
と
な
つ

て
い
る
。

に
よ
っ

て
詳
細
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
史
＠
が
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
現
研

し
か
し
最
近
研
究
者
の
現
地
調
査
が
次
々

に
行
わ
れ
、

つ
つ
あ
る
。
本
研
究
は
漸
く
に
し
て
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
す
べ
き
時
機
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

B
o
l
e
t
i
m
 d
a
 F
i
l
m
o
t
e
c
a
 U
l
t
r
a
m
a
r
i
n
a
 P
o
r
t
u
g
u
e
s
a
 L
i
s
b
o
a
 1
9
5
4
'"'-' 

A
r
q
u
i
v
o
 N
a
c
i
o
n
a
l
 d
a
 T
o
r
r
e
 d
o
 T
o
m
b
o
 I
 In
d
e
x
 I
n
d
i
c
u
m
 

本
書
中
に
掲
げ
ら
れ
た
文
書
群
だ
け
で
も
五
百
八
十
四
に
上
つ
て
い
る。

ト
ル
レ
・
ド

・
ト
ン
ボ
文
書
館
所
蔵
モ
ン
ス

ー
ン
文
書

日
本
関
係
（
史
渕
五
十
八
輯
）

B
u
l
h
a
o
 P
a
t
o
,
 R
.
 A
.
 D

o
c
u
m
e
n
t
o
s
 r
e
m
e
t
t
i
d
o
s
 
d
a
 I
n
d
i
a
,
 ou
 livros 
d
o
s
 mon~6es 

•••• 

5
 
vols
,
 

L
i
s
b
o
a
 

Silva 
M
a
r
q
u
e
s
,
 J. 

M
.
 da
.
 

d
'A
z
ev
e
d
o
,
 P.
 A
.
 e
 B
a
iao
,A
.
 0
 A
r
c
h
i
v
o
 d
a
 T
o
r
r
e
 d
o
 T
o
m
b
o
 

る。 （
註
）

究
段
階
を
知
る

こ
と
が
で
き
便
利
で
あ
る
。

等
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。
尚
現
在

G
e
r
n
1
a
n
o
C
o
r
r
e
i
a
 

＊ 

I 

L
i
s
b
o
a
 1
9
0
5
 

一
九
六
二
年
現
在
二
十
四
冊
刊
行
さ
れ
て
い

且
つ
史
料
も
フ
ィ
ル

ム
に
よ
り
続
々
日
本
に
将
来
さ
れ

... 

L
i
s
b
o
a
 1
9
3
5
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ヽ

⑩

W
h
i
t
e
w
a
y
,
 R. 

S
 

⑨
 

⑧
 

⑦ ⑥
 

T
h
e
 R
i
s
e
 of 
t
h
e
 P
o
r
t
u
g
u
e
s
e
 P
o
w
er 
in 
I
n
d
i
a
,
 

1
4
9
7ー

1
5
5
0
,

L
o
n
d
o
n
 1
8
9
9
 

ら
れ
て
い
る
が
内
容
は
略
す。

ロ
ン
」

C
a
t
a
l
o
g
o
 
d
o
s
 m
a
n
u
s
c
r
i
t
o
s
 d
a
 Biblioteca 
P
u
b
l
i
c
a
 E
b
o
r
e
n
s
e
,
 

L
i
s
b
o
a
 1
8
5
0
 

日
本
関
係
に
つ
い
て
は
岡
本
氏
の

「
ぽ
る
と
が
る
を
訪
ね
る
」
の
該
記
事
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
他
「
ア
ジ
ア
」

「
マ
ラ
ッ
カ
」

「
シ
ャ
ム
」

「
マ
カ
オ
」

「
中
国
」

「モ

ル
ッ
カ
」

「
テ
ィ
モ
ー

ル
」
等
の
各
部
門
に
は
関
係
文
書
収
め

C
u
n
h
a
 R
i
v
a
r
a
,
 J. 

H
.
 da
 

エ
ボ
ラ
の
図
書
館
の
関
係
文
書
検
索
に
は
次
の
目
録
が
便
利
で
あ
る
。

1
8
8
0
"
-
'
1
9
2
5
 

C
u
n
h
a
 R
i
v
a
r
a
,
 J. 

H
., 
A
r
c
h
i
v
o
 P
o
r
t
u
g
u
ez'
O
r
i
e
n
t
a
l
,
 

6
 v
ols 
N
o
v
a
,
G
o
a
.
 

1
8
5
7ー

1
8
7
6
.

が
重
要
史
料
を
収
め
て
い
る
。
本
書
は
東
洋
文
庫
に
も
架
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
関
係
の
深
い

F
a
s
c
i
c
u
l
o
5
 

本
で
あ
り
、
私
は

リ
ス
ボ
ン
の
国
立
図
書
館
所
蔵
本
を
マ
イ
ク

ロ
写
真
に
収
め
て
こ
れ
を
補
充
し
た。

（
タ
イ
。
フ
刷
末
完
）

の
三
冊
は
欠

本
文
書
は
全
部
で
六
十
三
冊
、
内
十
三
冊
は
日
本
関
係
で
あ
り
、
他
は
中
国
及
び
イ
ン
ド
シ
ナ
関
係
文
書
を
含
ん

で
い
る
。

4
9
-

N

ー

4
9
"
-、4
9
1

ご
ー

11
の
番
号
を
附
す。

C
a
r
d
o
z
o
 B
e
t
h
e
n
c
o
u
r
t
,
 Bi

b
l
i
o
t
h
e
q
u
e
 
R
o
y
a
l
 dゞ
A
j
u
d
a
.
C
a
t
a
l
o
g
u
e
 
d
e
s
 m
a
n
u
s
c
r
i
t
s
 

"
 Me
d
i
d
a
s
 d
e
 p
e
s
o
 d
e
 m
e
r
c
a
d
o
r
i
a
s
 e
m
 M
ala
c
a
,
 e
 C
h
i
n
a
 c
o
m
p
r
a
d
o
s
 c
o
m
 a
s
 d
e
 P
o
r
t
u
g
a
l
 1
5
0
0
 
a
 

1
6
0
8
"
 

こ
の
外
、
同
図
書
館
架
蔵
関
係
文
書
の
リ
ス

ト
は
省
略
。

十
六
世
紀
に
お
け
る
貿
易
文
書
に
つ
い
て
は

「
セ
イ
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_,
 

鼻

｀ 

◎
D
a
n
v
e
r
s
,
 F. 

C. 
T
h
e
 P
o
r
t
u
g
u
e
s
e
 in 

India, 
1
4
8
1
-
1
8
9
4
 
2

 vols. 
L
o
n
d
o
n
 1894 

⑬
Ljungstedt, A. 

A
 Historical 

S
k
e
t
c
h
 of 

the Portuguese Settlements 
in 

China, B
o
s
t
o
n
 
1836 

⑫
M
o
n
t
a
l
t
o
 d

e
 Jesus, 

C. 
A
.
 
Historic 

M
a
c
a
o
.
 H

o
n
k
o
n
g
 1902 

~
 
Boxer, C. 

R. 
Fidalgos 

in 
the F

a
r
 East, 

1550-1770, 
T
h
e
 H
a
g
u
e
 
1948 

ibid. 
T
h
e
 G
r
e
a
t
 S
h
i
p
 f

r
o
m
 A
m
a
c
o
n
,
 A
n
n
a
l
s
 of 

M
a
c
a
o
 a

n
d
 the 

old 
J
a
p
a
n
 T
r
a
d
e
,
 
1
5
5
5
-
1
6
4
0
 

Lisboa 
1959 

ibid. 
M
a
c
a
u
 n
a
 e
p
o
c
a
 
d
a
 Restauracao, 

M
a
c
a
u
 three 

h
u
d
r
e
d
 y
e
a
r
s
 ago. 

M
a
c
a
o
.
 
1942 

⑫
M
a
u
r
o
,
 F. 

L
e
 Portogal et 

l'Atlantique 
a
u
 XVIIe 

siecle 
1570-1670, Paris 

1960 

⑲
V
a
n
 Leur, J. 

C. 
I
n
d
o
n
e
s
i
a
n
 T

r
a
d
e
 a

n
d
 Society. 

the 
H
a
g
u
e
 
1955 

◎
Meilink-Roelofsz, 

M
.
 A. 

A
s
i
a
n
 T

r
a
d
e
 a

n
d
 E
u
r
o
p
e
a
n
 Influence 

in 
the I

n
d
o
n
e
s
i
a
n
 Archipelago, 

1500-1630. 
the 

H
a
g
r
e
 
1962 

留
Cortesao,

A. 
T
h
e
 S

u
m
a
 Oriental 

of 
T
o
m
も
Pires.

2
 vols. 

L
o
n
d
o
n
 1944 

(
H
a
k
.
 Soc.) 

R
 
Boxer,C. 

R. 
S
o
u
t
h
 C

h
i
n
a
 in 

the 
Sixteenth 

Century. 
L
o
n
d
o
n
 1953 

(
H
a
k
 Soc)

忘
答

R
 
Barros, J. 

d
e
 
D
a
 Asia, 

D
e
c
a
d
a
s
 1--IV. 

IV 

Couto, D. 
d
e
 

"
 

D
e
c
a
d
a
s
 I
V
-
X
I
I
.
 

卓
邸

ぐ
→
卜
入

(
A
n
t
o
n
i
o
Baiao) 

0
萎

器
悶

サ
岨

忍
掲

袷
ぷ

図
こ

切
菜

ヤ
全

心
゜

B
a
r
r
o
s

坦
回

華
C
o
u
t
o

だ
11
車
峡



會
a

G
a
r
c
i
a
 
d
a
 O
r
t
a
,
 C

o
l
0
q
u
i
o
s
 
d
o
s
 s
i
m
p
l
e
s
 e
 d
r
o
g
a
s
 d
a
 I
n
d
i
a
.
 

(
1
9
6
2
~
6
幸
叫
A
f
=
f
T
)

尚
本
註
に
記
入
し
た
論
著
は
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
も
の
で
省
略
し
た
も
の
は
少
く
な
い
。
本
講
に
関
す

る
詳
細
な

B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y
は
機
会
を
得
て
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

千
闘
か
ら
雲
扁
に
至

る
間
の
仏
教
美
術
に
み
ら
れ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
諸
要
素

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教
美
術
及
び
そ
の
背
景
と
な
る
思
想
の
展
開
に
関
し
て
は
、

A
.
F
o
u
c
h
e
r
,
 A
.
 Gr

u
n
w
e
d
e
l
 

究
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

A
.
 vo
n
 L
e
 C
o
q
,
日
本
の
水
野
清
一
、

長
広
敏
雄
等
の
諸
学
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

部
の
ボ
ハ
ラ
、

附
記

そ
し
て
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
系
の
美
術
が
、
後
の
時
代
に
な
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
及
び
東
ア
ジ
ア
に
伝
存
す
る
こ
と
が

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
、

フ
ェ
ル
ガ
ナ
、

1
8
9
1
"
-
-
'
5
 

H
i
s
t
o
r
i
a
 
d
a
 C
o
l
o
n
i
z
a
c
;
a
o
 
P
o
r
t
u
g
u
e
s
a
 
n
a
 I
n
d
i
a
.
 Li

s
b
o
a
 

ア
ン
ネ
マ
リ
エ
・
フ
ォ
ン
・
ガ
ベ
イ
ン

の
手
に
よ
っ
て
探

そ
れ
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
も
含
め
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
あ
っ
た
国

々
に
関
し
て
は
ま
だ
充
分
な
研
究
も
な
く
、
資
料
も
な
い
ま
ま
に
過
ご
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
タ
リ
ム
盆
地
を
通
つ
て
東
方
の
中
国
に
い
た

る
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、

最
も
近
道
で
あ
る
干
闘

(
K
h
o
t
a
n
)
を
経
由
す
る
「
南
道
」
か
、

す
な
わ
ち
「
天
山
南
路
」
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

⑫

G
e
r
m
a
n
o
 d
a
 S
i
l
v
a
 
C
o
r
r
e
i
a
,
 A
.
 

C
.
 

⑳ 

刊
行
中

6

ま
た
は
亀
絃

(
K
u
c
h
a
)
を
と
お
る
「
北
道
」
、

い
ま
こ
れ
ら
の
地
方
に
お
け
る
考
古
学
的
遺
跡
、
出
土
品
を
調
べ
て
み
る
と
、

（
一
九
六
三
年
九
月
後
記
）

2
 v
o
l
s
 
L
i
s
b
o
a
 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
北

1
9
4
8
"
-
'
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不
思
議
に
も
南
の
方
に
、

事
実
に
ぶ
つ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
達
の
考
察
は
、

か
か
る
事
実
に
関
す
る
私
た
ち
の
知
識
は
、
中
国
側
の
史
料
に
よ
っ
て
補
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

る
地
域
か
ら
か
か
る
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
③
東
方
の
中
国
に
到
る
ま
で
の
諸
国
で
、
こ

の
要
素
は
如
何

な
る
方
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
、
⑱
か
か
る
文
化
に
実
際
接
し
て
い
た
の
は
ど
ん
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
か
、
④
何
時
、

ば
何
故
に
、
か
か
る
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
が
抽
出
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
、
飛
地
的
な
存
在
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
な
ど

紀
元
三
五
年
に
カ

ー
ブ
ル
の
渓
谷
に
定
着
し
て
い
た
（
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
）
後
継
者
諸
王
国
の
最
後
の
も
の
が
つ
い
に
滅
び
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、

て
お
り
ま
し
た
。

ス
系
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
す
な
わ
ち
シ
リ
ヤ
語
と
か
、

た
ら
さ
れ
た
ビ
ザ
ン
チ
ン
的
要
素
を
も
含
め
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
申
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
〕

北
西
部
イ
ン
ド
、

の
点
を
考
察
し
た
い
と
思

い
ま
す。

反
し
、
事
実
に
よ
っ
て
疫
え
さ
れ
る
の
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
り
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
（
ギ
リ
シ
ャ
的
）
要
素
が
強
く
、
北
の
方
が
か
え
つ
て
イ
ン
ド
的
な
色
彩
が
濃
い
と
い
う

そ
の
第
一
歩
で
早
く
も
、
地
理
的
遠
近
か
ら
推
測
さ
れ
る
常
識
的
予
想
が
事
実
に

そ
の
後
も
、
ギ
リ
シ
ャ
人
及
び
彼
等
と
い
つ
し
よ
に
西
方
か
ら
き
て
い
た
芸
術
家
た
ち
は
バ
ク
ト
リ
ア
に
居
残
っ

〔
以
後
私
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
ふ
れ
る
際
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ず
つ
と
後
の
時
代
に
な
っ
て
、
多
く
は
ネ
ス
ト
リ
ウ

ソ
グ
ド
語
を
は
な
し
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
存
し
ま
す
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教
文
化
は
、
四
世
紀
か
ら
、
以
後

エ
フ

タ
ル
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

る
四
五

0
年
ま
で
盛
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
バ

ー
ミ
ヤ
ー
ン
の
大
石
仏
は、

あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
で
は
比
較
的
初
期
に
お
い
て
は
ヘ
レ
ニ
ス
テ
イ

ッ
ク
な
要
素
が
支
配
的
で

あ
り
ま
し
た
が

“l 

そ
し
て
①
い
っ
た
い
如
何
な

そ
し
て
で
き
れ

メ
ル
ヴ
に
宗
教
上
の
中
心
を
持
つ
人
々
た
ち
に
よ
っ
て
も

イ
ン
ド
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
の
石
仏
に
範
を
と
つ
て
つ
く
り
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イ
グ
ル
王
国
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

お
い
て
、
約
七

0
種
ほ
ど
の
文
書
が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
た
。

(
S
e
r
i
n
d
i
a
 
][ 
p
.1
2
8
9
)
 

↓
 

フ
ァ
ー
ル
ハ
ッ
ド
・
ベ
ク
・
ヤ
イ
ラ
キ
、

カ
ラ
・
ナ
ン

の
ち
に
な
つ
て
イ
ン
ド
的
な
要
素
が
こ
れ
に
混
入
し
、
さ
ら
に
時
代
が
降
つ
て
か
ら
は
、
こ
こ
か
ら
も
つ
と
北
方
の
国
々
に
か
け
て
イ
ン

グ
。
フ
タ
朝
の
美
術
は
、
三
七
五
？
四
九

0
年
に
か
け
て
西
北
イ
ン
ド
に
栄
え
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
人
の
あ
る
も
の
が
干
闘
に
お
わ
れ
ま

そ
し
て
西
の
ヤ
ー
ル
カ
ン
ド
か
ら
東
の
楼
蘭
に
い
た
る
南
道
一
帯
に
住
ん
で
い
た
も
の
は
こ
れ
ら
イ
ン
ド
人
の
子
孫
で
は
な
か
つ

た
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
封
泥
は
三
世
紀
以
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
干
闘
で
は
、

イ
ン
ド
文
字
の
文
書
ば
か
り
で
な
く
、
サ
カ
族
の
も
の
も
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

イ
ラ
ン
語
で
あ
り
、
ド
モ
コ
の
近
く
の
マ
ザ
ー
ル
・
ト
グ
ラ
ク
、
ミ
ー
ラ
ー
ン
、

タ
グ
及
び
敦
煽
等
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
諸
地
、

そ
れ
に
マ
ル
ラ
・
バ
シ
の
南
の
マ
ザ
ー
ル
・
タ
グ
の
よ
う
な
北
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
地
に

こ
れ
ら
の
住
民
の
言
語
、
及
び
支
配
階
層
の
言
語
は
、

サ
カ
語
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
干
閾
及
び
マ

ラ
ル
・
バ
シ
で
は
時
代
に
よ
っ
て
は
、
中
国
ま
た
は
チ
ベ
ッ
ト
が
支
配
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

が
こ
の
よ
う
な
サ
カ
族
の
南
下
以
前
に
す
で
に
、

そ
の
主
流
か
ら
分
か
れ
て
し
ま
つ
て
い
た
も
の
か
、

ド
人
の
活
躍
の
復
活
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

そ
の
使
用
言
語
は
、
中
期

マ
ザ
ー
ル
・
タ
グ
で
は
、

チ
ベ
ッ
ト
文

書
や
七
五
八
年
以
後
の
中
国
硬
貨
が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
は
、
七
九
一

2
八
六

0
年
チ
ベ
ッ
ト
の
支
配
が
つ
づ
き
、
以
後
ウ

サ
カ
族
と
は
、
中
国
の
史
家
の
い
う
『
塞
』
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
紀
元
前

一
七
六
年
に
塞
は
月
氏
に
追
わ
れ
て
、
甘
粛

省
の
北
部
か
ら
イ
リ
渓
谷
に
、
さ
ら
に
は
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
か
ら
バ
ク
ト
リ
ア
ヘ
と
移
動
い
た
し
ま
し
た
。
北
の
マ
ラ
ル

・
バ
シ
の
サ
カ
族

ま
た
は
南
下
し
た
サ
カ
族
が
干
闘
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か
ら
北
に
再
び
も
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
か
に
関
し
て
は
、

月
氏
族
か
ら
は
有
名
な
仏
教
王
朝
で
あ
る
ク
シ
ャ

ー
ナ
朝
が
起
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。

強
く
示
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、

紀
に
さ
か
の
ぼ
る
寺
院
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

ミ
ー
ラ
ー
ン
の
考
古
学
上
の
遺
跡
は
、
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
の
も
の
と
時
代
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
よ
う
。
楼
蘭
は
ク
ロ
ラ
イ
ナ
と
い

地
で
橘
瑞
超
師
は
西
暦
三
二
四
年
に
時
代
づ
け
ら
れ
る
漢
文
文
書
一
点
を
発
見
さ
れ
た
。

見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
仏
塔
一
基
と
仏
寺
の
跡
も
い
く
つ
か
存
し
、

の
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
し
て
お
り
ま
す
。
数
の
上
で
漢
字
文
書
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
の
は
、

れ
た
イ
ン
ド
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
こ
の
楼
蘭
か

ら
、
南
道
一
帯
に
か
け
て
み
い
だ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

楼
蘭
で
は
皮
の
サ
ン
ダ
ル
ま

で
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
に
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ

た
も
の
で
す
が
、
北
道
の
高
昌
国
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

楼
蘭
か
ら
東
へ
と
眼
を
う
つ
し
て
み
ま
す
と
、
敦
煽
は
い
さ
さ
か
時
代
が
下
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

文
化
で
あ
り
そ
れ
が
常
に
異
種
の
外
国
要
素
と
平
行
し
、
混
存
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

う
イ
ン
ド
名
さ
え
も
も
つ
て
お
り
、
楼
蘭
と
は
、
こ
の

K
r
or
a
in
a

」

南
道
に
存
す
る
、
干
闘
、

ヽ

｀

イ
ラ
ン
学
者
の
間
で
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ニ
シ
カ
王
が
こ
の
王
朝
で
も
つ
と
も
強
力
な
支
配
者
で

ニ
ャ
〔
尼
雅
〕
、
ミ

ー
ラ
ー
ン
、
楼
蘭
は
す
べ
て
比
較
的
ふ
る
い
国
で
あ
り
、

イ
ン
ド
系
ま
た
は
イ
ラ
ン
系
の
人
た
ち
が
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。

そ
の
中
国
の
駐
屯
軍
に
は
大
月
氏
の
兵
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
語
の
音
写
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
漢
文
木
簡
、
初
期
ソ
グ
ド
語
文
書
も
発

そ
の
古
来
の
様
式
を
踏
製
し
た
装
飾
要
素
は
、
西
方
の
仏
教
文
化
と

.,, I 

• 

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
を

カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
字
で
書
か

そ
し
て
そ
の
初
期
か
ら
、
中
国

そ
の
千
仏
洞
に
は
、

一
ヤ
に
は
、
三
世
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説
き
、

ヽ

ら
せ
る
石
仏
に
顕
著
な
の
は
、

ク
な
要
素
を
多
分
に
も
つ
て
お
り
ま
す
。

つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

古
い
も
の
に
は
、

イ
ン
ド
的
、

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
、

ま
た
イ
ラ
ン
的
要
素
が
存
し
、

が
、
常
に
主
流
を
な
し
て
い
る
の
は
、
中
国
的
要
素
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
石
窟
は
、
四
世
紀
の
中
頃
に
は
じ
ま
り
宋
代
に
ま
で
製
作
は

同
じ
く
〔
今
日
の
〕
廿
粛
省
東
部
に
あ
る
麦
積
山
の
石
窟
は
西
暦
四

0
0年
以
前
に
構
築
が
は
じ
め
ら
れ
て
お
り
、

一
番
、
東
端
に
あ
る
の
が
山
西
省
の
雲
尚
石
窟
で
あ
り
ま
す
。
拓
跛
氏
の
北
魏
王
朝
時
代
の
作

で
、
そ
の
は
じ
め
の
五
窟
は
、
四
六

0
年
に
曇
曜
に
よ
り
開
く
つ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

。
フ
タ
様
式
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
三
五
メ
ー
ト
ル
の
石
仏
を
模
さ
ん
と
す
る
意
図
の
下
に
作
ら
れ
た
も
の
で
し
よ
う
。
こ
の
雲
尚
の
目
を
み
は

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。
北
魏
王
朝
が
遷
都
し
て
新
首
都
洛
陽
の
近
く
に
築
い
た
の
が

河
南
省
の
竜
門
石
窟
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
す
で
に
よ
り
中
国
化
さ
れ
た
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

雲
岡
の
石
仏
群
に
関
し
て
は
水
野

清
一
氏
、
長
広
敏
雄
氏
が
明
快
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
単
独
で
、

諸
天
に
囲
饒
さ
れ
た
釈
迦
仏
と
い
う
、
同
一
の
テ
ー
マ
が
ふ
ん
だ
ん
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

み
る
よ
う
な
、
仏
陀
の
本
生
諏
（
仏
伝
）
を
連
ら
ね
て
教
訓
す
る
よ
う
な
絵
と
き
も
の
が
た
り
的
な
も
の
と
異
な
り
、

る
―
つ
の
巨
大
な
讃
歌
で
あ
り
、
わ
き
あ
が
る
仏
の
御
名
を
称
え
る
称
名
の
合
唱
で
あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

そ
れ
を
聴
く
よ
ろ
こ
び
が
、
諸
仏
、
菩
薩
、
羅
漠
、
諸
衆
の
表
情
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

拓
跛
氏
の
つ
く
っ
た
北
魏
王
朝
と
は
、
異
民
族
の
胡
族
の
王
朝
で
あ
り
ま
す
。
彼
等
は
何
ら
か
の
ア
ル
タ
イ
語
系
の
言
語
を
話
し
、
仏

教
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ
日
も
浅
か
っ
た
の
で
し
た
。

• 

ふ

よ
り
後
代
の
も
の
に
は
チ
ベ
ッ
ト
的
要
素
が
存
し
ま
す

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ

そ
の
巨
大
な
る
仏
像
は
、

お
そ
ら
く
は
グ

ま
た
は
多
宝
仏
を
脇
に
配
し
、
無
数
の
諸
尊
・

ク
チ
ャ
の
窟
寺
の
例
に

い
わ
ば
仏
に
対
す

正
法

S
a
d
d
h
a
r
m
a

で
す
か
ら
と
り
わ
け
熱
つ
ぽ
く
仏
教
文
化
を
高
く
発
達
さ
せ
る
こ を
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語
で
か
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
西
夏
、
シ
リ
ア
、

と
に
心
を
く
だ
い
て
い
た
の
で
し
よ
う
。
北
魏
に
隣
り
す
る
涼
州
に
は
、
匈
奴
の
氾
渠
氏
の
つ
く
つ
た
王
朝
で
あ
る
北
涼
が
あ
っ
た
の
で

し
た
が
、
拓
跛
魏
は
こ
の
国
を
通
じ
て
中
央
ア
ジ
ア
の
文
化
を
多
く
と
り
い
れ
よ
う
と
い
た
し
ま
し
た
。

の
交
易
は
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
ま
で
お
よ
び
、
西
の
果
て
の
国
々
と
の
交
渉
が
生
れ
ま
し
た
。
四
三
九
年
に
は
拓
跛
魏
は
、
こ
の
小
さ
な

辺
境
国
家
を
滅
し
、
三
万
戸
を
新
ら
し
く
遷
都
し
た
洛
陽
に
強
制
移
住
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
四
三
五
年
以
後
に
は
、
西
に
向
け
て

北
魏
の
天
子
は
二
十
度
に
も
わ
た
つ
て
使
を
派
し
て
お
り
、
当
時
強
力
で
あ
っ
た
烏
孫
に

ま
で

こ
の
使
は
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う

に
し
て
北
魏
は
西
方
諸
国
と
の
直
接
の
交
渉
を
持
つ
に
い
た
っ
た
の
で
す
。
か
つ
て
の
楼
蘭
だ
っ
た
郁
善
の
征
服
や
亀
弦
国
征
伐
が
な
さ

れ
、
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ー
ン
や
ソ
グ
ド
、
罰
賓
な
ど
の
パ
ー
ミ
ル
以
西
の
諸
国
か
ら
ま
で
拓
跛
部
の
北
魏
朝
廷
に
朝
貢
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
し
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遠
く
セ
イ
ロ
ン
か
ら
ま
で
二
人
の
比
丘
が
仏
画
（
あ
る
い
は
仏
像
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
を
も
た
ら

し
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
的
で
あ
っ
て
、

鳥

↓―
 

し
か
し
、
こ
の
仏
教
に
対
す
る
熱
の
い
れ
か
た
も
度
を
す
ご
し
た
よ
う
で
、

仏
教
は
ま
っ
た
＜
禁
圧
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
僧
尼
が
還
俗
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
廃
仏
運
動
は
六
年
し
か
続
か
ず
、
四
六

0
年
に
は
前
に
も
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に
大
石
窟
寺
院
の
建
立
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
す
。

話
を
西
域
に
も
ど
し
ま
し
て
、
二
つ
の
北
道
の
う
ち
の
―
つ
に
あ
る
、

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ク
な
要
素
は
よ
り
少
な
い
の
で
す
。

論● 

會

.. 

• I 

ソ
グ
ド
を
通
じ
て
行
っ
た
彼
等

そ
の
反
動
と
し
て
四
四
六
年
に
は
、

か
つ
て
の
高
昌
国
す
な
わ
ち
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
目
を
む
け
て
み

ま
し
よ
う
。
こ
の
オ
ア
シ
ス
の
国
は
何
世
紀
も
の
あ
い
だ
中
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
た
め
、

し
か
し
、

そ
の
文
化
的
要
素
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
中

そ
う
で
あ
っ
て
も
九
世
紀
以
後
に
ト
ル
コ
人
が
支
配
し

た
こ
と
は
、
こ
こ
の
文
化
を
一
種
特
異
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
発
見
の
文
書
は
、
漢
文
、

噸l

ソ
グ
ド
語
、

エ
フ
タ
ル
の
も
の
も
い
く
つ
か
存
し
ま
す
。

五
口
、

ラ
貫

、、ノ

• 

ウ
イ
グ
ル

ク
チ
ャ
（
危
絃
）
で
発
見
さ
れ
た
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か

゜
文
書
も
、

か
ら
、

し

、し

． 

＊
 

・て

だ
い
た
い
に

お
い
て

ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
の
も
の

と
同
じ
言
語
の
も
の
で
す
が
、

年
か
ら
七
八
七
年
ま
で
こ
の
地
は
中
国
の
安
西
都
護
府
の
中
心
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
の
諸
仏
や
諸
天
、
諸
尊
者
の
像
は
、

ィ
ッ
ク
な
装
飾
要
素
に
加
え
て
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
イ
ン
ド
的
な
装
飾
の
要
素
を
保
つ
て
お
り
ま
す。

時
代
か
ら
考
え
て
み
て
こ
の
ク
チ
ャ

と
い

う
辺
地
の
美
術
は
、
こ
れ
を

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
様
式
よ
り
も
、
グ
。
フ
タ
様
式
の
つ
よ
く
な

っ
た
第
二
期
ガ
ン
ダ
ー
ラ
芸
術
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
よ
う
。

れ
る
こ
の
時
代
の
人
物
の
描
写
に
も
、

イ
ン
ド
的
手
法
へ
の
か
た
む
き
は
み
ら
れ
な
い

の
で
す
。
す
な
わ
ち
半
長
の
上
衣
を
つ
け
、
帯
に

は
そ
り
の
な
い
長
剣
と
幅
広
の
短
剣
と
い
っ
た
騎
士
像
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
研
究
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

は
キ
ザ
で
ご
て
ご
て
し
て
い
て
、

い
わ
ば
イ
ン
ド
好
み
に
対
す
る
反
感
の
表
現
を
読
み
と
る
こ

と
が
で
き
る
、

帆 ヘ
レ
ニ
ズ
ム
は
、
仏
教
の
東
漸
に
あ
た

た
だ
ト
ル
コ
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
暦
六
五
八

ヘ
レ
ニ
ス
テ

し
か
し
た
と
え
ば
、
供
養
者
像
に
み
ら

ど
こ
か
雲
岡
石
窟
の
拓
跛
の
貴
人
像
に
似
か
よ
っ
て
い

ま
す
。
江
上
波
夫
教

授
は
、
服
装
の
ち
が
い
は
時
代
の
差
か
ら
く
る
も
の
で
、
民
族
の
ち
が
い
は
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
の
示
唆
を
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
騎
馬
民
族
的
服
装
と
か
武
器
と
共
に
ク
チ
ャ
の

貴
人
像
の
顔
の
表
情
は
う
つ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
印
象
的
で
す
。
す
な
わ
ち
口
は
小
さ
く
眼
に
は
表
情
が
欠
け
、
鼻
は
せ
ま
い
。

そ
の
態
度

お
よ
そ
諸
天
や
聖
者
た
ち
の
絵
に
み
ら
れ
る
た
た
ず
ま
い
と
は
か
け
は
な
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

と
い
っ
た
ら
あ
ま
り
に
も
大
胆
に
す
ぎ
る
で

し
よ
う

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
な
結
論
を
ひ
き
だ
す
こ
と
は
妥
当
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

つ
て
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
有
力
な
要
素
で

あ
り
ま
す
が
、
後
の
あ
る
時
代
に
い
た
つ
て
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
の
グ
。
フ
タ
式
要
素
と
混
じ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
仏
典
を
訳
す
る
翻
訳
三
蔵
た
ち
は
二
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
及
び
そ
の
北
隣
の
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バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
巨
大
な
石
仏
は
雲
聞
の
曇
曜
の
開
さ
く
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
五
つ
の
石
仏
同
様
、

周
辺
の
諸
国
か
ら
東
漸
し
ま
し
た
。

跛
魏
の
勢
力
と
、

そ
し
て
こ
れ
に
伴
つ
て
芸
術
家
た
ち
も
北
上
、
東
漸
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
際
、
拓

そ
の
仏
教
に
対
す
る
熱
の
入
れ
か
た
が
、
彼
等
を
招
き
よ
せ
る
の
に
力
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

美
柄
の
面
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
的
要
素
は
、

は
じ
め
に
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
と
い
つ
し
よ
に
は
い
つ
て
き
ま
し
た
。

イ
ン
ド
的
な
も
の
は
イ
ン
ド
の
仏
教
経
典
を
絵
画
・
彫
刻
で
表
現
し
た
い
ろ
い
ろ
な
浄
土
変
相
図
の
形
で
再
度
も
た
ら
さ
れ
た
に
ち
が
い

つ
ぎ
に
、
仏
陀
や
聖
者
そ
の
他
の
人
物
の
像
に
つ
い
て
、

盆
t
m
a
n
)

た
の
で
す
。

い
さ
さ
か
の
べ
て
み
た
い
と
か
ん
が
え
ま
す
。

我
の
否
定
|
—
す
な
わ
ち
無
我
説
に
あ
ま
り
に
も
深
入
り
し
す
ぎ
て
い
た
よ
う
で
す
。

り
す
が
た
を
え
が
く
と
い
う
よ
う
な
意
図
を
も
つ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、

イ
ン
ド
の
仏
教
徒
は
人
格

そ
の
結
果
と
し
て
、
仏
陀
の
肖
像
な

ま
た

A
d
i
b
u
d
d
h
a
(
本
初
仏
）
を
な
に
か
の
形
に
あ
ら
わ
す

ホ
メ

ー

ロ
ス
の
時
代
に
は
最
高
存
在
と
し
て
（
神
）
の
観
念
は
ま
だ
い
だ
か
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
む
し
ろ
神
と
は

擬
人
視
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ソ
ク
ラ
テ
ス
や
。
フ
ラ
ト
ン
は
、
神
に
つ
い
て
、

接
す
る
イ
ラ
ン
人
の
も
つ
視
野
の
広
さ
か
ら
う
け
た
刺
戟
も
あ
り
ま
し
た
。

い
く
ら
か
純
粋
な
考
え
方
を
展
開
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
新
。
フ
ラ
ト
ン
学
派
の
哲
学
者
や
グ
ノ

ー
シ
ス
派
の
人
々
が
ギ
リ
シ
ャ
人
の
神
に
対
す
る
考
え
方
を
著
し
く
深
め
た
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
精
神
面
で
の
発
展
に
加
え
て
、
仏
教
に
改
宗
し
て
ま
も
な
い
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
が
熱
を
い
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
、
近

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
を
背
負

っ
た
グ
。
フ
タ
様
式
の
も
の
で
す
が
、
昔
日
の
美
し
さ
は
あ
ら
わ
し
え
な
い
よ
う
で
す
。
と
い
う
の
は
、
他
の
も
つ
と
小
さ
く
て
保
存
の
手

な
ど
と
は
考
え
て
も
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仏
教
徒
が
仏
像
製
作
の
活
動
を
は
じ
め

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

~ I 
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鼻

の
と
ど
い
て
い
る
彫
刻
よ
り
は
、
時
の
経
過
か
ら
う
け
る
損
傷
が
ひ
ど
い
か
ら
で
す
。
仏
陀
及
び
菩
薩
像
の
中
で
も
つ
と
も
感
銘
の
ふ
か

い
も
の
は
雲
脱
石
仏
、
及
び
麦
積
山
の
石
仏
の
も
つ
と
小
さ
な
も
の
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
な
に
か
歓
喜
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
や
さ
し
さ
、

苦
や
貪
欲
を
超
え
た
美
し
さ
、
思
考
に
沈
潜
し
、
か
と
い
つ
て
決
し
て
無
意
識
無
感
覚
に
流
れ
た
の
で
は
な
い
態
度
の
中
に
は
最
高
創
作

品
と
し
て
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

そ
し
て
こ
れ
は
中
国
に
も
と
か
ら
う
け
つ
が
れ
て
い
た
も
の
で
も
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
人
世
界
に
あ
っ
た

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
イ
ン
ド
と
そ
し
て
中
国
北
部
の
外
国
人
芸
術
家
の
間
の
―
つ
の
共
通
の
精
神
的
つ
な

な
要
素
の
多
い
外
観
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

鼻
か
ら
額
は
一
っ
の
線
を
な
し
て
お
り
、

口
は
、

一
見
し
た
か
ぎ
り
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ア
ボ
ロ
や
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
の
像
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
髪
の
毛
は
束
に
な
つ
て
お
り
、

い
さ
さ
か
曲
線
的
で
あ
る
。
長
衣
に
は
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ひ
だ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
深
い
落
ち
着
き
と
と
も
に
、
次
第
に
顔
が
よ
り
東
洋
化
し
て
き
て
い
る
。
眉
が
高
く
は
り
、

眼
は
杏
仁
型
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
よ
り
古
い
時
代
の
作
品
に
は
、
か
か
る
例
は
み
い
だ
せ
な
い
し
、

り
、
た
だ
あ
る
し
ぐ
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
だ
け
の
役
者
の
よ
う
な
も
の
で
、
個
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。

が
り
の
中
に
は
じ
め
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

も
の
で
も
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は

つ
ま

口
は
平
ら
に
糸
を
ひ
き
、

ま
た
こ
う
し
た
表
現
を
目
指
す

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
古
い
中
国
の
作
品
に
描
か
れ
る
人
物
は
、
個
性
を
も
つ
て
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
の
が
常
で
あ
り
ま
す
。

漢
の
墳
墓
の
画
像
石
な
ど
に
は
、
よ
く
亡
く
な
っ
た
高
貴
な
人
と
彼
に
供
え
る
飲
食
や
音
楽
、
舞
踊
、
狩
、

角
力
な
ど
が
よ
く
描
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
こ
う
し
て
供
え
て
こ
の
人
の
死
後
も
常
に
な
ぐ
さ
め
楽
し
ま
せ
ん
と
す
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
は
そ
の

人
の
葬
儀
の
際
に
は
か
く
も
盛
大
な
供
養
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
誇
示
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

- 50 -



ら
れ
ま
す
。
し
か
し
イ
ン
ド
人
の
顔
立
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
イ
ン
ド
人
の
顔
だ
ち
は
拓
跛
の
人
々
の
考
え
る
「
美
し
い
顔
」
と
は

ら
あ
ら
わ
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
雲
刷、

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
は
麦
積
山
の
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
彫
刻
に
お
い
て
は
、
歓
喜
が
ま
っ
た
く
印
象
的
な
表
現
の
し
か
た
で

で
す
か
ら
、
早
い
時
代
の
仏
教
美
術
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
を
と
り
あ
げ
る
際
に
は
、
た
だ
単

に
仏
の
髪
型
す
な
わ
ち
U
$
1
)
.
窃

a
の
変
遷
等
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
上
に
の
べ
た
よ
う
な
宗
教
的
活
動
に
お
け
る
精
神
的

カ
の
結
晶
と
い
っ
た
も
の
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
後
の
時
代
に
な
っ
て
仏
師
た
ち
の
う
ち
に
は
、

を
き
び
し
い
、
厳
粛
な
も
の
と
し
て
描
く
こ
と
を
好
む
よ
う
な
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、

雲
岡
・
麦
積
山
の
石
仏
を
つ
く
っ
た
人
た
ち
は
な

に
か
非
常
に
や
さ
し
い
ほ
ほ
え
み
を
通
じ
て
、
生
々
と
し
た
慈
悲
の
行
い
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
、

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
顔
、
衣
裳
ど
れ
も
が
み
ん
な
お
な
じ
程
度
に
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
同
じ
―
つ
の

彫
刻
の
中
に
も
意
味
深
い
ち
が
い
の
存
す
る
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
文
殊
・
維
摩
問
答
図
で
す
。
文
殊
菩
薩

は
ギ
リ
シ
ャ
的
な
顔
立
ち
を
し
て
い
ま
す
。

で
も
維
摩
詰
居
士
の
顔
立
ち
は
全
く
ち
が
い
ま
す
。

ま
た
宗
教
的
情
熱
の
ほ
と
ぼ
し
り
を
す

し
か
も
、
仏
や
菩
薩
と
、
居
士
と
の
ち

が
い
を
き
わ
だ
た
せ
ん
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
維
摩
は
北
魏
拓
跛
の
人
々
の
か
ぶ
っ
た
三
角
帽
子
を
か
ぶ
り
、

生
や
し
て
え
が
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
ご
ひ
げ
は
拓
跛
の
人
々
の
間
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
ひ
げ
は
、
彼
等
の
間
で
は
重
ん
じ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
拓
跛
の
人
々
に
と
つ
て
、

雲
尚
を
つ
く
っ
た
拓
跛
の
仏
師
た
ち
に
と
つ
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
的
容
ぼ
う
と
い

う
こ
と
が
、
美
と
か
威
厳
と
か
、
超
人
性
を
意
味
し
て
い

た
の
で
す
。
仏
陀
の
大
弟
子
の
図

(
Y
K
.
X
I
I
,
 12

7
f
f
)

に
は
半
ば
ギ
リ
シ
ャ
人
的
で
あ
り
、

• I 

と
き
と
し
て
は
、
仏
の
顔

と
ん
が
っ
た
あ
ご
ひ
げ
を

ま
た

ま
た
す
で
に
半
ば
中
国
人
的
な
容
貌
が
み

｀
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す。 シ
ャ
人
的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

描
き
わ
け
る
際
に
こ
れ
と
は
別
の
原
則
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

(
S
e
r
.E
d
.
I
V
.
 T
.
 XV
)
 

づ
け
を
し
め
す
線
を
も
つ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

の
ち
が
い
を
き
わ
だ
た
せ
る
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

な
顔
だ
ち
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
K
u
ltstatten
s
.
 

4
5
)
 

タ
リ
ム
盆
地
の
彫
刻
は
、

な
か
っ
た
で
し
よ
う
。

亀`

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
き
ま
り
を
残
し
て
い
ま
す
。

釈
尊
降
誕
の
図

(
Y
K
.
III
,
 xx)

は
釈
迦
牟
尼
の
母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
と
そ
れ
に
か
し
ず
く
官
女
た
ち
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ギ
リ

し
か
し
木
立
は
イ
ン
ド
風
に
か
か
れ
て
い
ま
す
。
ク
チ
ャ
の
絵
画
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
婦
人
の
丸
い

胸
の
線
は
イ
ン
ド
的
な
好
み
に
合
う
も
の
な
の
で
す
が
、

こ
こ
で
は
全
く
の
ぞ
か
れ
て
し
ま
つ
て
い
ま
す
。
ミ
ー
ラ
ン
の
人
々
は
人
物
を

天
使
た
ち
の
姿
は
、
中
国
風
の
立
体
的
な
肉

し
か
し
そ
の
顔
だ
ち
は
ま
だ
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
、
天
使
と
土
地
の
人
間
と

ク
チ
ャ
の
場
合
に
は
金
剛
夜
叉

(
V
a
j
r
a
p
a●
i
)

ま
で
が
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク

し
ば
し
ば
長
い
間
、
保
存
さ
れ
て
い
た
塑
像
用
の
型
に
流
し
こ
ん
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
、
絵
画
の
場
合

よ
り
も
そ
の
形
は
保
守
的
で
古
い
形
を
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
た
め
北
道
一
帯
に
わ
た
つ
て
、

ま
た
南
道
の
場
合
に
は
も
ち
ろ
ん

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
鼻
、
大
き
な
眼
な
ど
の
彫
刻
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

て
は
異
国
的
な
顔
立
ち
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
す
る
こ
と
が
中
国
人
の
彫
刻
家
の
希
望
で
は

し
か
し
文
殊
・
維
摩
問
答
図
の
例
が
し
め
し
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
早
い
時
代
に
あ
っ
て
は
ギ
リ
シ
ャ
的
な

容
貌
が
、
聖
者
の
理
想
な
タ
イ
。
フ
と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
仏
陀
の
方
が
長
い
間
、

雲
閾
の
場
合
で
も
、
最
高
の
聖
者
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

（
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
、

マ
ラ
ル
バ
シ
、

ト
ム
シ
ュ
ッ
ク
等
）

の
こ
と
で
す
が

カ
ー
ル
し
た
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
頭
や
、

ど
う
し
て
も
む
す
び
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
あ
ら
わ
し
か
た
で
、
中
国
人
の
仏
師
た
ち
に
と
つ
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）
の
よ
う
な
像
と
は
全
く
対
照
的
に
、

禅
定
中
の
僧
の
す
が
た
は
、

ま
っ
た
く
中
国
人
的
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

菩
薩
像
の
方
が
よ
り
早
く
、

が
あ
り
ま
す
。

頭
か
ら
衣
を
か
ぶ

そ
の
土
地
の
好
み
に
合
わ
せ
て
変
え
ら
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
像
に
は
、
や
さ
し
さ
、
気
立
の
よ
さ

そ
し
て
個
性
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
中
国
の
作
品
に
は
こ
の
よ
う
な
性
格
は
め
っ
た
に
あ
ら
わ
さ
れ
ま
せ
ん
。

麦
積
山
石
仏
の
脇
侍
仏
、
菩
薩
が
、
後
の
時
代
に
な
っ
て
中
国
の
美
術
に
み
ら
れ
る
、
た
と
え
ば
、
十
王
経
図
絵
に
み
ら
れ
る
王
に
か
し

ず
く
男
女
二
人
の
小
姓
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

後
の
時
代
に
な
っ
て
、

ま
た
は
、
法
隆
寺
の
有
名
な
聖
徳
太
子
尊
像
に
お
け
る
太
子
に
よ
り
そ
っ
た
ニ

人
の
童
子
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
だ
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
よ
う
か
。

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
へ
の
傾
倒
が
衰
え
を
み
せ
ま
す
と
、
高
昌
や
亀
絃
の
菩
薩
は
諸
天
部
の
像
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
個
性
を
ぬ
き
に
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
、

雲
岡
・
麦
積
山
に
た
ち
も
ど
つ
て
、
バ
ラ
モ
ン
像
と
い
わ
れ
て
い
る
苦
行
者
像
を
ふ
り
か
え
つ
て
み
ま
し
よ
う
。
こ
こ
の

バ
ラ
モ
ン
像
は
ま
っ
た
＜
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
も
の
に
似
て
お
り
ま
す
。
な
に
―
つ
あ
た
ら
し
い
特
徴
は
く
わ
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
多
分
お

そ
ら
く
は
、
中
国
人
に
し
て
も
、
北
魏
朝
を
つ
く
つ
た
拓
跛
部
の
人
た
ち
に
し
て
も
、
彼
等
は
こ
う
い
っ
た
人
物
を
実
際
に
み
る
機
会
が

な
か
っ
た
か
ら
で
し
よ
う
。
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
の

N
i
r
g
r
a
n
t
h
a
C

裸
形
派
）
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
裸
で
、

髪
は
頂
上
に
束
ね
て
お
り

葦
で
編
ん
だ
椅
子
に
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
顔
の
表
情
は
大
変
は
つ
き
り
と
性
格
を
よ
く
表
わ
し
て
い
ま
す
。
偏
狭
で
不
寛
容
、
自
分
本

位
で
他
人
に
対
す
る
と
同
様
自
分
に
対
し
て
も
き
び
し
い
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
後
の
時
代
に
な
つ
て
高
昌
国
の
ウ
イ
グ
ル
は
こ
う
い
つ

た
バ
ラ
モ
ン
の
表
情
を
変
え
て
し
ま
い
、

ほ
と
ん
ど
ひ
や
か
し
半
分
と
い
っ
た
ほ
ど
に
戯
画
化
し
て
し
ま
つ
て
い
ま
す
。

り
、
虚
心
な
面
持
ち
は
ま
っ
た
く
中
国
人
の
も
の
で
す
。
高
浮
彫
り
か
、

ま
た
は
線
で
か
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う

・1

ヽ
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は
中
国
式
の
画
法
に
あ
る
よ
う
に
た
だ
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
ま
す
。

た
あ
ら
わ
し
か
た
の
も
の
。
③
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
も
の
、
③
中
国
人
が
「
曹
衣
出
水
」
の
画
風
と
よ
ぶ
よ
う
な
、

の
一
型
式
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ひ
だ
の
あ
ら
わ
し
か
た
に
は
、
①

の
目
に
は
彼
等
（
悪
魔
）
は
醜
悪
で
あ
る
べ
き
も
の
に
映
つ
て
い
た
か
ら
で
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
悪
魔
は
、
短
か
い
腰
布
を
つ
け
て
い
る

だ
け
で
す
。

し
か
し
釈
尊
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る
四
人
の
魔
女
に
は
、
拓
跛
の
高
貴
な
婦
人
の
り
つ
ば
な
服
装
を
さ
せ
、
魔
王
に
は
魏
の

貴
人
の
服
装
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

東
方
、
北
方
、
南
方
の
諸
国
全
体
に
お
い
て
比
丘
は
、
年
取
っ
て
描
か
れ
る
こ
と
も
、
若
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

の
原
型
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
あ
る
と
さ
え
い
え
る
で
し
よ
う
。

(
A
.
v
.
 

L
e
 C
o
q
,
 

I
,
 

7
)
 

き
わ
め
て
典
型
的
な
特
徴
を
し
め
す
も
の
に
衣
の
ひ
だ
の
あ
ら
わ
し
方
が
あ
り
ま
す
。
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
巨
大
な
石
仏
の
ひ
だ
の
つ
け
方

が
、
中
央
ア
ジ
ア
・
中
国
一
帯
に
か
け
て
の
仏
師
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

水
の
中
か
ら
で
て
き
た
人
の
よ
う
に
体
が
透
け
て
み
え
る
よ
う
な
描
き
方
で
す
。
絵
画
で
は
、

し
か
し
、
こ
れ
は
、

い
く
つ
か
あ
る
う
ち

古
典
的
な
神
聖
感
の
あ
る
、

き
ち
ん
と

し

ひ
だ
は
か
げ
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
か
、

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
し
よ
う
。
ベ
ゼ
ク
リ
ク
の
ウ
イ
グ
ル
時
代
の
誓
願
図
で
は
、
仏
の
衣
の
ひ
だ
は
、

そ
ま
た

も
し
、
画
家
た
ち
が
こ
う
い
う
ひ
だ
の
描
き
方
を
い
く
つ
か
知
つ
て
い
る
と
し
た
ら
な
に
か
意
図
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
を
す

み
ん
な
陰
影
を
も
っ

一
方
降
魔
図
の
中
で
釈
尊
の
成
道
を
さ
ま
た
げ
る
魔
王

(
m
a
r
a
)

の
軍
勢
は
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
画
家

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
よ
う
。
土
地
土
着
の
彫
刻
家
は
こ
の
よ
う
な
人
物
に
実
際
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

し
て
は
彼
等
な
り
の
独
自
の
手
慣
れ
た
画
法
で
尊
敬
の
意
を
こ
め
て
あ
ら
わ
し
た
の
だ
と
。

そ
こ
で
、
彼
等
と
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こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
道
で
は
、
楼
蘭
の
よ
う
な
大
変
古
い
地
に
は
、

す。 〔
建
造
物
〕

た
か
を
し
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
チ
ャ
や
早
い
時
代
の
高
昌
に
は
イ
ラ
ン
的
な
特
徴
で
あ
る
半
球
天
井
、
切
子
燈
籠
形
天
井
、
銃
眼
形
凹
凸
の
つ
い
た
障
壁
が
あ
り
ま

仏
像
を
お
く
壁
が
ん
に
関
し
て
い
え
ば
、

が
、
雲
間
で
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
由
来
す
る
型
が
一
般
的
で
あ
り
ま
す
。

り
ま
す
。

た
衣
裳
を
つ
け
て
お
り
、
同
じ
絵
の
中
で
も
他
の
も
の
た
ち
は
土
地
の
着
物
を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
の
構
図
は
イ
ン
ド
的
で
あ

キ
ジ
ル

て
か
か
れ
、
線
画
で
か
か
れ
て
い
る
ひ
だ
は
二
つ
だ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

て
か
か
れ
ま
す
が
、
大
部
分
は
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

敦
煙
の
捨
身
飼
虎
図
で
は
、

と
り
ま
く
羅
漢
た
ち
の
衣
の
ひ
だ
は
、
時
た
ま
は
陰
影
を
も
っ

で
す
か
ら
こ
れ
を
か
い
た
画
家
た
ち
に
と
つ
て
は
、
陰
影
を
も
つ
て
描
く

な
げ
き
か
な
し
む
王
妃
は
、
陰
影
を
つ
け
て
描
い
た
長
め
の
衣
を
つ
け
て
お
り
、
か
し
づ
く
官
女
た
ち

は
、
上
体
を
、
薄
い
ひ
だ
な
し
の
も
の
で
ま
と
つ
て
ほ
と
ん
ど
裸
に
み
え
ま
す
。

(K
u
ltst
a
tten 
s
.
 

1
2
5
)

千
仏
洞
で
は
高
い
位
の
人
は
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
、
典
型
的
な
ひ
だ
づ
け
と
た
れ
ひ
だ
の
つ
い

浮
彫
り
や
絵
画
か
ら
、
ど
ん
な
建
物
が
中
央
ア
ジ
ア
や
中
国
で
好
ま
れ
、
仏
寺
仏
堂
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い

イ
ン
ド
式
の

s
t
u
p
a
は
な
か
な
か
の
早
さ
で
、
中
国
風
の
仏
塔
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

ア
カ
ン
サ
ス
葉
飾
や
う
ず
巻
装
飾
の
つ
い
た
イ
ン
ド
・
コ
リ
ン
ト
様
式
の
柱
を
み
る

イ
ン
ド
式
の
丸
い
ア
ー
チ
型
が
、

こ
と
が
荘
重
で
重
み
が
で
る
と
考
え
て
い
た
の
で
し
よ
う
。

鴫

』
・

ク
チ
ャ
で
も
南
道
と
同
じ
く
好
ん
で
使
わ
れ
て
い
ま
す

そ
し
て
、
こ
の
建
築
様
式
上
の
要
素
は
円
型
ア
ー
チ
型
の
よ
う
に

• I 
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）
の
よ
う
な
こ
と
が
思
い
つ
か
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

き
な
か
っ
た
か
ら
で
し
よ
う
。

中
央
に
は
鳳
凰
、

一
番
高
い
梁
に
は
鴎
尾
が
つ
い
て
い
ま
す
。

高
く
上
に
つ
き
で
る
こ
と
な
く
、
後
の
壁
面
に
お
し
つ
け
ら
れ
て
し
ま
つ
て
い
ま
す
。

(
L
eCoq•I

, 

T
.
 
1
0
)
 

中
国
に
は
、
中
国
式
の
建
築
が
す
で
に
こ
の
国
に
適
し
た
形
で
発
達
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

云
う
か
ぎ
り
、
非
常
に
多
く
外
国
の
様
式
を
と
り
入
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
雲
桐
、
敦
煽
、
高
昌
に
関
し
て

多
く
の
浮
き
ぼ
り
の
中
に
、
非
常
に
こ
ま
か
く
細
部
に
わ
た
つ
て
か
か
れ
た
装
飾
的
な
中
国
の
屋
根
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
仏
を
お
く
台
座
は
ヘ
レ
ニ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
中
国
に
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
式
を
こ
え
る
よ
う
な
も
の
が
で

光
背
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
時
代
の
星
の
神
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

を
み
せ
て
い
ま
す
が
、

し
か
し
、
こ
の
光
背
が
雲
岡
で
、
非
常
な
発
達

そ
れ
は
も
は
や
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
仏
陀
を
と
り
ま
く

’_Parivara
C

脊

属
集
会
）
が
く
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
仏
陀
の
慈
悲
の
光
の
中
に
多
く
の
人
を
浴
さ
せ
た
い

と
い
う
宗
教
上
の
配
慮
か
ら
、

ト
ウ
ル
フ
ァ

ン
の
壁
画
の
―
つ
に
は
、
悉
多
太
子
の
騎
乗
出
門
の
図
が
あ
り
ま
す
が
、
太
子
に
は
単
な
る
後
光
だ
け
で
は
な
く
、

後
に
も
う
一
っ
完
全
に
光
の
輪
が
描
か
れ
て
お
り
、
騎
上
の
人
物
に
強
い
霊
的
な
力
の

あ
る
こ

と
を
強
く
感
じ
さ
せ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

後
光
は
、

バ
ク
ト

リ
ア
か
ら
発
見
さ
れ
た
四
頭
立
二
輪
戦
車
に
の
る
ア
ポ

ロ
の
つ
い

て
い
る
貨
幣
に
み
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ィ
ッ
ク
な
要
素
が
後
の
時
代
に
な
つ
て
復
興
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

〔
装
飾
要
素
〕

ギ
リ
シ
ャ
世
界
か
ら
う
け
つ
が
れ
た
装
飾
的
題
材
と
な
る
も
の
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
の

ヘ
レ

ニ
ス
テ

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て

ーおー



る
服
装
で
す
。

か
ら
借
り
て
き
た
も
の
と
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

み
ま
し
よ
う
。

獅
子
（
ラ
イ
オ
ン
）
は
ギ
リ
シ
ャ
で
は
王
侯
の
シ
ム
ボ
ル
と
し
て
お
り
、

そ
れ
は
イ
ン
ド
に
も
し
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
央

ア
ジ
ア
で
も
う
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
高
昌
の
ウ
イ
グ
ー
ル
王
が

”
獅
子
王
II

と
よ
ば
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
こ

d
i
d
i
m
 C
す
な
わ
ち
、
金
で
で
き
た
月
桂
冠
）
に
つ
い
て
も
い
え
ま
す
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
や
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
早

い
時
期
の
バ
ク
ト
リ
ア
に
お
い
て
と
同
様
に
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
支
配
者
の
シ
ム
ボ
ル
と
し
て
つ
か
わ
れ
た
の
で
す
。

笠
と
蛇
と
の
永
遠
の
闘
争
と
い
う
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な

ア
イ
デ
ア
は
(
K
ults
ta
tte
n
s
.
 21, 3

5
,
 5

4
)

多
く
の
民
族
に
共
通
の
基
本

モ
チ
ィ

ー
フ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

を
あ
ら
わ

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

な
ぜ
と
い
つ
て
こ
の
二
つ
の
動
物
は
天
と
地
、
天
上
界
と
下
界
と
い
う
二
つ
の
対
立
的
な
も
の

で
す
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
で
こ
の
二
種
の
動
物
が
で
て
く
る
か
ら
と
い
つ
て
、
す
ぐ
こ
れ
を
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
は
、
柩
を
お
お
う
布
（
柩
衣
）
に
、
二
匹
の
か
ら
み
あ
っ
た
蛇
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
蛇
は
、
上
半
身
が

伏
義

・
女
蝸
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
神
が
、

そ
れ
ぞ
れ
上
に
の
ば
し
て
い
る
一
方
の
手
に
は
、
規
と
矩
を
も
ち
、
も
う
一
方
の
手
は
互
い

に
―
つ
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
神
の
衣
裳
は
腰
の
と
こ
ろ
で
せ
ま
く
く
び
れ
て
い
ま
す
。
袖
も
肩
の
つ
け
根
で
は
せ
ま
く
、
二
の

腕
の
と
こ
ろ
で
は
ず
つ
と
ひ
ろ
が
つ
て
い
ま
す
。
上
衣
も
裾
口
で
は
ひ
ろ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
西
魏
時
代
の
浮
彫
に
見
え

で
す
か
ら
、
こ
の
シ
ム
ボ
リ
カ
ル
な
絵
と
そ
の
発
想
は
、
中
国
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
六
世
紀
の
は
じ
め
に
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
し

よ
う
。
こ
れ
と
お
な
じ
題
が
す
で
に
漢
の
墓
室
中
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、

と
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の

• I 

ま
た
「
淮
南
子
」
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
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う
な
水
差
し
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

め
ら
れ

て
い

ま
す
(
M
e
m
o
i
r
s
R
D
T
B
.
 No
.
 

2
2
,
 

正
倉
院
に
あ
る
、

1
8
0
 

て
そ
の
発
生
の
地
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

中
国
起
源
で
あ
る
こ
と
は
う
た
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
た
も
の
で
す
。

． 

し
か
し
江
上
教
授
か
ら
御
教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
が
、
上
半
身
の
人
間
で
な
い

か
ら
み
あ
っ
た
二
匹
の
蛇
は
、
南
満
洲
の
通
溝
の
高
句
脚
時
代
の
墓
室
の
壁
画
に
も
み
い
だ
さ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
お
な
じ
二
匹
の
一
対

の
蛇
は
楼
蘭
で

(I
n
n
e
r
m
o
s
t
.
,
X
X
X
)
で
、
壁
掛
の
中
に
お
り
こ

ま
れ
て
い
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、

‘そ
れ
に
は
い

つ
し
よ
に
絶
対
に
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
人
間
と
思
わ
れ
る
人
物
が
え
が
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
西
方
か
ら
の
刺
戟
の
も
と
に
つ
く
ら

で
す
か
ら
、
こ
の
二
匹
の
蛇
と
い
う
要
素
は
、
西
方
に
も
ま
た
東
方
の
中
国
に
も
あ
っ
た
の
で

し
て、

天
界
の
よ
ろ
こ
び
と
い
う
も
の
は
、
仏
教
の
壁
画
や
浮
彫
に
お
い
て
は
仏
陀
に
散
華
を
な
し
楽
器
を
奏
で
空
中
に
舞
を
ま
つ
て
い
る
飛

天
の
す
が
た
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
物
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
装
飾
的
要
素
と
み
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
飛

行
、
空
を
飛
ぶ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
早
い
時
代
か
ら
す
で
に
中
国
で
は
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

作
ら
れ
え
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

p
.
 55,--..,7s 

1
9
3
9
)

。

は
つ
き
り
し
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
と
い
つ

し
か
し
、
あ
ま
り
う
つ
く
し
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
雲
尚
に
非
常
に
典
雅
で
美
く
し
い
飛
天
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
（
巳
1
4
8
,

:n:
,
 

1
4
8
,

1
7
3
,

1
9
4
,
2
0
1
,
 
o:ix:
,
 

1
7
 

m
.
 
o
., 

麦
積
山
T
2
7
;

ぶ
か
つ
こ
う
な
も
の
、
日
,
1
9
5
,
 

1
9
7
,
 

IX
.
 
r
.
0
)

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
で

あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
く
つ
か
の
胡
瓶
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
原
田
淑
人
氏
に
よ
っ
て
つ
き
と

干
閻

(
L
e
C
o
q
,
 

I
,
 

4
5
)

で
も
、
敦
煽
で
も

(
T
.
1
9
)

同
じ
よ

お
そ
ら
く
は
、
西
方
の
国
か
ら
こ
れ
ら
の
水
差
は
贈
物
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

し
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
作
品
が
中
央
ア
ジ
ア
で
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ら
ず
、 最

後
に
も
う
一
っ
‘

A
l
l
o
u
c
h
e
,
L
e
 P
a
g
e
が
指
摘
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
バ
ク
ト
リ
ア
で
は
、

長
い
椰
子
の
小
枝
は
、
勝
利
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。
中

央
ア
ジ
ア
で
は
茨
の
長
い
花
や
蓮
の
葉
が
手
に
も
た
れ
て
い
た
り
、

は
、
こ
の
よ
り
起
源
の
古
い
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
シ
ム
ボ
ル
と
同
様
の
意
味
で
し
よ
う
。

た
立
派
な
行
い
を
な
し
て
生
涯
を
お
え
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
叩
密
岡

(
I
X
,

3
5
.
 

m)
に
あ
る
、
笛
を
吹
く
牧

羊
神
は
全
く
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
半
人
半
獣
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
全
然
中
国
の
仏
師
た
ち
に
し
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
こ
の
他
に
も
同
じ
よ
う
な
琵
琶
を
か
な
で
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

人
像
柱
も
中
央
ア
ジ
ア
・
中
国
に
対
応
す
る
例
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
も
の
と
は
、
外
見
が
ち
が
つ
て
き
て
い
ま

す
が
、

そ
の
発
想
、

ア
イ
デ
ア
と
い
う
も
の
は
同
じ
で
す
。
す
な
わ
ち
地
下
の
国
の
生
き
も
の
で
、

あ
る
場
合
に
は
苦
し
み
う
め
き
な
が
ら
、
尊
い
お
か
た
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

す
。
場
合
に
よ
っ
て
そ
れ
が
柱
だ
っ
た
り
、
蓮
台
（
蓮
華
座
）
だ
っ
た
り
、
え
ら
い
人
の
御
足
を
か
か
え
て
い
た
り
、

人
の
馬
の
足
を
さ
さ
え
て
い
た
り
し
ま
す
。
こ
の
馬
を
支
え
る
と

い
う
発
想
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
洞
窟
壁
画
に
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
首
の
み
じ
か
い
大
き
な
つ
ぶ
ら
な
眼
を
し
た
小
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
中
央
ア
ジ
ア
の
平
行
関
係
を
し
め
す
例
を
あ
げ
ま
し
よ
う
。
誓
願
図
の
あ
る
も
の
に
は
二
人
の
大

変
似
か
よ
っ
た
、
古
代
風
の
、
む
し
ろ
パ
ル
テ
ィ
ア
（
安
息
）
風
の
鎧
や
、
豪
華
な
服
装
を
し
た
人
物
が
あ
り
ま
す
。

意
し
て
み
れ
ば
二
人
の
う
ち
一
人
の
方
が
色
が
白
く
、
他
方
が
黒
い
こ
と
に
気
が
つ
く
で
し
よ
う
。
色
の
白
い
方
は
ズ
ボ
ン
は
つ
け
て
お

フ
ロ
ッ
ク
を
き
て
い
ま
す
。
あ
き
ら
か
に
こ
ち
ら
が
女
な
の
で
す
。
こ
こ
に
は
お
な

じ
よ
う
な
絵
に
バ
ラ
モ
ン
や
、
商

T

人
が
か
か

▲
 

o. 

→ 

ま
た
は
あ
る
人
物
の
胸
も
と
に
近
く
描
か
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
の

(
T
.
 
3
8
)
 

そ
し
て
お
そ
ら
く
は
宗
教
上
の
勝
利
を
、

竃

ま

あ
る
場
合
に
は
自
分
か
ら
進
ん
で
、

あ
る
場
合
に
は
も
の
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

ま
た
は
そ
う
い
っ
た

ち
ょ
っ
と
よ
く
注
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に
な
り
ま
す
。

＾
 
＾
 

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
察
す
る
に
こ
の
男
の
方
は
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
す
る
と
こ
の
女
の
人
は
彼
の
妻
と
い
う
こ
と

で
も
こ
の
女
の
人
が
夫
と
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
服
装
を
し
て
お
り
、

ま
っ
た
く
お
な
じ
よ
う
な
態
度
を
し
て
い
る
の
は
何
か

意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ク
ト

リ
ア
か
ら
ゼ
ウ
ス
の
か
た
わ
ら
に
い
る
女
神
ア
テ
ナ
が
描
か
れ
て
い
る
~
幣
が

出
土
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
人
が
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
の
で
す
。

ウ
イ
グ
ル
時
代
の
、
す
な
わ
ち
か
な
り
後
の
時
代
の
も
の
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
高
昌
の
壁
面
に
バ
ク
ト
リ
ア
出
土
の
貨
幣
と
の
対
応

が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ソ
グ
ド
人
を
通
じ
て
よ
い
古
い
時
代
の
伝
説
が
伝
え
ら
れ
、

こ
と
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

ウ
イ
グ
ル
の

n
o
m
と
い
う
こ
と
ば
が
、

こ
と
ば
で
、
も
と
は
と
い
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
話
の

n
o
m
o
s
で
あ
り
、
こ
れ
が
中
央
ア
ジ
ア
に
は
い
つ
て
ウ
イ
グ
ル
で
は
、
仏
教
の
根
本
思

想
の
一
っ
を
あ
ら
わ
す
名
称
と
な
っ
た
例
と
同
じ
様
な
意
味
を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
い
ご
に
ま
と
め
て
み
ま
す
な
ら
ば
、
こ
の
講
演
で
述
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
。
西
域
の
西
の
端
の

文
化
の
諸
要
素
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
及
び
中
国
に
達
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
途
中
で
変
容
し
、
拡
張
せ
ら
れ

あ
る
も
の
は
受
け
容
れ
ら
れ
、
あ
る
も
の
は
捨
て
ら
れ
、

あ
る
も
の
は
役
に
立
っ
た
。
あ
る
も
の
は
、
東
方
の
世
界
自
体
に
全
く
同
じ
も

の
を
見
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
〔
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
発
生
地
を
決
め
難
い
。
〕
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
断
片
に
す
ぎ
ず
、

れ
し
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

で
も
こ
う
し
て
手
に
は
い
る
作
品
を
つ
か
つ
て
、

葉
を
も
つ
て
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
く
る
も
の
を
聞
き
と
ろ
う
と
し
て
み
た
の
で
す
。

“
 

（
訳
川
崎
信
定
）

そ
れ
が
ウ
イ
グ
ル
に
ま
で
達
し
た
と
い
う

ソ
グ
ド
人
を
通
じ
て
入
っ
た

一
片
の
屑
切

そ
れ
ら
の
屑
切
れ
や
破
片
が
そ
れ
な
り
に
自
分
の
言
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フ
ロ
イ
ス
の
著
作
と
書
翰
ぱ

「
教
化
的
」

゜
ぷ
ノ で

は
な
く
、

一
五
六
六
年
、

一
五
八
八
年
の
写
体
の
開
始
は
、

ア
パ
ラ
ー
ト
ス
と
い
う
は
、

る。

「
報
告
書
的
し
な
性
格
の
も
の
で
、
教
会
史
の
史
料
と
し
て
は
重
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い

マ
カ
オ
司
教
区
と
日
本
司
教
区
の
開
設
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
と
思

「
マ
カ
オ
司
教
区
史
」
或
い
は
「
日
本
司
教
区
史
ア
パ
ラ
ー
ト
ス
L

で、

一
五
六
三
年
よ
り
一
五
九
七
年
ま
で
三
十
年
余
り
在
日
し
た
イ
ェ
ズ
ス
会
士
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、

こ
と
に
晩
年
の
大
作
「
日
本
史
」
に
よ
り
日
本
文
化
史
上
不
滅
の
光
彩
を
放
つ
て
い
る
。

「
日
本
史
」
の
写
本
は
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
と
フ
ラ
ン
ス
で
幾
種
類
か
発
見
さ
れ
た
が
、

が
な
く
、
或
い
は
「
日
本
史
」
前
後
篇
、
「
ア
パ
ラ
ー
ト
ス
」
前
後
篇
、
或
い
は
、
「
日
本
史
」
第
一
、
二
、
三
、

「
天
正
少
年
使
節
行
記
」
も
、

構
成
を
再
検
討
し
、

フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
の
一
部
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

現
在
す
る
諸
写
本
、
及
び
、
こ
の
十
八
世
紀
の
写
本
作
製
者
で
あ
る
モ
ン
タ
ー
ニ
ャ
と
ア
ル
バ
レ
ス
の
企
図
の
三
点
か
ら
「
日
本
史
」
の

フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
は
、
二
部
三
巻
で
、

ら
れ
て
い
る
の
は
全
く
十
八
世
紀
の
写
本
作
製
者
の
意
図
で
あ
っ
て
、

フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
の
一
部
と
は
思
わ
れ
ず
、

第
二
部
で
一
応
完
成
し
た
原
稿
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
こ
と
、

「
日
本
史
」
の
ア
パ
ラ
ー
ト
ス

一
五
八
三
年
、

フ
ロ
イ
ス
の
意
図
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
、
「
使
節
行
記
L

は、

フ
ロ
イ
ス
編
と
断
定
す
る
根
拠
は
ま
だ
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
で
あ

一
五
六
六
年
、

一
五
八
八
年
で
写
本
が
新
た
な
巻
に
切
か
え

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
と
「
書
翰
」
に
つ
い
て

↓
 

一
五
七
八
年
ま
で
が
第
一
部
、

一
五
九
三
年
（
或
い
は
そ
れ
以
上
）
が

そ
の
一
三
七
通
の
報
告
書
と、

そ
の
構
成
に
つ
い
て
は
定
説

し
か
し
筆
者
は
、

．
 

四
部
作
と
称
せ
ら
れ
、

フ
ロ
イ
ス
自
筆
の
書
翰
と

松

田

毅
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｀
 

ん

と
対
照
史
料
は
殆
ど
な
く
な
り
、
困
難
な
問
題
が
起
つ
て
く
る
。

れ
ら
の
子
等
に
つ
い
て
も
ア
ッ
カ
ン
氏

J.

H
a
c
k
i
n
 

的
で
あ
る
。

〔参
照

拙
稿

の
整
理
し
た
敦
煽
文
書
に
よ
っ
て
実
在
が
確
め
ら
れ
る
。

そ

チ
ベ

ッ
ト
史
書
の
う
ち
で
最
も
信
頼
性
の
高
い
の
は
ケ
ー
ベ
ー
ガ
ト
ン

M
k
h
a
s
pal).i 
dgal). 
s
t
o
n

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て

が
、
日
本
歴
史
の
史
料
と
し
て
は
、
詳
細
な
点
、
日
本
個
有
名
詞
が
豊
富
な
点
で
抜
群
の
価
値
を
有
す
る
と
認
め
る
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
の
構
成
、
写
本
並
び
内
容
一
覧
（
日
本
歴
史
第
一
九

0
号
）
〕

す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
チ
ベ
ッ

ト
史
書
で
は
、
中
世
は
寺
院
勢
力
が
方
々
に
起
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
も
、
諸
侯
等
の
活
動

は
何
等
記
さ
れ
て
い
な
い
。
古
代
王
朝
の
子
孫
に

つ
い

て
も
チ
ベ
ッ
ト
史
書
に
は
、

り
、
対
照
す
べ
き
史
料
が
な
い
た
め
に
そ
の
信
憑
性
は
疑
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
歴
史
的
事
実
へ

と
引
戻
す
の
が
本
講
の
目

系
図
を
作
成
す
る
と
、
ダ
ル
マ
の
二
子
ユ
ム
テ
ン

y
u
m
b
r
t
a
n
と
オ
ェ
ス
ン

:trod
s
r
u
n
及
び
そ
の
子
。ヘル

コ
ル
ツ
ェ
ン
D
p
a
l
l;kor 

b
t
s
a
n
は
そ
の
紀
年
が
は
つ
き
り
し
て
お
り
、
ラ

ル
ー
女
史

M
.
L
a
l
o
u
 

第
一
は
ユ
ム
テ
ン
の
系
統
で
あ
る
が
、

そ
の
系
譜
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
相
互
に
異
同
が
あ

の
紹
介
し
た
敦
燒
文
書
に
よ
っ
て
実
在
は
証
明
さ
れ
る
。

そ
の
三
、
四
代
の
間
は
一

向
実
在
は
確
め
ら
れ
な
い
。

ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン

T
s
a
l
a
Y
e
 c
e
s
 r
g
y
a
l
 m
t
s
h
a
n
と
そ
の
子
の
チ
パ

K
h
r
i
p
a
 

ラ
ン
ダ
ル
マ
の
子
孫
に
つ
い
て

し
か
し
そ
の
後
に
な
る

し
か
し
そ
の
五
代
目
の
ツ
ァ
ラ
イ
シ
ー

は
、
中
央
チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
を
復
興
し
た
「
ウ
イ

チ
ベ
ッ
ト
の
古
代
王
朝
は
ラ
ン
ダ
ル
マ
王

G
i
a
n
d
a
r
 m
a

の
死
を
以
て
終
り
、

そ
の
後
は
諸
侯
が
分
裂
割
拠
す
る
中
世
へ
と
移
行

佐

藤

長
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れ
る
。

ウ。ヽ
ノ

そ
の
甥
の
ジ
ョ
ウ
ォ
ネ
ン
ジ
ョ
ル

J
o
b
o
 r
n
a
l
 

ツ
ァ
ン
の
十
人
」

と
認
め
、

D
b
o
n
 s
t
o
n
 r
i
n
 
p
o
 c
h
e
と
親
し
く
、
又
。ハグ

モ
ド

と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
年
代
に
つ
い
て
は
何
等
の

の
系
統
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
そ
の
孫
の

D
b
u
s
 g
t
s
a
n
 g
i
 
m
i
 b
c
u
に
関
聯
し
て
実
在
が
確
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ウ
イ
ツ
ァ
ン
の
十
人
の
存
在
年
代

が
人
に
よ
っ
て
説
が
一
定
し
な
い
。

手
が
か
り
も
な
く
、

P
h
n
g
 m
o
 g
r
n
 p
a
 

4
'
 し

か
し
こ
こ
で
は
リ
チ
ャ
ー
ド
ス
ン
氏

H
.
E
.
 Ri

c
h
a
r
d
s
o
n
 

そ
れ
に
よ
っ
て
ツ
ア
ラ
と
チ
パ
の
交
代
時
期
は
九
七

0
年
か
ら
九
七
八
年
ま
で
の
間
と
決
定
で
き
る
。

第
二
に
。
ヘ
ル
コ
ル
ツ
ェ
ン
の
子
キ
デ
ニ
マ
ゴ
ン

S
k
y
i
d
l
d
e
 fii 
m
a
 mg
o
n
の
系
統
で
あ
る
が
、

及
び
ジ
ャ
ン
チ
ュ
ブ
オ
ェ

B
y
a
n
c
h
u
b
 1).od
の
と
き
に
、
例
の
ア
テ
ィ
シ
ャ

A
t
i窯
a
が
招
請
さ
れ
る
か
ら
、

ベ
ッ
ト
の
実
在
の
君
主
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
系
統
は
数
代
経
て
絶
え
た
ら
し
く
、

の
発
表
し
た
年
表
を
正
当
な
も
の

そ
の
四
代
の
孫
オ
ェ
デ

:tJod
l
d
e
 

チ
ベ
ッ
ト
史
書
に
は
引
続
き
マ
ル
ラ
王
朝

M
a
l
l
a
と
し
て
系
譜
を
記
し
て
は
い

る
が
、
こ
の
王
朝
は
真
実
は
別
の
系
統
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

第
三
は
。
ヘ
ル
コ
ル
ツ
ェ
ン
の
子
タ
シ
ー
ツ
ェ
グ
パ
。
ヘ
ル

B
k
r
a~is 

b
r
t
s
e
g
s
 p
a
 d
p
a
l
 

チ
チ
ュ
ン

K
h
r
i
c
h
u
n
か
ら
ヤ
ル
ル
ン
王

Y
a
r
k
l
u
n
s
 jo 
b
o
 

そ
の
曾
孫
ジ
ョ
ガ

ー

J
o
d
g
a
l
)
の
子
ジ
ャ
サ
ラ
チ
ェ
ン

B
y
a
s
a
 l
h
a
 c
h
e
n
に
至
っ
て
漸
く
時
代
は
明
確
に
な

る
。
即
ち
彼
は
ギ
ャ
マ
ワ

R
g
y
a
m
a
 b
a
の
第
二
代
オ
ン
ト
ン
リ
ン
ボ
チ
ェ

を
自
ら
の
ラ
マ
と
し
て
い
る
か
ら
、

に
つ
い
て
は
何
等
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

-
0四
二
年
頃
の
西
チ

そ
の
実
在
年
代
は
十
二
世
紀
の
後
半
を
中
心
と
し
て
い
る
と
考
え
ら

b
b
y
o
r
も
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
ヤ
ル
ル
ン
王
と

考
え
ら
れ
る
。
普
通
ヤ
ル
ル
ン
王
の
系
譜
は
こ
れ
以
後
も
親
子
相
伝
で
続
く
こ
と
が
チ
ベ
ッ
ト
史
書
に
記
さ
れ
る
だ
け
で
、

そ
の
兄
弟
等

し
か
し
ケ
ー
。ヘ

ー
ガ
ト
ン
に
よ
る
ジ
ョ
ウ
ォ
ネ
ン
ジ
ョ
ル
の
子
ラ
ル
ン
ギ
ワ
ン
チ
ュ

L
h
a
 l
u
n
 gi 
d
 ba
n
 p
h
y
n
g
 C
 l

―
五
八
ー
―
二
三
二
）
は
カ
ダ
ム
パ
派
チ
ル
。
フ
ゥ

S
p
y
i
l
b
u
 (Lcil 
b
u
)

の
寺
院
の
第
二
代
の
座

ヽ
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月
。
ハ
リ
日
本
文
化
会
館
館
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
叢
」
、

歴
史
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

主
と
な
り
、

そ
れ
以
後
第
六
代
に
至
る
ま
で
座
主
は
す
べ
て
ヤ
ル
ル
ン
王
の
家
か
ら
出
て
い
る
。

ム
パ
の
明
燈
史
等
に
よ
っ
て
も
明
か
に
証
明
で
き
る
こ
と
で
、

以
上
に
よ
っ
て
我
々
は
ラ
ン
ダ
ル
マ
の
子
孫
が
、

族
と
し
て
再
生
し
た
の
で
あ
る
。

洋
学
報
」
誌
上
に
、

あ
る
。

し
か
も
各
代
の
座
主
に

つ
い
て
は
年
代
や
事
蹟
も
明
確
に
知
ら
れ
る
の
で

ャ
ル
ル
ン
と
い
う
小
地
域
で
は
あ
る
が
、

し
、
大
寺
院
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
そ
の
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

そ
の
こ
と
は
テ
。
フ
テ
ル
ゴ
ン
ボ
や
カ
ダ

そ
こ
に
中
世
貴
族
と
し
て
の
地
位
を
確
保

い
わ
ば
古
代
王
朝
の
子
孫
は
堂
々
と
こ
こ
に
中
世
貴

尤
も
唯
古
代
王
朝
の
子
孫
が
中
世
貴
族
と
し
て
存
在
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
大
し
て
珍
ら
し
く
も
な
く
何
処
に
で
も
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
寺
院
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
、
即
ち
座
主
の
地
位
を
一
家
で
独
占
す
る
と
い
う
こ
と
が
十
二
世
紀
の
中
期
か
ら
始
ま
っ
た

こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
ラ
ン
氏
R
l
a
n
s
に
よ
る
。
ハ
グ
モ
ド
ゥ
パ
座
主
の
独
占
は
十
三
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

キ
ュ
ラ
氏

K
y
n
r
a
が
リ
ゴ
ン
パ

B
b
r
i
k
h
u
n
 p
a

の
そ
れ
を
独
占
し
た
の
は
十
三
世
紀
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
ヤ
ル
ル
ン
王
と
チ

、、

ル
。
フ
ゥ
と
の
関
係
も
こ
れ
ら
と
同
様
の
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
唯
中
世
紀
貴
族
の
あ
り
方
を
多
分
最
も
早
く
示
し
た
と
い
う
点
に
、
そ
の

【
附
記
】
榎
一
雄
氏
の
御
講
談
は
「
東
方
学
」
第
二
十
六
、
第
二
十
七
輯
に
発
表
せ
ら
れ
、
熊
谷
宣
夫
氏
の
御
講
演
は

「
石
田
幹
之
助
博

江
上
波
夫
氏
の
御
講
演
は
「
東
洋
文
庫
欧
文
紀
要
第
二
十
三
」
に
、
ま
た
宮
崎
市
定
氏
の
御
講
演
は

「
東

そ
れ
ぞ
れ
発
表
せ
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
要
旨
を
省
略
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

羽
田
明
氏
は
昭
和
三
十
九
年
ニ
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第
五
十
回
展
示
会

て
多
く
、

さ
れ
て
い
っ
た
か
、

た
。

一
冊

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
九
・
十
日

東
洋
文
庫
チ
ベ
ッ
ト
関
係
文
献
（
展
示
目
録

今
回
は
、
東
洋
文
庫
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
日
本
西
蔵
学
会
第
十
一
回
大
会
に
協
賛
し
て
チ
ベ
ッ

ト
関
係
文
献
を
展
示
す
る
こ
と
と
し

当
文
庫
所
蔵
の
チ
ベ
ッ
ト
関
係
文
献
は
、
故
河
口
慧
海
師
が
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
将
来
さ
れ
た
ナ
ル
タ
ン
版
大
蔵
経
、
歴
代
。
ハ
ン
チ
ェ
ン
ラ

マ
全
書
な
ど
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献
及
び
モ
リ
ソ
ン
文
庫
本
を
主
体
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
探
検
記
、

し
か
も
特
色
あ
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

於
東
洋
文
庫

二
十
四
頁
）

そ
の
一
部
は
こ
れ
ま
で
の
展
示
会
に
お
い
て
出
陳
さ
れ
た
が
、
到
底
そ
の
全
貌
を

そ
こ
で
今
回
は
、

チ
ベ
ッ

ト
の
自
然
と
文
化
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
か
に
紹
介

そ
の
過
程
の
跡
づ
け
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
第
一
部
・

・チ
ベ
ッ
ト
探
検
・
踏
査
の
報
告
書
、
第
二
部
：
チ
ベ

ッ
ト
語
辞
典
、
第
三
部
：
辞
典
編
集
に
関
連
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
文
献
、
に
視
点
を
限
り
展
示
文
献
を
選
択
し
た
。

探
検
・
踏
査
に
つ
い
て
、
入
蔵
の
経
路
を
概
観
す
る
と
、
西
は
カ
シ
ミ
ー
ル
か
ら
イ
ン
ダ
ス
を
さ
か
上
り
、
南
は
イ
ン
ド
平
原
か
ら
ヒ

マ
ラ
ヤ
を
越
え
、
東
は
四
川
、
雲
南
か
ら
カ
ム
の
深
い
渓
谷
を
渡
り
、
北
は
青
海
、

経
て
、
聖
都
ラ
サ
あ
る
い
は
聖
地
カ
イ
ラ
ー
サ
を
目
指
し
た
。

ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
ツ
ァ
イ
ダ
ム
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
路
に
よ
り
数
点
、
全
部
で
一
九
点
、

チ
ベ
ッ
ト
の
グ
ゲ
に
派
遣
さ
れ
た
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
の
記
録
な
ど
貴
重
な
文
献
が
多
い
。

4

展

示
▲『

ム
會

会

• I 

チ
ベ
ッ
ト
研
究
書
な
ど
、

鼻

そ
の
数
は
き
わ
め

チ
ャ
ン
タ
ン
を

一
七
世
紀
前
半
西
部
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こ。t
 

回

通

信

連

絡

一
九
六
件

（イ）
辞
典
に
つ
い
て
は
、
語
学
史
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
一
七
点
。

辞
典
編
集
に
関
連
す
る
チ
ベ
ッ
ト
文
献
は
九
点
、

を
代
表
す
る
。

お
そ
ら
く
初
期
の
辞
典
編
集
に
お
い
て
、

な
い
。
今
日
で
も
チ
ベ
ッ
ト
語
の
研
究
は
そ
の
方
法
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
な
し
に
は
成
果
を
期
し
え
な
い
。

解
説
は
、
第
一
部
、
第
二
部
を
そ
れ
ぞ
れ
当
文
庫
チ
ベ
ッ

ト
研
究
室
の
金
子
良
太
、
北
村
甫
が
担
当
、
第
三
部
の
チ
ベ
ッ

ト
文
献
に
つ

い
て
は
サ
キ
ャ
派
活
仏
ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
師
が
選
択
、
解
説
は
同
師
と
北
村
が
担
当
し
た
。

図
書
の
収
蔵
及
び
閲
覧

図
書
選
択
リ
ス

ト
・

カ
ー
ド
作
成

資

料

調

査

A

資

料

室

5
 

一
九
世
紀
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
、
二
0
世
紀
に
入
っ
て
は
英
印
政
府
の
対
チ
ベ

チ
ベ
ッ
ト
人
自
身
の
作
成
し
た
語
彙
集
の
類
、
彼
ら
の
語
義
記
述
法
の
数
個
の
類
型

チ
ベ
ッ
ト
人
の
語
義
記
述
法
は
有
力
な
手
掛
り
で
あ
り
資
料
で
あ
っ
た
に
違
い

二―
1
0
0枚

展
示
文
献
は
大
部
分
が
当
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、

ッ
ト
外
交
の
衝
に
当
っ
た
人
々
の
業
績
が
著
し
い
。

ッ
ト
語
の
文
語

・
ロ
語
の
諸
相
に
及
ん
だ
が
、

• 

チ
ベ

ッ
ト
各
地
の
踏
査
が
進
む
に
つ
れ
、
辞
典
の
対
象
も
チ
ベ

一
部
多
田
等
観
師
、
ソ
ナ
ム

・
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
師
所
蔵
の
も
の
な
ど
を
借
用
し
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逐

次

刊

行

物

区

分

3

資

料

交

換

受
廿不

一
五
一
九

新

聞

二

新

聞

六 I漢
I 

ノ‘

八 ，

八 I洋
八

新
聞 ＝ 

゜＇ ノ‘
四
六
四

内
洋
書

。
―
三
八
八

計

六
内

一
洋
書

国

内

一

欧

泊
日n
 

八
八— I 米

ア
ジ
ア

＿

ニ
ニ
七
九
六
八
三
七

内
洋
書

三
九
六
二

計

寄

贈

複 単 逐
区

写
次

計
行 刊

資 行

料 本 物
ハ刀

和

漢

ノ＇‘ 四

: ~ 

九 司戸・・ 
~ 五

洋

五 五
ノI‘ 

゜
五 幸軸—

五 ． 
ノL‘, 八

計
ヽ

~ 

九
七 五
四

~ 

九 ＝ ． 

2

資

料

購

入

洋
書
（
年
一

0
回
）
は
国
立
国
会
図
書
館
「
洋
書
速
報
L

（
毎
月
十
五
日
発
行
の
分
）
に
付
載
せ
ら
れ
て
い
る
、

（ノヽ）

新
着
図
書
目
録
の
発
行
、
和
漢
書
二
分
冊

~ I 

電
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B
 
国
会
図
書
館
支
部
東
洋
文
庫
事
業
概
要

図
書
の
受
入
、
整
理

曾

複 単 逐
区

写
次

計 行 刊
資

イノ丁ー

料 本 物
ハ刀

依

頼 和

゜
八 冊

四

゜
数

八 四

゜
四

料>書

゜二九 八 四

依

頼 漢
七 七 冊

尺_Q_ □゚ 数

． 

数； 書

゜゚ 依

頼 洋
四

． 

冊

゜
~ 

゜五 八 ノ＇‘ 数

製

本
四

~ 

冊 書

゜゜五 八 ノI‘ 数

喜 四 五
計

五 ノ『‘ 五 四

4

資

料

整

本

マ
イ
ク
ロ

複

写

新
聞

計

単

子41
 

理
（
製
本
） 三

三
九

゜

一
八
五
八ニ

新
聞

八
二
六

゜

一
四
八
八八

六
八
八0-

一
五
六
九

新
聞 一

八

五

三

三

八

八

三

二

二

三

三

0

-
0
三
九

o

_

-

o

_

o

o

_

o

 

四

九

一

五

五

0
三

四

―

二

二

三

一

七

0
九

七

八

七

六

内

洋

書

内

内

洋

書

-
0

三
八

八

一

洋

書

八

一

三

九

六

二
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a （イ） c
 

b
 

a 

逐
次
刊
行
物
カ
ー
ド

二
部

部

カ
ー
ド
作
成

新
排
架
カ
ー
ド

分
類
カ
ー
ド

(2) 
完
全
な
形
で
の
分
類
目
録
の
刊
行
に
は
日
子
を
要
す
る
の
で
、

成
す
る
。
先
ず
試
み
と
し

て
欧
文
の
旅
行
記
、
地
誌
を
編
輯
し
た
。

A
 List 
of 
B
o
o
k
s
 o
n
 T
r
a
v
els 
a
n
d
 
V
o
y
a
g
e
s
 a
t
 T
he
 T
o
y
o
 B
u
n
k
o
.
 B4
.
 

2
26
 
p
p
.+
I
n
d
e
x
 

和
漢
書
目
録
室

洋
書
地
誌
目
録
作
製

洋
書
目
録
室

新
増
架
図
書
整
理
カ
ー
ド
作
成

約
一

、

0
0
0部

既
設
図
書
の
分
類
変
更
と
そ
の
カ
ー
ド
作
成

文
庫
も
齢
を
重
ね
、
三
十
余
年
に
亘

つ
て
断
続
的
に
刊
行
さ
れ
て
き
た
大
規
模
な
出
版
物
（
例
え
ば

M
g
n
o
i
r
e
s
d
e
 la 
D
elegation 

A
r
c
h
e
o
l
o
g
i
q
u
e
 
Fran~a

ise 

e
n
 A
f
g
h
a
n
i
s
ta
n

の
如
き
）
は
、

た
と
こ
ろ
で
叢
書
と
し
て
一
括
す
べ
き
も
の
と
思
い
、
分
類
変
更
を
試
み
つ
つ
あ
る。

(1) 

二
、
五

0
0枚

三
三
二
枚

追
補
ニ
ニ
八
枚

► I 

そ
の
都
度
単
行
本
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、

讐

一
定
数
揃
つ

そ
れ
ま
で
の
欠
を
充
す
た
め
、
特
定
分
野
に
関
す
る
在
庫
リ
ス
ト
を
作
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（リ）
(1) 

+ ヽ， 

五

0
点

田
特
殊
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
総
合
目
録
の
編
集

旧

東

洋

文

庫
蔵
地
方
志
追
加
目
録
の
編
集

N

製
本
、

製
峡
事
務
①
製
本
六
四

0
冊

（ホ） （二）

一
五

0
部

り

和

漢
書
に
関
す
る
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

（口）
(4) (3) (2) 

八
五

0
枚

b
 (1) 
既
排
架
カ
ー
ド
補
充

和
漢
書
目
録
室
用
カ
ー
ド
補
充

閲
覧
室
用
カ
ー
ド

近
代
日
本
研
究
室
カ
ー
ド
補
充

事
務
用
カ
ー
ド
補
充

既
排
架
カ
ー
ド
調
査
・
照
合

破
損
本
の
修
理

和
装
本
及
び
峡
の
題
箋
書
き

藤
井
文
庫
の
登
録

図
書
の
閲
覧
及
び
考
査

三
0
枚

一
、
三

0
0枚

五
二
九
枚

昭
和
三
十
八
年
度
図
書
閲
覧
状
況

②
製
扶
一
三
七
峡

一
四
六
件

八、

0
二
六
枚

カ
ー
ド
ニ
、

三
0
三
枚

曾
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(2) 

九八七六五四月
閲

! I I I I I 
臣と

! 

見

部 図
------
五五六九七二
五二八ー五八

I 
口 冊

0六＝四＝＝
書

二三石三冗五数
七二九七―- | 
I 

部
＝七六＝＝ ＝- --―漢
六四―-010数
五三三五四四

三八六ニニニ冊、、、、、、

五0ー八ー四
書

七八ーニ六九数
ー四七一七七

月

開

館

日

数

閲

覧

人

員

日
平
均
昨
年
同
月
と
の
比
閲
覧
図
書
数
一
日
平
均
昨
年
同
月
と
の
比

四

二

五

二

六

四

―

―

弱

八

九

増

三

、

三

一

五

一

三

三

弱

一

、
四

0
四
増

五

二

五

二
八
ニ

―

一

強

九

三

II

二
、
九
四
七
一

―
―
八
II

六
九
五
II

三
、
七
七

二
＿
一
五
一

II

-

、
四
八
八
II

六

二

五

二

七

ニ

―

一

弱

四

O

II

七

二

七

四

一

七

一

五

強

九

七

II

七、

二
七

0

二
七
O

II

三
、

一
四
五
II

二

七

四

九

五

一

八

II

八
九
II

九
、
二
五
五

三
四
三
II

二
、
ニ
ニ
九
II

ニ

四

三

0
七

一

三

弱

三

二

減

一

四

、

九

五

ニ

ニ

0
六

強

二

、
四

0
二
減

八九

二

六

三

五

五

一

四

II

六
五
増
五
、

0
八――
―

―

九

六

弱

二

二

六

II

ー

1.

一
四
II

五

、

四

七

四

ニ

ニ

八

強

五

七

六

II

+

―

二

四

三

二

九

一

四
II

ニ

ニ

ニ

九
六

一

三

II

一
三
O

II

四
、
三

三

六

一

九
七
I

I

-

、
五
九
七
II

-
＿
―
-
〗
[
〗

-
I〗I

I
〗
二□
0
]
-
[
-

、

[□
I
I

十
二計

二

九

七

三

、

五

四

五

―

二

四

増

五

四

、

九

ニ

ニ

―

1

ヽ

1

―
-0七
増

＇ 

,._ 1 

曾
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五
―
―
件

六
二
、
七
四
〇
駒

五
九
、
六
0
五
枚

曾

七
、
二
三
一
呪

申

込

件

数

一
撮

影

駒

数

一

焼

付

引

伸

枚

数

ボ

ジ

フ

イ

ル

ム

ス

ラ

閲
覧
票
発
行
者
数

三
―
―
―
名
(
-
八

一
七
ー
ニ
0
四
七
）

資
料
複
写
事
業
に
は
、
東
洋
文
庫
が
み
ず
か
ら
の
所
蔵
資
料
を
一
層
充
実
せ
し
む
る
た
め
の
、
図
書
収
集
事
業
の
一
環
を
な
す
も
の

と
、
広
く
内
外
研
究
者

・
研
究
機
関
の
閲
覧

．
利
用
の
便
に
供
す
る
た
め
に
行
う
資
料
複
製
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は

研
究
活
動
と
の
連
関
に
お
い
て
の
べ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
実
績
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

二
0
五
駒

イ

ド

資
料
複
写
サ
ー
ヴ
ィ
ス

マ
イ
ク
ロ
写
真
複
写

6

資

料

複

写

考
査
件
数

一八0件

計三し一［い

01四七 九

゜ニ 四五九

゜五
ヽ

四 四 四
八 八九 ノI‘ 四五
九 ノI‘ ノ＇‘ ノ＇‘ 七五
四

ヽ

四
七 00 七 召五 八五 五

゜四
四四

ヽ 、、

八

゜門［
四四二

八 閃ー五
八 四二 四〇
＝ 

ヽ

゜五ー五八九〇
九四四 九五六

五
ヽ

三四ノ＇‘ 四

閃四 七七 ~ 

七
七

゜
八

丸 ヽ

ノI‘ 四四 五七

゜
九

ノI‘ ノ＇‘ ノ＇‘ 二五
九 九 ~ ~ 五八
五
四 ニ四 五五

ヽ ヽ ヽ 、、 ヽ ヽ

九 五二 ノr‘ ＝ 四〇
． 

七八五三七八
四六 八六 四三

一
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b
 

a 

二
、
ア
ジ
ア
研
究
に
関
す
る
一
般
的
情
報
の
収
集
と
出
版

3
 

つ
て
い
る
。

2

便

宜

供

与

ム
の
注
文
、
交
換
及
び
そ
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
取
扱
っ
て
い
る
。

通

信

処

理

．
 

ヽ 今
年
度
に
お
け
る
東
洋
学
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

・
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
般
情
報
事
務

東
洋
文
庫
の
海
外
連
絡
事
務
、
例
え
ば
海
外
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
絡
、
問
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
、
出
版
物
、

外
国
人
研
究
者
の
た
め
に
、
他
の
研
究
機
関
へ
の
紹
介
、
翻
訳
者

・
通
訳
の
斡
旋
、
資
料
の
収
集
、
宿
舎
旅
行
に
つ
い
て
便
宜
を
は
か

翻
訳
サ
ー
ヴ
ィ
ス

東
洋
学
に
関
す
る
資
料
や
、
論
文
の
レ
ジ
ュ
メ
の
翻
訳
、
並
び
に
タ
イ
。
フ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

内
外
の
研
究
者
及
び
研
究
機
関
の
要
覧
の
作
成

国
内
及
び
国
外
の
研
究
機
関
の
資
料
（
特
に
大
学
の
要
覧
、
学
生
便
覧
、
職
員
録
等
）
の
収
集

外
国
東
洋
学
者
人
名
辞
典
作
成
、
国
外
の
研
究
者
一
覧
作
成
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
、

7

情

報

連

絡

ヽ I

＇ 

そ
の
回
答
を
整
理
し
、
印
刷

マ
イ
ク
ロ

・
フ
イ
ル
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3
 

2
 

2
 b

 
a c

 原
稿
を
作
成
中
で
あ
る
。

日
本
に
於
け
る
ア
ジ
ア
研
究
者
の
受
入
れ
機
関
に
関
す
る
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

内
外
出
版
物
の
書
目
の
年
次
書
目
の
作
成

国
内
関
係
で
は
、
採
録
の
対
象
と
な
る
文
献
目
録
の
種
類
を
、

調
査
研
究
の
主
題
別
文
献
目
録
、
学
者
の
著
作
目
録
、
日
本
国
内
の
主
要
図
書
館
並
び
に
研
究
所
の
蔵
書
目
録
に
置
い
た
。

国
外
で
出
版
さ
れ
た
ア
ジ
ア
関
係
の
書
目
に
つ
い
て
は
、

J
o
u
r
n
a
l
o
f
 
A
s
i
a
n
 S
t
u
d
i
e
s
,
 Bi

b
l
i
o
g
r
a
p
h
y
を
基
礎
と
し
て

カ
ー
ド
を
採
録
し
た
。

三
、
ア
ジ
ア
研
究
に
関
す
る
特
殊
な
情
報
の
収
集
及
び
出
版

分
ま
で
を
作
成
、
整
理
を
完
了
し
た
。

五
八
・
九
年
度
出
版
物
に
つ
い
て
は
カ
ー
ド
作
成
を
完
了
し
た
。

“
 

一
九
六
三
年
十
二
期

一
九

ア
ジ
ア
に
関
す
る
人
文
、
社
会
科
学
に
お
け
る
日
本
人
に
よ
る

「
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
と
教
授
法
」

を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
依
つ
て
得
た
資
料
を
も
と
に
編
集
中
で
あ
る
。

S
e
l
e
c
t
e
d
 
L
i
s
t
 
o
f
 B
o
o
k
s
 o
n
 J
a
p
a
n
 i
n
 
W
e
s
t
e
r
n
 L
a
n
g
u
a
g
e
s
.
 (1

9
4
5
"
"
"
-
'
1
9
6
0
)
 

刊
行
準
備
中
で
あ
る
。

「
一
九
五

0
年
以
後
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
中
国
考
古
学
研
究
論
文
カ
ー
ド

の
作
成
と
整
理
」
に
つ
い
て
は
、
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議
事
印
昭
和
三
十
九
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て

報
告

秋
期

研

究

調

査

活

動

東
洋
学
連
絡
委
員
会

財
団
法
人
東
洋
文
庫
は
、
戦
前
か
ら
の
活
動
実
績
に
よ
り
、
東
洋
学
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
広
範
な
研
究
者
の
共
同
利
用
と
一

般
公
開
性
を
具
え
研
究
者
に
対
す
る
便
宜
供
与
を
行
い
、
専
門
分
野
に
於
け
る
国
内
的
及
び
国
際
的
連
絡
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
す

こ
と
を
広
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
諸
事
業
を
、
広
く
全
国
的
組
織
に
よ
る
東
洋
学
者
の
総
意
を
反
映
し
て
運
営
す
る
た
め
、

昭
和
三
十
三
年
よ
り
、
東
洋
学
に
関
す
る
主
要
な
研
究
機
関
及
び
研
究
分
野
の
代
表
者
に
依
嘱
し
て
東
洋
学
連
絡
委
員
会
を
組
織
し
、
文

庫
の
事
業
計
画
を
審
議
し
報
告
を
う
け
、
助
言
を
行
う
も
の
と
し
た
。

五
月
十
八
日
（
土
）

昭
和
三
十
七
年
度
事
業
報
告

十
一
月
二
十
日
（
水
）

昭
和
三
十
八
年
度
事
業
中
間
報
告

議
事
昭
和
三
十
八
年
度
事
業
実
行
計
画
に
つ
い
て

報
告

春
期 昭

和
三
十
八
年
度
の
委
員
会
は
左
の
如
く
行
わ
れ
た
。

1. 

ノ‘
ー

檜
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(A) 

5
 

,' 

ヤ

ア
ラ
ビ
ア

嶋
田
襄
平

鴫

4

イ
ラ
ン

蒲
生
礼
一
、
本
田
実
信

3

イ
ン
ド
土
井
久
弥
、
和
田
久
徳
、
荒
松
雄

中
央
ア
ジ
ア
（
特
に
ロ
シ
ア
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）
榎
一
雄
、
佐
口
透

鑢

2
 

研
究
担
当
者

研
究
協
力
者

松
雄
（
東
京
大
学
助
教
授
）

学
助
教
授
）

松
田
寿
男
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

大
学
助
教
授
）

松
村
潤
（
日
本
大
学
助
教
授
）

和
田
久
徳
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
助
教
授
）

三
橋
富
治
男
（
千
葉
大
学
教
授
）

護
雅
夫
（
東
京

本
研
究
は
、
文
献
の
収
集
に
重
点
が
あ
り
、
昭
和
三
十
三
年
度
以
来
同
じ
趣
旨
の
も
と
に
実
施
せ
ら
れ
て
き
た
継
続
事
業
で
あ
る
。

分
担
部
門
を
左
の
如
く
分
ち
、
資
料

・
研
究
図
書
の
組
織
的
収
集
を
行
な
っ
て
い
る
。

中
央
ア
ジ
ア
（
特
に
新
彊
省
）
松
田
寿
男
、
松
村
澗

授
）

土
井
久
弥
（
東
京
外
国
語
大
学
助
教
授
）

遠
峰
四
郎
（
慶
応
義
塾
大
学
講
師
）

本
田
実
信
（
北
海
道
大
学
助
教

荒

榎

一
雄

蒲
生
礼

課
題
「
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
社
会
構
造
の
研
究
L

2

特

定

研

究

（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）

佐
口
透
（
富
山
大
学
教
授
）

嶋
田
襄
平
（
中
央
大
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の
便
宜
を
は
か
つ
て
き
て
い
る
。

⑪
収
集
資
料
の
利
用

(C) 

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学

三
十
八
年
度
収
集
図
書

た
外
、
こ
れ
と
併
行
し
て
欧
米
刊
行
の
研
究
図
書
の
収
集
に
も
努
め
た
。
こ
れ
ら
図
書
目
録
は
「
ア
ジ
ア
地
域
総
合
研
究
文
献
目
録
」
に

掲
載
し
て
い
る
が
、

定
期
刊
行
物

欧
米
刊
行
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
文
献
（
ア
ラ
ビ
ア
関
係

今
後
の
方
針

二
冊
、
。
ヘ
ル
シ
ャ
関
係
五
六
冊
、
ト
ル
コ
関
係
―
二
冊
）

四
冊
、
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
二
交
冊
、
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
文
献

六
冊
、
ト
ル
コ
語
文
献
一
0
0

冊、

三
橋
富
治
男
、
護
雅
夫

③
ト
ル
コ
語
文
献
の
三
種
を
重
点
的
に
購
入
し、

と
く
に
現
地
刊
行
の
も
の
を
主
と
し

で
き
る
限
り
購
入
次
第
速
報
を
作
成
し
て
関
係
研
究
者
に
配
付
す
る

こ
と
に
し
て
い

る。

ア
ラ
ビ
ア
・
ト
ル
コ
・
ベ
ル

シ
ャ
の
三
地
域
と
併
行
し
て
、
残
り
の
中
央
ア
ジ
ア

・
イ
ン
ド

・
中
国
関
係
の
文
献
収
集
を
予
定
し
て
お

り
、
又
こ
れ
ま
で
日
本
に
集
め
ら
れ
て
い
る
関
係
資
料

・
研
究
書
等
の
調
査
と
研
究
状
況
の
調
査
に
当
り
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

東
洋
文
庫
に
お
い
て
は
、
蔵
書
の
館
外
帯
出
は
一
切
行
な
わ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
本
研
究
に
お
い
て
購
入
し
た
図
書
資

料
は
別
置
し
て
利
用
者
の
要
求
に
応
じ
、
館
外
帯
出
も
許
可
し
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
研
究
協
力
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
一
般
研
究
者

①
ア
ラ
ビ
ア
語
文
献
③
。ヘ
ル
シ
ャ
語
文
献

(B) 

7
 

6

ト
ル
コ

遠
峰
四
郎

•· 

• I 

嶋

ロ
シ
ア
語
文
献
六
五
冊
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近
代
中
国
研
究
委
員
会

近
代
日
本
研
究
委
員
会

近
代
日
本
研
究
委
員
会
は
、

資
料
を
基
本
と
し
て
、

の
近
代
日
本
研
究
に
も
便
宜
を
計
り
う
る
よ
う
、
基
礎
的
調
査
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
本
年
度
の
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

「
東
洋
文
庫
所
蔵
近
代
日
本
関
係
文
献
分
類
目
録
、
和
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
部

四
頁
五

0
0部
）

な
お
、
本
目
録
の
刊
行
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
以
来
継
続
せ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
年
度
を
以
て
完
了
、
本
委
員
会
は
一
と
先
ず
所
期
の

目
的
を
終
了
し
た
。

近
代
中
国
研
究
委
員
会
は
、
昭
和
二
十
八
年
以
来
設
立
準
備
を
す
す
め
、
二
十
九
年
十
一
月
ロ
ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
財
団
の
財
政
的
援
助
を

得
て
発
足
、
で
き
る
だ
け
広
く
異
っ
た
分
野
の
研
究
者
を
集
め
て
政
治
的
偏
見
を
は
な
れ
た
実
証
的
研
究
を
行
な
う
こ
と
と
各
国
と
の
研

第
一
部
近
代
現
代
ア
ジ
ア
研
究

3
 

L
 

•
『

｀
 

各
種
研
究
委
員
会

讐

第
三
分
冊
L

を
刊
行
し
た
。

(
B
5
版

「
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
L

ょ
り
う
け
つ
い
だ
（
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
）
近
代
日
本
関
係

ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
い
う
広
い
連
関
の
中
で
の
、
日
本
近
代
史
の
研
究
を
進
め
、
同
時
に
広
く
外
国
人
東
洋
学
者
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従
来
、
我
が
国
の
東
洋
史
研
究
の
上
で
、
比
較
的
軽
視
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
近
代
中
国
研
究
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
特
定
少
数
の

③
近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ア
ジ
ア
財
団
援
助
金
に
よ
る
）

（ホ）

「
近
代
中
国
研
究
し
の
刊
行
（
第
五
輯
）

収
集
図
書

中

国

文

九

五

四

点

邦

文

資
料
の
収
集
と
整
理

九
八
三
点

欧

文

三
0
四
点

（二） （ハ）

「
解
放
日
報
」
の
索
引
の
作
成

波
多
野
善
大

（口）

市

古

宙

陳

独

秀

小
原
正
治
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
土
地
改
革
と
社
会
主
義
改
造
の
研
究

村

松

裕

次

山
本

澄
子

佐
々
木
正
哉

（イ）

研

究

(1) 究
上
の
自
由
な
交
流
と
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
き
た
。
本
年
度
の
事
業
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

二
十
世
紀
中
国
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
研
究
（
フ
ォ

ー
ド
財
団
援
助
金
に
よ
る
）

中
国
キ
リ
ス
ト
教
会
の
自
立
運
動

瑞
金
、
延
安
時
代
の
中
共
の
土
地
政
策

研
究
者
の
海
外
派
遣世

界
（
一
ケ
年
）

近
代
中
国
に
お
け
る
排
外
運
動

，
 

~ I 

3
、
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敦
煽
文
献
研
究
委
員
会

敦
燒
文
献
研
究
連
絡
委
員
会
は
、
榎
一
雄
氏
の
努
力
に
よ
り
昭
和
二
十
八
？
三
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
を
う
け
て
撮
影

せ
る
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ウ
ジ
ア
ム
所
蔵
ス
タ
イ
ン
収
集
敦
煽
文
献
を
始
め
と
し
て
、
国
内

・
国
外
の
現
存
西
域
出
土
古
文
書

・
古

文
献
の
所
在
調
査
、
写
真
撮
影

・
収
集
・
整
理
及
び
目
録
の
作
成
等
を
行
っ
て
そ
の
研
究
の
推
進
を
図
り
、
内
外
に
お
け
る
諸
機
関
並
び

に
研
究
者
間
の
研
究
情
報

・
連
絡
、
研
究
上
必
要
な
資
料
の
公
開
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
等
を
も
行
っ
て
き
た
。
本
年
度
の
事
業
は
左
の
如
く

第
二
部
東
ア
ジ
ア
研
究

（ハ） （口） （イ）

d
 

c
 

b
 

a 
研
究
者
の
研
究
を
助
成
す
る
の
み
に
止
ら
ず
、
む
し
ろ
広
く
一
般
の
研
究
者
に
研
究
上
の
便
宜
を
与
え
る
目
的
を
以
て
開
設
さ
れ
た
も

参
考
用
図
書
資
料
の
購
入
整
理

参
考
用
図
書
の
編
集
刊
行

（
刊
行
済
）

「
東
洋
文
庫
近
代
中
国
研
究
室
邦
文
図
書
目
録
」

B
5
判

東
洋
文
庫
近
代
中
国
研
究
室
中
文
図
書
目
録
（
編
集
中
）

二
0
四
頁

日
本
綜
合
雑
誌
所
載
中
国
関
係
論
説
記
事
目
録
（
来
年
度
ま
で
継
続
）

江
西
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
関
係
資
料
目
録
（
彙
報
第
三
号
）

近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報
第
三
、
四
号
の
編
集
発
行

の
で
あ
る
。
本
年
度
の
事
業
は
次
の
如
く
で
あ
る。

＞
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「
典
籍
類
」
の
三
冊
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ。t
 文

献

分

類

目

録

初

稿

．． 

非
仏
教
文
献
之
部
」
の
編
集
刊
行

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
た
。
）

こ。t
 

①
敦
煙
古
文
書
写
真
複
製
並
び
に
分
類

局
を
担
当
し
た
ほ
か
、

本
年
度
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
総
合
研
究
「
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
の
地
方
政
治
」
代
表
者

鈴
木
俊
（
中
央
大
学
）
の
事
務

②
敦
煽
出
土
古
文
書
訳
註
研
究
会
を
月
二
回
開
催
し
、
訳
註
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
。

③
ス
タ
イ
ン
本
写
真
取
落
し
の
分
の
補
充
を
行
っ
た
。
数
年
来
行
っ
て
来
た
。
ヘ
リ
オ
本
撮
影
交
渉
が
漸
く
ま
と
ま
り
、
文
書
三
五
点
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
焼
付
写
真
を
作
成
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
東
洋
学
研
究
所
の
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
献
の

撮
影
を
交
渉
中
で
あ
る
。

で
あ
る
。

＂ 

ま
た

レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
の
U
S
S
R
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・

ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
と
の
文
献
交
流
を
開
始
し

盆
維
摩
経
変
文
、
讃
文
に
関
す
る
資
料
を
入
手
し
た
ほ
か
、

B
i
b
l
i
o
th
e
k
a
B
o
u
d
d
h
i
c
a

等
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
欠
号
の
マ
イ

④

「
ス
タ
イ
ン
収
集
敦
煽
漢
文
文
献
及
び
研
究
文
献
に
引
用
紹
介
せ
ら
れ
た
る
西
域
出
土
漠
文

東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
敦
煽
文
献
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
内
容
分
類
目
録
で
、
各
文
献
に
関
し
て
、

そ
れ
に
関
す
る
研
究
文
献
を
注
記
し、

併
せ
て
ス
タ
イ
ン
文
献
以
外
の
日
本
、
欧
米
各
国
探
検
隊
に
よ
っ
て
発
見
紹
介
せ
ら
れ
た
西
域

（
中
央
ア
ジ
ア
）
出
土
漢
文
文
献
の
索
引
を
兼
ね
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
年
度
は
先
ず
「
古
文
書
類
第
一
分
冊
公
文
書
」
を
刊
行
し

（
初
版
二

0
0部
）
次
年
度
以
降
に
お
い
て
補
訂
増
刷
す
る
と
共
に
、

＾ 

, I 

「
古
文
害
類
第
二
分
冊
私
文
書
」

＂ 

「
第
三
分
冊
寺
院
文
奢
」
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3
 

”
 

宋
代
史
研
究
委
員
会

宋
代
史
研
究
委
員
会
は
、
昭
和
二
九
年
以
来
、

い
、
昭
和
三
十
一
年
以
来
、
①
宋
代
研
究
文
献
目
録
及
び
提
要
の
編
集
、
③
宋
代
政
治
史
年
表
の
作
成
、
⑥
宋
代
主
要
文
集
、
宋
代
名
人

伝
記
、

墓
誌
銘
等
の
索
引
の
編
集
等
を
行
っ
て
き
た
。
本
年
度
の
事
業
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

前
年
度
に
引
続
き
、
宋
代
文
集
中
の
重
要
項
目
を
選
択
、
水
心
先
生
文
集
、
真
西
山
文
集
の
語
彙
に
つ
い
て
カ
ー
ド
化
し
、
従
来
の

八
種
の
文
集
に
つ
い
て
の
カ
ー
ド
と
共
に
五
十
音
排
列
を
終
っ
た
。

前
年
度
に
引
続
き
、
宋
代
著
名
人
の
伝
記
を
神
道
碑、

墓
誌
銘
、
地
方
志
人
物
伝
等
か
ら
カ
ー
ド
化
し
、
索
引
の
た
め
の
整
理
を
行

宋
代
関
係
研
究
文
献
目
録
の
増
補

（
季
刊）

を
編
集
発
行
し
た
。

い
つ
つ
あ
る
。

今

2

宋
代
名
人
伝
記
、
墓
誌
銘
索
引
の
編
集

宋
代
主
要
文
集
索
引
の
編
集

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
企
画
さ
れ
た
宋
史
提
要
編
纂
に
関
す
る
国
際
的
協
力
事
業
を
行

一
九
五
八
年

（
昭
和
三
三
年
）
以
降
の
各
年
度
に
つ
い
て
補
充
を
行
な
う
た
め
新
出
文
献
を
調
査
し
、
カ
ー
ド
を
増
補
、
「
文
献
速
報
」

「
宋
代
史
年
表
」
の
原
稿
作
成
並
び
に
索
引
カ
ー
ド
作
成
（
ハ

ー
バ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
よ
り
の
補
助
金
に
よ
る
。
）

宋
史
本
紀
の
カ
ー
ド
化
、

年
表
原
稿
化
を
略
々
終
り
、
続
資
治
通
鑑
長
編
、
建
炎
以
来
紫
年
要
録
、
宋
史
全
文
（
静
嘉
堂
蔵
）
に
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西
周
金
文
講
読
研
究
会
を
毎
月
曜
開
催
し
て
い
る
。

館
旧
北
京
善
本
）
、

・
出
典
な
ど
で
あ
る
。
現
在
こ
れ
を
印
刷
原
稿
に
作
成
中
で
あ
る
。

よ
る
増
補
訂
正
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
特
に
通
鑑
続
編
（
静
嘉
堂
及
び
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、

正
史
列
伝
中
の
関
係
記
事
、
宋
人
文
集
、
画
譜
そ
の
他
の
原
資
料
に
糊
つ
て
対
校
、
増
補
を
行
な
い
、
補
充
カ

ー
ド
（
約
三
、

0
0
0
枚
）
を
作
成
、
更
に
原
稿
の
補
訂
及
び
索
引
を
作
成
中
で
あ
る
。

明
代
史
研
究
委
員
会

明
代
史
研
究
委
員
会
は
中
国
近
代
化
の
前
段
階
と
し
て
の
明
代
史
の
研
究
を
す
す
め
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
明
代
伝
記
事
典
編
纂

事
業
と
の
協
力
に
お
い
て
、
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
地
方
志
の
伝
記
索
引
の
編
纂
に
着
手
し
た
。

一
、
明
代
地
方
志
の
な
か
の
名
宦
志
、
人
物
志
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
た
明
人
の
伝
記
を
カ
ー
ド
に
摘
録
し
た
。
摘
録
の
要
項
は
字

・
号

・
謡

・
科
挙
資
格

（
進
士
・
挙
人
）

•
本
貫
拿
省

・

府
・
県
）

二
、
明
代
史
研
究
文
献
の
カ
ー
ド
補
充
。
さ
き
に
刊
行
し
た
「
明
代
史
研
究
文
献
目
録
」
を
補
足
す
る
意
味
に
お
い
て
、
昭
和
三
十
八
年

度
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
・
単
行
本
な
ど
の
明
代
史
に
関
す
る
研
究
文
献
を
カ
ー
ド
に
摘
録
し
た
。

古
代
史
研
究
会

第
三
部

満
・
蒙
•
朝
鮮
研
究

清
代
史
研
究
委
員
会 ， ^  

,
 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
米
議
会
図
書

- 83 -



9
 

中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
研
究
委
員
会

第
四
部
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
研
究

蔵
、
準
を
岡
田
英
弘
が
、
回
を
本
田
実
信
が
分
担
し

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

な
お
、
神
田
信
夫
研
究
員
は
欧
米
に
お
け
る
満
蒙
の
言
語
お
よ
び
文
献
の
実
地
調
査
の
た
め
明
治
大
学
よ
り
海
外
に
出
張
し
た
。

ま
た
東
洋
文
庫
叢
刊
第
十
六
と
し
て
「
西
域
同
文
志
」
の
複
製
刊
行
を
み
た
が
、
こ
れ
が
索
引
作
成
の
た
め
、
満
、
漢
を
松
村
澗
、
蒙

鮮
満
関
係
史
研
究
会

李
朝
実
録
（
明
代
満
蒙
史
料
）
講
読
会
、
及
び
朝
鮮
本
の
整
理
・
調
査
、
「
承
政
院
日
記
．
」
講
読
を
行
っ
て
い
る
。

5
 

4
 

清
代
史
研
究
委
員
会
は
、
東
ア
ジ
ア
全
域
に
及
び
広
大
な
清
帝
国
の
支
配
に
つ
い
て
、

研
究
会
と
し
て
は
、

満
文
老
樅
研
究
会

清
代
伝
記
資
料
の
集
成

清
初
実
録
の
整
理

清
初
満
洲
地
理
の
研
究

3
 

2

満
州
語
辞
典
類
の
整
理

め
、
特
に
清
初
史
料
の
整
理
を
行
っ
て
き
た
。

ロ
ー
マ
字
転
写
を
行
な
っ
た
。

そ
の
成
立
過
程
を
中
心
と
し
て
研
究
を
す
す
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ア
ジ
ア
地
域
の
基
礎
的
研
究
に
対
す
る
要
望
に
応
え
て
、
文
部
省
科
学
研
究
費
の
総
合
研
究
に
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
い
わ
ゆ
る
別
枠

と
し
て
「
ア
ジ
ア
地
域
の
社
会
、
経
済
構
造
」
の
研
究
が
認
め
ら
れ
、
全
国
二

0
余
り
の
研
究
機
関
が
参
加
し
て
、

ス
ラ
ム
関
係
定
期
刊
行
物
、

吾‘
コ
1-11

日

レJ
 

卜

ア
ラ
ビ
ア
語
、
。
ヘ
ル
シ
ア
語
文
献
の
組
織
的
収
集
に
あ
た
っ
た
。

年
度
と
同
じ
く
合
同
研
究
会
の
開
催
や
「
ア
ジ
ア

・
ア

フ
リ
カ
文
献
調
査
報
告
」
の
刊
行
が
行
な
わ
れ
た
。

チ
ベ
ッ
ト
研
究
委
員
会

た
が
、

蔵
和
辞
典
の
編
集

そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
研

究
課
題
の
も
と
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
東
洋
文
庫
に
お
い
て
も
、
本
研
究
委
員
会
を
組
織
し
て
イ
ス
ラ
ム
地
域
の
専
門
の
研
究

者
の
参
加
協
力
を
求
め
て
、
分
担
課
題
「
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
社
会
構
造
L

の
実
施
に
あ
た
っ
て
き
た
。
本
年
度
も
今
ま
で
と
同
じ
く
、
イ

ま
た
総
合
研
究
と
し
て
は
咋

チ
ベ
ッ
ト
研
究
委
員
会
は
、
昭
和
三
十
一
年
以
来
東
洋
文
庫
収
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
整
理
研
究
と
、
蔵
和
辞
典
の
編
集
を
行
っ
て
来

そ
の
基
礎
の
上
に
立

っ
た
言
語
学
的
・

宗
教
学
的
・

歴
史
学
的
な
総
合
的
チ
ベ
ッ
ト
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
本
年

「第
十
三
世
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
伝
記
訳
註
」
・
・
チ
ベ

ッ
ト
の
宗
教
、
政
治
史
の
重
要
資
料
で
あ
る
歴
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
伝
記
研
究
の
一

環
と
し
て
、
前
年
度
ま
で
ハ
ー
バ
ー
ト
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
よ
り
援
助
金
を
う
け
て
行
わ
れ
て
い
た
事
業
で
あ
る
が
、
援
助
期
間
満

(2) 

了
と

な
っ
た
の
で
一
般
事
業
と
し
て
継
続
せ
ら
れ
た
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、
訳
稿
作
成
の
か
た
わ
ら
、
人
名
・
地
名

・
事
項
索
引

(1) 

カ
ー
ド
を
作
成
し
た
。
次
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、
左
記
の

チ
ベ
ッ
ト
研
究
特
別
事
業
の
一
部
と
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

度
の
事
業
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

． ＾ 

以
下
の
各
種
研
究
を
通
し
て
収
録
語
彙
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い
る
。
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(3) 

d

東
洋
文
庫
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
整
理
と
目
録
作
成

C

ラ
マ
教
、
新
旧
両
派
の
比
較
研
究
、
サ
キ
ヤ
派
、

「
バ
シ
ェ
」

（
金
子
研
究
生）

土
観
ラ
マ

「
ド
ウ
ム
タ
」

b

古
代
、
中
世
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
の
研
究

a 

現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
の
記
述
的
研
究

本
年
度
の
研
究
事
業
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

っ
た
が
昭
和
三
六
年
度
か
ら
、

「
デ
。
フ
テ
ル
マ
ル
ボ
」
（
佐
藤
研
究
委
員
他
）

チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
協
力
に
よ
る
チ
ベ
ッ

ト
語
、
宗
教
、
ラ
マ
教
史
の
研
究
（
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
補
助
金
に
よ
る
）

東
洋
文
庫
は
質
量
と
も
に
世
界
有
数
の
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
所
蔵
し
、
戦
前
よ
り
わ
が
国
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
一
中
心
で
あ

力
を
得
て
チ
ベ
ッ
ト
の
言
語
・
歴
史
・
宗
教
の
総
合
的
研
究
を
開
始
し
た
。
こ
の
研
究
は
各
国
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
の
協
力
体
制
を
確

立
し
、
研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
国
際
提
携
事
業
で
あ
り
、

か
ら
脱
却
し
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
補
助
金
に
よ
り
、

究
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
人
学
者
三
名
を
招
聘
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、

リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
諸
国
が
参
加
し
て
い
る
。
本
研
究
は
チ
ベ
ッ
ト
学
に
関
す
る
最
初
の
大
規
模
な
国
際
的
事
業
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
わ
が
国
チ
ベ
ッ
ト
研
究
史
上
画
期
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
、
文
献
の
不
完
全
な
解
読
に
基
い
て
組
立
て
ら
れ
て
い
た
研
究

チ
ベ
ッ
ト
人
自
身
の
体
験
、
知
識
の
直
接
的
な
報
告
に
基
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
協

オ
ラ
ン
ダ
、

イ
タ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団

の
補
助
金
は
、
当
初
よ
り
三
ケ
年

（
昭
和
三
八
年
度
ま
で
）
を
以
て
打
切
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
努
力
に
お
い
て
研

（
多
田
研
究
委
員
）

ニ
ン
マ
派
教
理
資
斜
講
読
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第
五
部
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
研
究

懇
親
会

公心舟

〔

付

〕

会
「
十
八
世
紀
前
半
の
チ
ベ
ッ
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
の
活
躍
」

榎

雄

西

田

竜

雄

「
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
仏
身
論
に
見
え
る
喩
伽
行
中
観
派
的
性
格
」

東
北
大
学

「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
大
乗
と
小
乗
」

期

日

第
十
一
回

f

蔵
和
辞
典
語
彙
カ
ー
ド
補
充

e
 
歴
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
伝
記
（
第
十
三
世
）
研
究

来
年
度
よ
り
、
新
規
三
ケ
年
計
画
と
し
て
、

日
本
酉
蔵
学
会
大
会

前
年
度
大
会
の
決
定
に
よ
り
、
今
年
は
東
洋
文
庫
を
会
場
と
し
て
左
記
の
如
く
開
催
せ
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
日
（
日
）

研
究
発
表
（
午
後
一
時
？
午
後
四
時
）

「
チ
ベ
ッ
ト
言
語
学
に
お
け
る
ニ
・
三
の
問
題
に
つ
い
て
」

（
午
後
四
時
？
四
時
三

0
分
）

（
午
後
五
時
？
七
時
）

（
な
お
文
献
展
示
会
の
項
参
照
）

京
都
大
学

東
京
大
学

東
洋
文
庫

天

野

宏

英

ソ
ナ
ム
・
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

一
般
事
業
中
の
特
別
調
査
研
究
と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
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南
ア
ジ
ア
研
究
委
員
会

「
東
洋
文
庫
所
蔵
欧
文
旅
行
記
目
録
」
の
編
集
刊
行

(
1
0
0
部
）

す
る
目
録
で
あ
る
。

研

究

者

養

成

の
制
度
が
あ
っ
た
。
従
来
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、

「
チ
ベ

ッ
ト
史
料
の
研
究
L

東
洋
文
庫
に
所
蔵
せ
ら
れ
る
一
七
、
八
世
紀
以
来
の
各
国
旅
行
家
、
宣
教
師
、
地
理
学
者
等
に
よ
る
ア
ジ
ア
各
地
域
の
旅
行
記
録
に
関

東
洋
文
庫
は
、
戦
前
よ
り
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
東
洋
学
各
特
殊
分
野
の
次
代
を
担
う
専
門
研
究
者
を
養
成
す
る
た
め
、
研
究
生

チ
ベ
ッ
ト
、

イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
ム
圏
及
び
中
央
ア
ジ
ア
、
満
蒙
等
、

特
殊
な
言
語
・
文
字
の
修
得
を
前
提
と
す
る
研
究
分
野
は
、
基
礎
的
資
料
の
集
収
も
不
充
分
で
、

そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
甚
だ
立

ち
遅
れ
て
い
た
。
戦
後
特
に
こ
う
し
た
末
開
拓
分
野
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
戦
前
か
ら
こ
れ
ら
現
地
語
資
料
の
集
収
に
努
力
を
払
つ
て

き
た
東
洋
文
庫
は
文
部
省
の
補
助
を
得
、
研
究
者
養
成
制
度
が
復
活
さ
れ
た
。
更
に
右
の
特
殊
分
野
以
外
に
つ
い
て
も
、

・エ

ン
チ
ン
研
究
所
よ
り
の
援
助
金
を
得
て
大
学
院
博
士
課
程
修
了
程
度
の
人
材
に
引
続
き
数
年
研
究
の
機
会
を
与
え
、
後
継
研
究
者
の

養
成
が
行
わ
れ
て
き
た
。
文
部
省
及
び
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
補
助
金
に
よ
る
、
本
年
度
の
研
究
生
は
左
記
の
通
り
で
あ

八
世
紀
中
葉
か
ら
、
吐
蕃
朝
末
期
ま
で
の
チ
ベ
ッ
ト
史
お
よ
び
仏
教
史
研
究
に
つ
い
て
の
重
要
史
料
と
し
て
、
吐
蕃
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ッ

る。

4
 

金

子

良

太

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

- 88 -



エ
ン
王
時
代
の
大
臣
バ
セ
ル
ナ
ン
が
チ
ベ
ッ

ト
史
に
つ
い
て
の
当
時
の
伝
承
を
覚
え
書
き
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る

「
バ
シ
エ

ー」

が
あ

る
。
こ
れ
に
は
古
く
は

「
純
バ
シ
エ
ー
」
と
「
増
補
バ

シ
エ
ー
」
の
二
部
が
存
在
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は

後
者
の
写
本
一
部
の
み
で
あ
る
。

ん
ど
は
、
吐
蕃
王
朝
時
代
の
記
述
を
大
半
「
バ
シ
ェ

ー
」
に
よ
っ
て
行
な
っ
て
お
り
、

な
記
述
に
終
始
し
た
。
従
っ
て
、

「
明
清
社
会
経
済
史
の
研
究
」

従
来
の
中
世
史
研
究
に
お
い
て
は
、
基
本
的
な
生
産
関
係
を
地
主
！
佃
戸
関
係
と
考
え
、
専
ら
在
地
に
お
け
る
直
接
的
な
生
産
関
係
か

ら
出
発
し
て
中
世
史
の
性
格
規
定
を
行
お
う
と
し
た
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
政
治
機
構
と
し
て
の
専
制
的
な
王
朝
権
力
の
存
続
が
、

る
理
由
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
捨
象
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
世
史
研
究
の
現
状
に
お
い
て
、
基
本

的
な
生
産
関
係
で
あ
る
地
主

t
佃
戸
関
係
と
、
上
部
構
造
と
し
て
の
ア
ジ
ア
的
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
存
続
の
条
件
を
矛
盾
な
く
全
構
造
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

文
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
及
び
、
そ
の
邦
訳
を
行
な
っ
て
い
る
。

く
の
影
響
を
残
し
て
い
る
。
中
世
以
降
成
立
の
「
青
冊
」

．
 
,.
 

鶴

見

尚

弘

「
バ
シ
エ
ー
」
よ
り
も
簡
略
に
、
又
よ
り
仏
教
的

「
バ
シ
エ

ー」

は
「
。
フ
ト
ン
仏
教
史
」
を
は
じ
め
と
す
る
十
四
世
紀
以
後
成
立
の
チ
ベ
ッ
ト
史
料
に
多

（
デ
。
フ
テ
ル
ゴ
ン
ボ
）
を
初
め
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
史
書
に
屡
々
引
用
さ
れ
、
殆

チ
ベ
ッ
ト
史
書
の
よ
り
原
型
に
近
い
も
の
を
復
原
す
る
研
究
と
し
て
現
存
「
バ
シ
ェ

ー
」
の
チ
ベ
ッ
ト

い
か
な

そ
の
実
現
の
場
で
あ
る
里
甲
体
制
の
究
明
が
、
先
ず
果
さ

ま
ず
、
里
甲
体
制
成
立
の
条
件
（
既
存
の
村
落
秩
序
と
里
甲
制
と
の
関
連
、
里
長
戸
の
物
的
諸
条
件
の
問

と
『
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一

、
題）、

草

野

靖

里
甲
体
制
内
の
階
級
関
係
（
自
作
農
と
里
長
戸

・
騎
零
戸
と
の
支
配
隷
属
関
係
）
及
び
超
越
的
専
制
皇
帝
権
力
の
出
現
と
里
甲
体

制
等
の
関
係
を
実
録
・
政
書
等
に
み
ら
れ
る
諸
法
令
を
通
し
て
政
策
の
主
観
的
意
図
を
把
握
し
、

「
通
貨
問
題
を
通
じ
て
み
た
る
宋
代
財
政
史
の
研
究
」

酒
な
ど
の
専
売
収
入
や
商
税
な
ど
の
間
接
税
収
入
に
拠
つ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

穀
物
、
衣
類
、
其
他
諸
々
の
物
資
は
、

代
の
財
政
家
達
は
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
大
い
に
努
力
を
払
い
、

ま
た
地
方
志

・
文
集

・
類
書
等
に
よ
っ

て
、
明
代
の
社
会
的
諸
条
件
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
を
媒
体
と
し
て
権
力
の
性
格
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

宋
朝
の
財
政
は
、
直
接
現
物
の
形
で
庶
民
か
ら
取
り
た
て
ら
れ
る
租
税
収
入
に
拠
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
層
多
く
の
部
分
を
塩
、
茶
、

そ
し
て
実
際
財
政
を
運
営
す
る
に
当
つ

て
必
要
と
な
る

そ
の
必
要
に
応
じ
て
間
接
税
収
入
を
以
つ
て
民
間
か
ら
買
い
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
買
上
げ
に

当
つ
て
塩
紗
、
茶
引
、
見
銭
交
引
な
ど
種
々
の
証
券
類
が
盛
用
さ
れ
た
こ
と
は
学
界
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
機
構
を
持
つ
財
政
が
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
大
量
の
貨
幣
が
必
要
と
な
っ
た
が
、

と
、
其
処
に
当
時
の
商
品
流
通
の
様
相
や
金
融
信
用
機
関
の
発
展
の
動
き
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

私
見
で
は
、
政
府
財
務
機
関
に
大
量
の
銅
銭
を
確
保
し
、
こ
れ
に
依
つ
て
国
家
財
政
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
、

し
か

し
当
時
の
主
貨
幣
た
る
銅
銭
の
鋳
造
は
銅
材
の
産
出
か
ら
み
て
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、
宋
朝
は
常
に
銅
銭
不
足
、
所
謂
銭
荒
に
苦
し
め
ら

れ
、
且
つ
こ
の
苦
し
み
は
、
宋
朝
の
支
配
機
構
が
充
実
し
財
政
の
規
模
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
其
処
で
歴

い
ろ
い
ろ
手
を
尽
す
の
で
あ
る
が
、
こ

の
動
き
を
辿

つ
て
み
る

且
つ
そ
の
努
力
が

最
高
度
に
実
施
さ
れ
た
の
は
神
宗
朝
の
王
安
石
執
政
の
時
代
で
あ
り
、こ
れ
よ
り
以
降
は
銅
銭
に
依
る
財
政
運
営
は
衰
微
の
一
途
を
辿
り
、
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高
麗
時
代
の
郷
職
に
つ
い
て

武

田

幸

男

高

殊
に
徽
宗
朝
の
察
京
執
政
の
時
代
に
は
、
硬
貨
不
足
を
補
う
た
め
、
実
質
価
値
を
伴
わ
な
い
悪
貨
が
濫
発
さ
れ
た
結
果
、
通
貨
が
混
乱
し

商
業
界
に
非
常
な
動
揺
を
来
す
が
、
や
が
て
南
宋
時
代
に
入
っ
て
紙
幣
が
利
用
さ
れ
る
に
至
る
と
、

る
。
し
か
し
こ
の
紙
幣
も
発
行
高
が
か
さ
ん
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
様
相
を
呈
し
て
来
る
と
、
銀
が
愈
々
貨
幣
的
機
能
を
発
揮
し
始
め

て
流
通
界
に
登
場
し
、
や
が
て
こ
の
銀
に
依
つ
て
紙
幣
が
駆
逐
さ
れ
る
と
い
う
動
き
が
出
て
来
る
。

そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
次
ぎ
の
元
代

の
紙
幣
・
銀
の
競
合
時
代
を
経
て
明
代
に
入
り
、
銀
が
支
配
的
地
位
を
得
て
紙
幣
が
廃
止
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
進
ん
で
ゆ
く
。
即
ち
銅
銭

立
て
の
時
代
か
ら
悪
貨
利
用
の
時
期
を
経
て
、
紙
幣
の
利
用
へ
、
更
に
銀
立
て
へ
と
云
う
推
移
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
今

後
の
研
究
計
画
と
し
て
は
、
先
づ
紙
幣
が
盛
用
さ
れ
た
南
宋
時
代
に
就
い
て
、
紙
幣
の
発
行
組
織
流
通
径
路
、
特
に
紙
幣
の
流
通
を
支
え

た
商
品
の
流
通
機
構
、
紙
幣
と
銅
銭
・
銀
と
の
流
通
関
係
を
検
討
し
、
尋
い
で
北
宋
時
代
に
及
ん
で
、
銅
銭
立
て
か
ら
、
紙
幣
利
用
へ
と

移
つ
て
ゆ
く
動
き
を
捉
え
て
一
応
の
結
び
と
し
、
更
に
は
出
来
得
る
限
り
、
元
明
時
代
に
も
目
を
移
し
て
銀
使
い
の
発
展
を
追
い
、
宋
代

通
貨
問
題
の
理
解
を
一
層
深
め
た
い
所
存
で
い
る
。
所
謂
紙
幣
は
銅
銭
か
ら
銀
両
へ
移
る
過
渡
期
の
通
貨
で
あ
り
、

対
象
は
銀
両
遣
い
の
成
立
す
る
時
期
に
ま
で
押
し
下
げ
る
の
が
正
当
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
朝
鮮
中
世
史
」

朝
鮮
中
世
史
に
関
す
る
研
究
を
次
の
よ
う
な
項
目
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
。

（イ

そ
の
意
味
で
研
究
の

高
麗
時
代
の
郷
職
は

同
時
代
の
郷
吏
職
と
ま
ぎ
ら
わ
し
く
、
事
実
混
同
さ
れ
て
扱
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
、
郷
職
の
意
義
を

高
麗
王
朝
独
自
の
秩
序
体
系
と
解
し
う
る
に
至
っ
た
。

な
お
本
項
の
成
立
期
の
諸
問
題
に
つ
い
て
当
文
庫
談
話
会
で
報
告
し
た
。
回

一
応
こ
の
混
乱
は
克
服
さ
れ
て
い
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岩

井

大

慧

（
論
文
）

石

黒

弥

致

（
『
典
籍
論
集
』

高
麗
時
代
の
郷
吏
は
一
面
土
豪
と
解
さ
れ
る
が
、

を
占
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
末
開
拓
の
分
野
で
あ
る
。
実
録
地
理
志
、
輿
地
便
覧
等
の
地
誌
を
主
に
し
な
が
ら
史
料
分
折
の
基
礎
的
研
究

を
行
っ
た
。

職
員
の
研
究
業
績

「
南
北
朝
時
代
の
総
誌
に
つ
い
て
」
（
『
詞
藍
疇
紅
典
籍
論
集
」

「
宋
代
に
お
け
る
華
北
官
僚
の
系
譜
に

つ
い
て
」

「
ス
。
ヘ
イ
ン
国
立
古
文
書
館
の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク
に
つ
い
て
」
（
「
東
洋
学
報
」
四
六
巻
三
号

三
ー
一
五

0
頁
）

「
舎
謁
羅
城
」

滋

一
頁
）

一
九
六
三
年
六
月

そ
の
実
態
は
末
だ
不
明
の
点
が
多
い
。

三
四
ー
四
二
頁
）

（
紹
介
）

一
九
六
三
年
―
二
月

一
四

生

田 r 

＂ 
＼ノ

（
「
聖
心
女
子
大
論
集
」

二
―
号

一
九
六
三
年
一

0
月

二
―
ー
四

（
論
文
）

一
九
六
三
年
六
月

―
ニ
ー
一
八
頁
）

青

山

定

雄

5
 

収
を
中
心
に
基
礎
的
研
究
を
行
っ
た
。
い
李
朝
の
姓
氏
・
地
誌
に
つ
い
て
姓
氏
の
研
究
は
朝
鮮
中
世
史
研
究
に
お
い
て
重
要
な
地
位

麗
時
代
の
郷
吏
に
つ
い
て

そ
こ
で
史
料
の
集
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榎

（
講
演
）

（
論

文）

（
論

文

）

岩

生

成
（
論
文
）

雄

（
東
方
学
会
第
十
三
回
総
会
一

九
六
三
年
十

一
月
七
日
）

一
九
六
三
年
十
一

月
六
日
）

（
大
和
古
文
化
研
究
、
八
巻
一

0
号

一
九
六
三
年
一

0
月
、

「
上
古
の
碧
玉
製
品
の
二
三
に
就
い
て
」
（
大
和
古
文
化
研
究
、
八
巻
七
号

一
九
六
三
年
七
月
、

(A
c
t
a
 A
s
i
a
t
i
c
a
.
 

「
豊
後
日
田
出
土
の
漢
金
銀
錯
嵌
珠
龍
紋
鉄
鏡
」

「

A
n
cie
nt
M
irrors 
a
n
d
 their 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
h
i
p
 
to 
E
a
rly
 J
a
p
a
n
e
s
e
 C
u
l
t
u
r
e
.」

Z
0
.
 
4
.
 1

9
6
3
.
 p
p
.
 
7
0'""--'
7
9
)
 

「
奈
良
時
代
の
金
銅
四
耳
頷
壺
」

「
東
亜
の
古
ガ
ラ
ス
」

（
東
洋
文
庫
秋
期
東
洋
学
講
座
、

「日
本
に
お
け
る
甲
骨
学
と
殷
墟
の
研
究
」

（
国
華

八
五
三
号
、

一
九
六
三
年
四
月

五

-
1
0
頁
）

梅

原

末

治

「鎖
国
」

一
九
六
三
年
十

一
月

「
長
崎
の
町
年
寄
後
藤
庄
左
衛
門
伝
補
遺
」

（
法
政
大
学
人
文
科
学
研
究
彙
報
、
五

・
六
合
併
号
、

「
永
楽
大
典
現
存
巻
目
表
（
新
訂
）
」

「

R
e
o
p
e
n
i
n
g
o
f
 
t
h
e
 
D
i
p
l
o
m
at
ic 
a
n
d
 C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
 b
e
t
w
e
e
n
 J
a
p
a
n
 a
n
d
 S
i
a
m
 d
u
r
i
n
g
 

T
o
k
u
g
a
w
a
 D
a
y
s
.」
（A
c
t
a
A
siatica 
N
o
.
 

4
 
1
9
6
3
.
 p
p
.
 

1
 "-
'
3
)
 

-
I九
頁
）

（
岩
波
講
座

「
日
本
歴
史
」
近
世
2

五
七
ー
一

0
0頁）

亀

（
『
典
籍
論
集
』
巻
首

一
九
六
三
年
六
月
、

ー・

＞
 

-
I六
頁）

-I
七
0
頁）

一
ー

ニ
ニ
頁
）

一
九
六
三
年
十
二
月
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（
書
評
）

（
「
東
洋
学
報
」
第
四
六
巻
第
二
号

菊

池

英

夫

（
論
文
）
「
張
洪
の
使
緬
録
に
つ
い
て
」
（
「
典
籍
論
集
』

神

田

信

夫

二
七
号

一
九
六
四
年
二
月

一
九
六
三
年
一

0
月

「
和
田
清
博
士
の
訃
」
（
「
史
学
雑
誌
」

一
九
六
三
年
一

0
月

（
そ
の
他
）

「
和
田
清
先
生
を
偲
ん
で
」

「
十
八
世
紀
前
半
の
チ
ベ
ッ
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
の
活
躍
」

月
一

0
日）

「

T
h
e
N
e
s
t
o
r
i
a
n
 C
h
r
i
s
t
i
a
n
 i
s
m
 i
n
 C
h
i
n
a
 i
n
 m
e
d
i
a
e
v
a
l
 t
i
m
e
 a
c
c
o
r
d
i
n
g
 to r
e
c
e
n
t
 historical a
n
d
 

a
r
c
h
a
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 R
e
s
e
r
c
h
e
s
.」（
A
c
c
a
d
e
m
i
a
N
a
z
i
o
n
a
l
e
 d
e
i
 L
i
n
c
e
i
,
 At

t
i
 d
e
l
 C
o
n
v
e
g
n
o
 I
n
t
e
r
n
a
z
i
0
1
 

n
a
l
e
 s
u
l
 t
e
m
a
 :
 L'O
r
i
e
n
t
e
 C
r
i
s
t
i
a
n
o
 n
e
l
l
a
 S
t
o
r
i
a
 d
e
l
l
a Civilta
,
 R

o
m
e
 3
1
 m
a
r
z
oー

ー

3
a
prile
1
9
6
3
)
 

「
和
田
清
博
士
追
悼
録
」

（
「
東
洋
学
報
」

（
「
東
方
学
」

「
谷
審
光
著
『
府
兵
制
度
考
釈
』
」

七
ニ
ー
一
〇

一
九
ニ
ー
ニ

0
0頁）

一
四
三
ー
一
四
九
頁
）

―
一
三
ー
一
―
五
頁
）

一
三
七
ー
一
五
四
頁）

一
九
六
三
年
六
月

―
ニ
ニ
ー
ニ
ニ
三
頁）

第
四
六
巻
第
一
号

（
第
十
一
回
日
本
西
蔵
学
会
大
会

一
九
六
三
年

（
講
演
）

「
仲
雲
族
の
牙
帳
の
所
在
地
に
つ
い
て
」

（
史
学
会
第
六
二
回
大
会
東
洋
史
部
会

一
九
六
三
年
―
一
月
一

0
日）

「
滑
国
に
関
す
る
梁
職
貢
図
の
記
事
に
つ
い
て
」

（
「
東
方
学
」

二
七
号

一
九
六
四
年
二
月

「
梁
職
貢
図
に
つ
い
て
」

（
「
東
方
学
」

二
六
号

一
九
六
三
年
七
月

三
ー
四
六
頁
）

（
論
文
）
「
職
方
外
紀
の
刊
本
に
つ
い
て
」
（
『
典
籍
論
集
』

一
九
六
三
年
六
月

一
三
六
ー
一
四
七
頁）

―
ニ
ー
三
二
頁
）
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（書

評）

（
座
談
会
）

（
座
談
会
）

71
ジ
ェ
ル
ネ
著
『
蒙
古
侵
入
前
夜
(
―
二
五

0_―
二
七
八
）
に
お
け
る
中
国
の
日
常
生
活
』
」
（
「
東
洋
学
報
」
第
四
六
巻

「
宋
代
の
主
戸
・
客
戸
・
佃
戸
（
上
）
（
下
）
」

三
七
号
、

（
「
東
洋
学
報
」

「
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
研
究
の
蓄
積
を
い
か
に
継
承
す
る
か
、
臼
日
本
の
朝
鮮
語
研
究
に
つ
い
て
」

二
二
号

「
咸
豊
二
年
都
県
の
抗
糧
暴
動
」

（
資
料
紹
介
）

（
「
東
洋
学
報
」

（
『
近
代
中
国
研
究
』

「
咸
豊
四
年
広
東
天
地
会
の
叛
乱
」
補
（
「
近
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
彙
報
」

「
同
治
年
間
教
案
及
び
重
慶
教
案
資
料
」

広
東
省
文
史
研
究
館
編
「
三
元
里
人
民
抗
英
闘
争
資
料
」

（
「
東
洋
学
報
」

第
四
五
巻
第
四
号

一
九
六
三
年
三
月
）

（
「
東
洋
学
報
」
四
六
巻
三
号

一
九
六
三
年
―
二
月

七
八

I
-
0七
頁
）

二
号

一
九
六
三
年
九
月

五
輯

（
論
文
）
「
咸
豊
三
年
厘
門
小
刀
会
の
叛
乱
」

佐

々

木

正

哉

（
紹
介
）
「
『
澄
西
発
堀
報
告
』
に
よ
せ
て
」
（
「
東
洋
学
報
」
四
六
巻
三
号

後

藤

均

平

一
九
六
三
年
一

0
月

-
o
l二
六
頁
）

河

野

t 

ノ‘

（
論
文
）

草

野

郎 靖
「
均
田
制
を
ど
う
見
る
か
」
（
「
東
洋
文
化
」

第
四
号

一
九
六
四
年
三
月
一
三
―
|
―
二
八
頁
）

.

.
 

』

• 

．
 

一
九
六
三
年
五
月

第
四
五
巻
第
四
号

一
九
六
三
年
―
二
月

第
四
六
巻
第
一
号
二
号

一
九
六
四
）

，
嶋

一
九
六
三
年
三
月

（
「
朝
鮮
研
究
月
報
」

一
三
ー
一
四
頁
）

八
七

I
-
―
二
頁
）

一
八
五
ー
ニ
九
九
頁
）

三
一
頁
）

一
九
六
三
年
六
月
九
月
）
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奮

尋

， 

田

中

正

俊

一
三
二
—

ニ
ニ
九
頁
）

（
書
評
）

「
高
麗
・
李
朝
時
代
の
属
県
」

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
「
朝
鮮
通
史
上
」

（「
朝
鮮
学
報
」

ニ
八
輯

（
論
文
）

（
「
史
学
雑
誌
」

七
ニ
ー
八

一
九
六
三
年
八
月

武

田

幸

男

0
六
頁
）

（
論
文
）
「
庚
辰
字
本
孝
経
諺
解
と
小
学
諺
解
、
付
影
印
孝
経
諺
解
」
（
「
朝
鮮
学
報
」

田

川

孝
（
論
文
）

「
古
国
の
古
代
貨
幣
」

（
「
古
代
史
講
座
」

九
巻

一
九
六
三
年

―
一
月

関

野

雄

（
論
文
）

「
新
唐
書
食
貨
志
の
史
料
的
考
察
」
（
『
典
籍
論
集
』

一
九
六
三
年
六
月

鈴

木

俊

（書

評
）
「
藤
田
亮
策
著

『
朝
鮮
学
論
考
』
」
（
「
朝
鮮
学
報
」
三
〇
輯

一
九
六
四
年

（
論
文
）

―
二
九
ー

一
三
一

頁
）

「
唐
暦
と
唐
録
ー
日
本
国
号
考
の
一
節
ー
」

末

松

保

和

（
「
典
籍
論
集
』

二
七
輯

一
九
六
三
年
六
月

一
九
六
三
年
七
月

一
九
六
三
年
四
月

ニ
四
八
ー
―
―
一
六
九
頁
）

ニ
八
四
ー
ニ
九

0
頁）

月
一
三
八
ー

ニ
ニ
九
頁
）

二
九
一
ー
ニ
九
八
頁
）

三

一
ー
五
二
頁
）

六
ニ
ー
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（
編

書
）
「
欽
定
西
域
同
文
志
・
下
冊
L

東
洋
文
庫
叢
刊
第
十
六

「
星
源
集
慶
に
つ
い
て
L

（
『
典
籍
論
集
」

一
九
六
三
年
六
月
、
六
四
五
ー
六
五

0
頁）

（
論
文
）

一
九
六
四
年
三
月
、

松

村
（
論
文
）

（著

書
）

（
書
評
）

（
論
文
）

（
翻
訳
）

（
論
文
）

一
九
ー
三
二
頁
）

潤
明
初
の
東
チ
ャ
ガ
タ
イ
1
1

ハ
ン
国
（
日
本
大
学
史
学
会
研
究
彙
報
第
七
輯

「
伎
楽
の
系
譜
ー
東
と
西
3
|
」

（
「
聖
心
女
子
大
学
論
叢
」

二
0
号

一
九
六
三
年
三
月
）

『
古
代
人
の
化
粧
と
装
身
具
（
創
元
選
書
写
真
シ
リ
ー
ズ
）
』
（
創
元
新
社

一
九

0
頁）

原

田

淑

人

辻

直

四

郎

田

中

時

彦

六
三
年
―
二
月

法
学
会
雑
誌
、
三
ー
一
、
二
合
併
、
小
倉
・
黒
田
教
授
還
暦
祝
賀
記
念
号
、

「
C
.
G
・
カ
ー
シ
カ
ル
編
『
シ
ュ
ラ
ウ
タ
祭
全
書
』
第
一
巻
英
文
部
第
二
部
」

一
四
一
ー
一
四
二
頁
）

一
九
六
三
年
四
月

B
6
判

（
「
東
洋
学
報
」

四
六
巻
三
号

． 

九
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一
九
六
三
年
三
月
、
四
六
五
ー
五

0
一
頁
）

「
日
本
に
お
け
る
鉄
道
導
入
政
策
の
政
治
的
背
景
|
|
＇
そ
の
国
際
的
国
内
的
要
因
に
関
す
る
史
的
分
析
—
|
_
L

一
五
九
号

一
九
六
三
年
―
一
月

「
『
萬
域
通
築
』
と
『
西
行
日
記
』
」

「
新
建
設
」
編
輯
部
編
『
中
国
史
上
に
お
け
る
農
民
戦
争
の
性
格
、
作
用
お
よ
び
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
』

三
ニ
ー
四
二
頁）

（
『
典
籍
論
集
』

一
九
六
三
年
六
月
八
五
六
ー
八
七
一
頁
)

（
都
立
大

（
「
歴
史
評
論
」



護

（
書

評

）

（書

評）

（
講
演
）

（
翻

（
書
評
）

（
論
文
）

｀
 

▲― 

四
号
一
九
六
三
年
三
月

「
ウ
チ
ュ
ケ
ン
山
と
古
代
遊
牧
国
家
」

-
—
三
0
頁
）

（
遊
牧
社
会
史
探
求

（
「
東
洋
学
報
」

訳
）
ア
ン
ネ
マ
リ
エ

・
フ
ォ
ン
11

ガ
ベ
ン
「
ウ
イ
グ
ル
王
国
に
お
け
る
品
位
の
あ
る
姿
勢
」

L
i
u
 M
a
u
,
t
s
a
i
:
 

三
年
三
月
）

九
四

I
-
0四
頁
）

「
東
突
蕨
国
家
内
部
の
胡
人
」

（
広
島
史
学
研
究
会
総
会

D
i
e
 c
h
i
n
e
s
i
s
c
h
e
n
 N
a
c
h
r
i
c
h
t
e
n
 z
u
r
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 
O
s
t
,
T
u
r
k
e
n
)

「
中
念
子
雄
ユ
誌
」

七
一
ー
八
二
頁
）

フ
ォ
ン
11

ガ
ベ
ン
著
「
高
昌
の
ウ
イ
グ
ル
王
国
（
八
五

O
I
―
二
五

0
年）」

コ
ル
ク
マ
ズ
著

「チ

ュ
ル
ク
語
の
後
置
詞

U
が
1n
？
品
u
n
そ
の
ほ
か
の
語
源
に
つ
い

て」

一
三
四
ー
一
四
三
頁
）

七
二
編
三
号
一
九
六
三
年
三
月

一
九
六
三
年
十
月
）

一
九
六
二
年
―
二
月

（
論
文
）
「
東
突
厭
官
称
号
考
鉄
勒
諸
部
の
侯
利
発
と
侯
斤

＇
」

チ
ュ
ル
ク
文
化
研
究
会
「
チ
ュ
ル
ク
文
化」

（
「
東
洋
学
報
」

第
四
六
巻
二
号

（
「
東
洋
学
報
」

（「
東
洋
学
報
」

四
五
巻
四
号

四
六
巻
―
―
一
号

二
九
ー
三
二
頁
）

七
―
二
—

七
二
七
頁
）

一
四
一

ー
一

四

（
「
東
洋
学
報
L

二
頁
）

一
九
六
三
年
九
月

「
元
代
ウ
イ
グ
ル
文
土
地
売
買
文
書

一
通
」
（
『
典
籍
論
集
』

一
九
六
三
年
六
月

雅

夫

20 

一
九
六
三
年
三
月

四
五
ー

一
九
六

四
五
巻
三
号

一
九
六
三
年
―
二
月
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（
論
文
）

（
『
典
籍
論
集
』

一
九
六
三
年
六
月

（
編
書
）

＜
 

B
・
オ
ゲ
ル
著
「
古
代
チ
ュ
ル
ク
の

S
a
d
(
s
u
,
b
a
s
'
i
)
号
に
つ
い
て
」

―
―
-
|
―
ニ
ニ
頁）

「
顧
実
汗
の
チ
ベ
ッ
ト
支
配
に
至
る
経
緯
」

（
『
典
籍
論
集
」

「
宋
会
要
交
趾
伝
訳
註
稿
曰
」

（
『
典
籍
論
集
』

（
「
南
方
史
研
究
」
三
号

「
嘉
隆
二
年
の
田
土
丈
量
文
書
」

八
七
ニ
ー
八
七
九
頁
）

一
九
六
三
年
八
月

（
書

評

）
「
任
以
都
訳
註
『
六
部
成
語
註
解
』
」
（
「
東
洋
学
報
」
第
四
六
巻
第
二
号

一
ー
四
九
頁
）
和
田
久
徳
氏
と
共
編

山

本

達

郎

一
九
六
三
年
九
月

「『
山
東
省
滋
陽
県
戸
冊
』
に
つ
い
て
」
（
「
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
」

（
論
文
）
「
大
明
官
制
に
つ
い
て
L

一
九
六
三
年
六
月

山

根

幸

夫

（
論
文
）

一
五
号

八
三
七
ー
八
四
七
頁
）

一
九
六
三
年
六
月

山

口

瑞

鳳

六
四
年
三
月
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
科
学
学
士
院
発
行
「
ア
ク
タ
II

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ア

月
今

、

ニ
ニ
四
—
ニ
ニ
八
頁
）

一
九
六
三
年
六
月
二
三

l
-
―
―
頁
）

一
六
巻
一
号
」

（
「
東
洋
学
報
」

七
四
一

ー
七
七
三
頁
） 四

六
巻
四
号
一
九

（
「
東
洋
学
報
」
四
六
巻
二
号
一
九
六
三
年
九
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目

に
紹
介
し
、

的

•— 

イ
ル
ー
ト
、
ダ
マ
ス
カ
ス
、
テ
ヘ
ラ
ン
、

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
洋
文
庫
の
情
報
連
絡
機
関
と
し
て
の
機
能
に
基
づ
き
、

て
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
一
日
東
洋
文
庫
の
附
置
機
関
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
。

ユ
ネ
ス
コ
は
一
九
五
七
年
以
来
、
向
う
十
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て
「
東
西
文
化
価
値
の
相
互
理
解
に
関
す
る
重
要
事
業
計
画
」

(
T
h
e

m
a
j
o
r
 p
r
o
j
e
c
t
 o
n
 t
h
e
 
m
u
t
u
a
l
 
a
p
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n
 o
f
 E
a
s
t
e
r
n
 a
n
d
 W
e
s
t
e
r
n
 cultural v
a
l
u
e
s
)
 

こ
の
目
的
遂
行
に
恒
久
的
に
貢
献
す
る
施
設

(
a
s
s
o
c
i
a
t
e
d
institutions)
と
し
て
、

ル
マ
以
東
）
各
国
の
研
究
機
関
の
連
絡
網
の
中
心
と
な
る
べ
き
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
同
じ
趣
旨
に
よ
る
同
様
の
施
設
が
ベ

は
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
人
文
科
学
・
社
会
科
学
の
両
分
野
に
亘
る
東
ア
ジ
ア
地
域
の
綜
合
的
文
化
研
究
を
促
進
し
、

ア
ジ
ア
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
増
進
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
東
京
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
従
来
と
も
東
洋
学

に
関
す
る
国
際
的
情
報
連
絡
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
果
し
て
き
た
東
洋
文
庫
に
、
こ
れ
を
附
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
各
国
に
於
け
る
研
究
機
関
と
連
絡
し
て
東
ア
ジ
ア
（
ビ
ル
マ
以
東
）
地
域
の
各
国
に
於
け
る
東
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
研
究

）

東

洋

文

庫
附
置

附
一（
 

(
T
h
e
 C
e
n
t
r
e
 
f
o
r
 
E
a
s
t
 A
s
i
a
n
 C
u
l
t
u
r
a
l
 
S
t
u
d
i
e
s
)
 

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

を
推
進
し
て
い
る
が
、

ユ
ネ
ス
コ
の
要
望
に
よ
っ

ま
ず
一
九
六
―

I

六
二
年
度
に
東
ア
ジ
ア
（
ビ

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
等
の
ア
ジ
ア
各
地
に
も
設
置
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
日
本
ュ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会

そ
の
成
果
を
世
界
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四

機
当
セ
ン
タ
ー
の
経
費
は
政
府
補
助
金
及
び
ユ
ネ
ス
コ
援
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
。

経

（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
）
の
情
報
・
連
絡
を
緊
密
に
す
る
と
共
に
、

ー
顧
問
(
+
人
）

ー
参
与
（
二
十
一
人
）

—

海
外
諮
間
委
員

役
員
及
所
員

所

長

＿

ー

副

所
ー

専

門

委

員

会

（
必
要
数
）

ー
庶
務
外
事
室

（
室
長
一
、
研
究
員
一
、
事
務
員
二
）

長

ー
調
査
資
料
室

（
室
長
一
、
研
究
員
二
）

ー
普

及

室

（
室
長
一

、
研
究
員
二
）

ー

運

営

委

員

会

（
委
員
二

0
人）

構 営

ア
リ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

．
 
巾

．
 

そ
の
研
究
を
促
進
し
、

且
つ
成
果
の
普
及
を
計
る
、

い
わ
ば
ク
リ
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. 
,K 

疇

時

枝

誠

記

高

橋

長

太

郎

水

野

清

田

村

実

造

渡

辺

進

鈴

木

俊

宮

本

正

尊

関

口

隆

克

上

次

男

海

後

宗

臣

丸

山

真

男

城

戸

又

宮

崎

市

定

岩

淵

悦

太

郎

長

尾

雅 幹
之
助人

織

田

武

雄

仁

井

田

監

参

与

青

山

秀

夫

石

田

石

田

英

一

郎

岩

井

大

惹

高

垣

寅

次

郎

和

田

清
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
二
日
逝
去
）

小

島

祐

馬

久

松

潜

鈴

木

大

拙

顧

問

大

浜

信

泉

鳥

養

利
三
郎

金
田

京

助

（
＊
印
は

高

橋

幸

八

郎

結

城

令

聞

＊

田

中

松

桑

原

武

夫

松

本

信

広

＊

坂

本

太

郎

福

井

康

順

貝

塚

茂

樹

岸

本

英

夫

＊

中

村

元

＊

岡

野

澄

服

部

四

郎

運
営
委
員

原

田

淑

人

＊

赤

石

清

悦

所

長

辻

直

四

郎

'`
 •“ 

又

正

雄

東

畑

精

宮

沢

俊

義

任
期
三
年
）

＊
吉

川

幸

次

郎

＊

山

本

達

郎

＊

前

田

陽

＊

尾

高

邦

雄

岩

生

成
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I 

ノ‘
4

上
記
の
諸
事
業
、
諸
情
報
を
速
報
す
る
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」
（
セ
ン
タ
ー
機
関
誌
、
季
刊
）
の
刊
行

3

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
に
関
す
る
資
料
の
調
査
蒐
集
お
よ
び
交
換

2
 
内
外
研
究
機
関
と
の
連
絡
お
よ
び
情
報
資
料
の
交
換

国
際
的
協
力
に
よ
る
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
の
行
う
事
業
の
主
な
る
も
の
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

事

業

運
営
委
員
会
（
委
員
二

0
名
）
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
。

顧
問
会
議
（
顧
問
一

0
名
）
所
長
の
諮
問
に
応
じ
、
事
業
に
つ
い
て
助
言
す
る
。

五

運

営

宮

久

平

野

豊
（
東
洋
文
庫
総
務
部
参
事
兼
務
）

後

藤

均

平

し
斉

藤

博

高

橋

竜

雄

所

員

生

田

滋

副

所

長

榎

所

員

▲ 合

雄 ~
 

岩

崎

富

久

男

大

谷

公

子

田

中

時

彦

岡

田

英

弘
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．、
ャ

七
ー 12 11 10 

，
 

8

内
外
学
者
の
研
究
に
対
す
る
便
宜
供
与

7
 

内
外
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
覧

各
種
の
文
献
目
録
類

研
究
書
・
概
説
書
の
出
版

東
ア
ジ
ア
文
化
に
関
す
る
、
東
ア
ジ
ア
地
域
外
（
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
の
調
査

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
企
画
お
よ
び
斡
旋

研
究
会
・
講
習
会
の
開
催

国
際
会
議
・
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
開
催

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

＊
刊
行
物
は
す
べ
て
英
文
で
あ
る
。

昭
和
一
二
十
八
年
度
事
業
概
況

運
営
委
員
会
及
び
顧
問
会
議

回
非
専
門
読
者
対
象
の
読
物
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」
の
編
集
刊
行

（イ）
6

東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
成
果
の
普
及

（口） （イ）
5

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
に
関
す
る
諸
資
料
の
刊
行
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2

顧

問

会

る
原
動
力
と
な
っ
た
た
め
、
当
初
予
定
の
開
催
回
数
が
減
少
し
た
。

、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
つ
い
て

二
、

一
九
六
＝
―
?
六
四
年
度
ユ
ネ
ス
コ
援
助
金
に
つ
い
て

公
議

題

〕

六
名

第
二
回

〔
出
席
者
〕

〔
日
時
〕

五
、
調
査
研
究
囚
の
国
際
会
議
に
つ
い
て

四
、
昭
和
三
十
九
年
度
予
算
概
算
要
求
に
つ
い
て

二
、
昭
和
三
十
八
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

二
、
昭
和
三
十
七
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

て

〔
諮

題

〕

一
、
運
営
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

位
出
席
者
〕

十
一
名

第
一
回

〔
日
時
〕

運
営
委
員
会

昭
和
三
十
八
年
七
月
二
日
（
火
）

昭
和
三
十
九
年
三
月
十
七
日
（
火
）

一
、
昭
和
三
十
八
年
度
事
業
報
告

本
年
度
は
、
各
事
業
の
専
門
委
員
会
、
も
し
く
は
専
門
小
委
員
会
が
強
固
に
な
り
こ
の
方
面
の
委
員
会
討
議
が
事
業
を
推
進
す

ヽ
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 `

 

こ
の
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昭
和
三
十
六
年
度
に
、

〔
出
席
者
〕

一
、
昭
和
三
十
八
年
度
事
業
報
告

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
調
査
研
究
事
業
の
概
要
は
下
記
の
通
り
で
す
。

C
r
o
s
s
,
n
a
t
i
o
n
a
l
 r
e
s
e
a
r
c
h
 o
n
 
social 
stratification 
a
n
d
 
social 
m
o
b
i
l
i
t
y
 
in 
A
s
i
a
n
 

「
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
社
会
階
層
と
社
会
移
動
に
関
す
る
国
際
的
協
力
調
査
」

ユ
ネ
ス
コ
の
承
認
を
得
て
、

の
六
年
計
画
の
事
業
と
し
て
発
足
し
た
。
本
年
度
は
そ
の
第
三
年
目
に
当
り
、

ム
に
基
い
て
、
昨
年
度
収
集
し
終
っ
た
関
係
各
国
の
研
究
協
力
者
か
ら
の
、
上
記
課
題
に
関
す
る
各
国
の
研
究
動
向
報
告
書
を
整

理
し
来
年
度
初
頭
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ア
ム
（
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
社
会
階
層
と
階
層
移
動
に
関
す
る
国

際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
）
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
る
べ
く
そ
の
準
備
を
完
了
し
た
。

p
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 its 
results
.
 

l

調
査
研
究

(
P
r
o
j
e
c
t
 A
)
 

I

調

査

研

究

―
-
、
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
の
準
備
に
つ
い
て

一
九
六
三
ー
六
四
年
度
ユ
ネ
ス
コ
援
助
金
に
つ
い
て

公
議
題
〕

合
日
時
〕

二、 二
名

昭
和
三
十
九
年
三
月
十
七
日
（
火
）

ユ
ネ
ス
コ
の
一
九
六
三
ー
一
九
六
四
年
プ
ロ
グ
ラ

そ
の
正
規
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
度
ま
で

6
 ゜

ー

c
o
u
n
t
r
i
e
s
 
a
n
d
 

I
 



皿

な
お
、
本
年
度
に
お
い
て
専
門
委
員
会
は
二
回
開
催
し
た
。

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 r
e
s
e
a
r
c
h
 o
n
 t
h
e
 
historical 
b
a
c
k
g
r
o
u
n
d
 o
f
 
E
a
s
t
 
A
s
i
a
n
 
c
o
u
n
t
r
i
e
s
'
a
c
c
e
p
t
a
n
c
e
 
o
f
 

w
e
s
t
e
r
n
 civilization 
a
n
d
 p
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s
 o
f
 its 
results
.
 

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
文
明
の
受
容
に
お
け
る
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
国
際
的
協
力
調
査
」

こ
の
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昭
和
三
十
七
年
度
に
ユ
ネ
ス
コ
正
規
事
業
と
し
て
の
承
認
を
得
て
、
昭
和
四
十
一
年
ま
で
の
五
カ
年
計

画
事
業
と
し
て
発
足
し
た
。

連
絡
及
び
情
報

本
年
度
は
そ
の
第
二
年
目
に
当
り
ユ
ネ
ス
コ
の
一
九
六
三

ー

一
九
六
四
年
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
い

て
、
研
究
の
た
め
の
調
査
資
料
を
作
成
し
、
昨
年
度
に
引
続
き
、
各
国
の
協
力
者
・
協
力
機
関
に
こ
れ
を
配
布
し
、
国
内
外
の
レ

ポ
ー
ト
の
整
理
も
同
時
に
行
っ
た
。

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
連
絡
お
よ
び
情
報
交
換
事
業
の
概
要
は
下
記
の
通
り
。

内
外
研
究
機
関
及
び
研
究
者
一
覧
（
英
文
）
の
作
成

本
年
度
は
東
洋
文
化
の
研
究
に
従
事
し
て
い
る
研
究
者
、
そ
の
他
の
関
係
者
の
便
に
供
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
各
国
の
研
究
機

関
な
ら
び
に
研
究
者
に
つ
い
て
の
調
査
を
咋
年
度
に
引
続
き
各
国
に
協
力
依
頼
を
行
い
、
そ
の
う
ち
収
集
完
了
し
た
東
洋
文
化

の
研
究
に
当
つ
て
い
る
研
究
者
及
び
研
究
機
関
の
一
覧
を
英
文
で
刊
行
し
た
。

2

調
査
研
究

(
P
roject 
B
)
 

専
門
小
委
員
会

六
回
、
特
別
委
員
会

4
9
 

五
回

會
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4
 2

1
 
c
m
 

3
 

t
 

R
e
s
e
a
r
c
h
 Institutes 
a
n
d
 R
e
s
e
a
r
c
h
e
r
s
 o
f
 A
s
i
a
n
 S
t
u
d
i
e
s
 in T
h
a
i
l
a
n
d
(
D
i
r
e
c
t
o
r
i
e
s
 N
o
.4
.)ii,56p
.
 

2
1
c
m
 

S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
:
 R
e
s
e
a
r
c
h
 W
o
r
k
e
r
s
 o
f
 A
s
i
a
n
 S
t
u
d
i
e
s
 i
n
 t
h
e
 R
e
p
u
b
l
i
c
 o
f
 
K
o
r
e
a
 w
i
t
h
 I
n
d
e
x
,
 xx

i
v
p
.
 

（英
文
）
の
刊
行

本
年
度
は
全
四
分
冊
を
合
本
と
し
て
刊
行
し
た
。

E
a
s
t
 A
s
i
a
n
 C
u
l
t
u
r
a
l
 S
t
u
d
i
e
s
 
vol.III 
:
 No
s
.
 1

|
4
 1
0
5
p
.
 

文
献
抄
録
の
作
成

本
年
度
は
、
研
究
者
及
び
研
究
機
関
が
研
究
を
進
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
の
文
献
抄
録
の
「
東
ア
ジ
ア
研
究
に
関
す
る
文

献
目
録
の
目
録
」

頼
を
行
っ
た
。

（
英
文
）
出
版
を
行
っ
た
。

B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y
 o
f
 B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
i
e
s
 
o
f
 E
a
s
t
 A
s
i
a
n
 S
t
u
d
i
e
s
 
in 
J
a
p
a
n
 (
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y
 N
o
.3
.)
 1
9
0
,x
v
i
p
.
 

地
域
外
資
料
目
録
の
作
成

本
年
度
は
前
年
度
に
引
続
き
東
ア
ジ
ア
研
究
に
と
つ
て
不
可
欠
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
料
の
調
査
の
た
め
、

修
生
と
し
て
、
欧
米
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
当
セ
ン
タ
ー
職
員
生
田
研
究
員
を
介
し
て
、

ジ
ユ
ダ
古
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
東
ア
ジ
ア
関
係
資
料
を
調
査
し
、

2

季
刊
「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
」

2
1
 
c
m
 

2
6
 c
m
 

ュ
ネ
ス
コ
古
文
書
研

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ア

そ
の
主
要
な
も
の
を
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
撮
影
依

- 108 -



、I
、
ー
＇
ー
，

本
年
度
は
朝
鮮
語
の
講
習
会
を
東
洋
文
庫
に
お
い
て
行
っ
た
。

＞
 

講

習

会

多

田

等

観

編

訳

P

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
三
世
」

(
S
e
r
i
e
s
N
o
.
 

9

)

 

チ
ョ
ム
チ
ャ
イ
編
訳
「
ラ
ー
マ
五
世
（
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
王
）
」
（
S
e
r
i
e
s
N
o
.
 

8

)

 

シ
ン
ボ
ジ
ア
ム
・
研
究
会
・
講
習
会
等
の
開
催

羅

香

林

「
香
港
と
泰
西
文
化
の
交
流

I
」
(
S
e
r
i
e
s
N
o
.
 

7

)

 

「
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
叢
書
」

（
英
文
）
と
し
て
前
年
度
に
引
続
き
、
下
記
の
図
書
を
編
集
し
た
。

切
非
専
門
読
者
対
象
の
読
物
の
編
集

IV (1) 
出
版
物
の
作
成

研
究
書
・
概
説
書
の
翻
訳
・
出
版

前
年
度
翻
訳
を
完
成
し
た
蓋
作
賓
稿
「
甲
骨
学
五
十
年
L

を
セ
ン
タ
ー
刊
行
物
と
し
て
本
年
度
出
版
し
た
。

T
u
n
g
 T
s
o
,
p
i
n
 :
 Fi£ 
t
y
 Y
e
a
r
s
 o
f
 
S
t
u
d
i
e
s
 
i
n
 
O
r
a
c
l
e
 I
n
s
c
r
i
p
t
i
o
n
s
,
 vi, 

1
4
8
 
p
,
 pl

a
t
e
 
X
V
I
I
.
 22

c
m
 

ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
翻
訳
を
行
い
、
来
年
度
出
版
の
計
画
で
あ
る

「
タ
イ
国
年
代
記
」
は
、

幅
に
変
更
し
て
こ
れ
に
関
す
る
図
書
資
料
を
収
集
し
た
。

5
 
図
書
資
料
の
購
入

前
年
度
に
比
し
て
連
絡
情
報
交
換
の
大
幅
の
拡
充
と
そ
れ
に
基
く
上
記
諸
事
業
の
出
版
編
集
の
た
め
、
当
初
予
算
計
画
を
大

と

Z

し

J
 

そ
の
英
訳
を
完
了
し
た
。
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（臣

C
王
甚

袖
）

戸
畢

（善

悼

巨）塩
）毬

苦
品
111+<

母
<
=
用

D
1～

共
匹
用

D
1

+1
1如

尻
監
iく

器
’
造
王
笠
刊
’
米

，忌
抽
諒
'

#
盤
艇

’
投

怜
弧

+

叫

~
;
＼
ぷ
ー
憾
継
如
蒜
旦
学
今
’
咲
エ
太
<
忌
娯
脚
足
衷
ヤ
心
思
悼
赳
ヰ
辻
母
々
瑯
⇒
V
聟
択
⇒
ど

〇
印

〇
祖

献
足

企
Q
豆
杵
呉
e

呉
▽

や
母
心゚

C
o
h
e
n
,
 
M
y
r
o
n
,
 U. 

S. 
A. 

Agassi, 
Judith, H

o
n
K
o
n
g
 

Berton, 
P
.

 A. 
U
.
S
.
 A. 

P
o
s
t
g
r
a
d
u
a
t
e
 S
t
u
d
e
n
t
 
(
A
nthropology)

,
 

Prof. 
of 

Univ. 
of 

H
o
n
K
o
n
g
 
(Political 

S
c
ience) April, 

10
...__.,
11. 

P
r
o
f
.

 of 
Univ. 

of 
S
o
u
t
h
e
r
n
 California 

April, 
5

 

(
M
o
d
e
r
n
 Histor

y
,

 International 

ー

OII
ー

Relations), 
April, 

25. 

F
e
u
e
r
w
e
r
k
e
r
,
 A. 

U
.
S
.
 A

.
 

Prof. 
oi 

the 
University of 

M
i
c
h
i
g
a
n
 (History) 

April, 
25
.

 

A
d
o
u
m
,
 J.E

.
 Ec
u
a
d
o
r
 Chief, 

Dept. 
of 

Cultural E
x
tension

,
 Mi
n
i
s
t
r
y
 of 

Education, June. 

A
l
t
u
c
h
o
w
,
 N. 

U
r
g
u
a
y
 

C
a
m
p
o
,
 Del A

n
i
b
a
l
 

11 

Prof
.

 of 
U
n
i
v
e
r
s
i
d
a
d
 d

e
 la 

Republica (Humanities), April. 

Prof. 
of 

Philosoph
y
,

 Me
m
b
e
r
 of 

U
n
e
s
c
o
 National C

o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 April 

Panopio, 
I. 

Philippines Teacher, 
M
a
y
 20. 

A
b
u
e
v
a
,
 
Jose 

V. 
” 

Ass. 
Prof. 

of 
University of 

the 
Philippines 

(Political 
Science), 

M
a
y
 26

.
 

，
ヽ

←
マ



、
4

... 

P
e
n
g
 C
h
e
n
g
-
k
o
n
g
,
 C
h
i
n
a
 

Abella,Pedro, Philippines 

C
h
o
m
c
h
a
i
,
 P. 

July 

Talbot, 
H
.
 D.

 

Presler, 
H
.
 H. 

T
h
a
i
l
a
n
d
 

2
4
-
A
u
g
.
2
4
.
 

H
o
n
g
 K
o
n
g
 

India 

Section Chief, 
M
i
n
i
s
t
r
y
 of 

Education, 
M
a
y
 29

.
 

Chief 
of 

Cultural Activities 
Section, 

Unesco, 
Manila, 

July 
8. 

Ass. 
Prof. 

of 
C
h
u
l
a
l
o
n
g
k
o
r
n
 U
n
i
v
.(Political 

Science a
n
d
 Economics),. 

Lecturer of 
University of 

H
o
n
k
o
n
g
 (
G
e
o
g
r
a
p
h
y
)
,
 
A
u
g
.
 8
 

P
r
o
f
.
 of 

L
e
o
n
a
r
d
 Theological College, 

J
a
d
a
p
u
r
 (Theology), A

u
g
.
 
9. 

Graciela 
d
e
 la 

L
a
m
a
 d
e
 G
o
n
z
a
l
e
s
 T

e
j
a
d
a
 (

M
r
s
.)

 M
e
x
i
c
o
 

Coordinator of 
the 

Oriental 
Studies 

Centre, 
Colegio 

d
e
 Mexico, 

M
e
x
i
c
o
 City 

(Indology), 
Sept. 

3
-
2
0
.
 

S
u
r
e
s
h
 A

 wasthi, India 
M
i
n
i
s
t
r
y
 of 

Education, India 
Govt. 

|III

ーー

Prince 
P
r
e
m
 Purachatra, T

h
a
i
l
a
n
d
 

Professor, 
C
h
u
l
a
l
o
n
g
k
o
r
n
 University, 

Thailand. 

Kyle, 
J
o
h
n
 

L
y
n
c
h
,
 F. 

U
.
S
.
 A
.
 

U
.
S
.
 A. 

Director 
of 

Publishing P
r
o
g
r
a
m
,
 E
a
s
t
 W

e
s
t
 Center, 

Hawaii. 

Director, 
Institute 

of 
Philippine Culture, 

A
t
e
n
e
o
 d

e
 Manila, 

Philippines. 
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本
文
整
理
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案
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9
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第
四
拾
六
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
）

,
j
 

東
洋
学
報
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四
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号
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目
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任
委
員

池

田

温

宇

都

木

章

榎

雄

申

田

言

夫

J1

イ

村

上

正

守

屋

美

都

雄

箭

内

健

次

和

田

久

徳

関

野

雄

坂

野

正

高

藤

井

宏

藤

田

正

典

編

輯

委

員

市

古

宙

衛

藤

瀦

吉

栗

原

朋

信

河

野

I 

ノ‘
郎

山

本

達

郎

青、1

鳥
．、

白

末

松

保

和

辻

直

四

郎

原

田

淑

人

評

議

員

石

田

幹

之

助

ヽヽ
'_/

附

二

東

洋
学
術
協
会

（
 

岩

井

大

惹

岩

生

成

梅

原

末

治

菊

池

英

夫

堀 斯

波

義

信

榎

敏

上

次

男

雄
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任
以
都
訳
註

谷
審
光
著

宋
代
の
主
戸
・
客
戸
・
佃
戸
（
上
）
．

中
国
科
学
院
歴
史
研
究
所
資
料
室
編
「
敦
燒
資
料
第
一
輯
」

．．．．．．
．．．．．．．．． 

五

0
0年
か
ら
一
六
三

0
年
頃
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
諸
島
に
お
け
る
・

「
十
九
世
紀
以
前
の
ム
ス
リ
ム
の
自
由
概
念
」

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

和
田
清
先
生
を
偲
ん
で
：

第
二
号
（
昭
和
三
十
八
年
九
月
）

可
汗
浮
図
城
考
（
上
）
：
・
…
・
:
・:
・:・
:
・:••••••••••

••
• 

宋
代
の
主
戸

・
客
戸
・
佃
戸
（
下
）

．．．
．．．
．．．．．．
．．
．
 

唐

・
宋
の
客
戸
に
関
す
る
諸
研
究
：
．．
．．．
．．．．
．．．．．
．．
．．．
．．．
．．．．．． 

府
兵
制
度
考
釈
：
．．．．．．．．
．．．．
 

六
部
成
語
註
解
：
．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．．．． 

中
華
民
国
開
国
五
十
年
文
献
第
二
編

武
昌
首
義
開
国
規
模
：
・

オ
ゲ
ル
著
「
古
代
チ
ュ
ル
ク
の

S
a
d

(
s
a
,
B
a
笠
）
号
に
つ
い
て
L

．
菊
池

貴

晴

山

根

幸

夫

池

英

夫
雅

夫

．．．．
．．．
．．．．
．．．
．．．．
．．．．
．．．．．．
．．
 
草

••
••••••••••

••••
••••.••••

• 
:
・
:
・
・
:
：
坂

•••
•••
•••• 

：
池＜

 

・・
・・・・・・・ミガ

：
：
夏オ．草

••••••••••••••••••••••

•• 
t
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．．．．．．．．． 
尊

．．．
．．
．
 
菊

) I l 

学

野

靖

九
品
官
人
法
の
制
定
に
つ
い
て

越

智

重

明

昌

第
四
拾
六
巻

雄

ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
著

嶋

田

襄

平

メ
イ
リ
ン
ク
・
ル

ー
ロ
フ
ス
著

「
ア
ジ
ア
貿
易
と
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
靭
」

最
近
の
漢
語
音
韻
研
究
ー
切
韻
の
基
礎
音
系
に
関
す
る
論
争

{
 

`
n
 

＇ 

4ュ．
 

ど

．

鳴

崎

J
"
μ. 

積

昭
田

温

井

健
野

靖
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．`  

’'ャ

•
3” 

最
近
偶
目
し
た
中
国
地
主
制
関
係
文
書
に
つ
い
て

カ
ー
シ
カ
ル
編
「
シ
ュ
ラ
ウ
タ
祭
全
書
」
第
一
巻

敦
煽
変
文
研
究
の
動
向
日
ー
資
料
研
究
を
中
心
に
ー

＾ 

村

松

祐

次

第
四
拾
六
巻

チ
ュ
ル
ク
文
化
研
究
会
「
チ
ュ
ル
ク
文
化
」

．．
．．
．．．．．．．．．．． 

第
三
号
（
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
）

東
突
蕨
官
称
号
考
ー
鉄
勒
諸
部
の
侯
利
発
と
侯
斤
ー
・
・・・・
・・
・・・・・

可
汗
浮
図
城
考
（
下
）

．．
．．．．．．．． 

清
代
の
里
書
清
代
財
政
問
題
の
一
鮪
：
．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

同
治
年
間
教
案
及
び
重
慶
教
案
資
料
：
．．．．
．．
．．．．．．．．．．

．．．
．．．
．．
．．．．．
．．．．．
．．
．．． 

「
澄
西
発
掘
報
告
」
に
よ
せ
て
・:
．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．

．．．．．．

．．．
．．．

．．．． 

欧
陽
修
的
治
学
与
従
政
…
…
・
:
.......
....... .
 

太
平
天
国
歴
史
博
物
館
編

太
平
天
国
史
緑
叢
編
簡
輯
：
・
・
・:・:

ス
。
ヘ
イ
ン
国
立
古
文
書
館
の
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
：
．．．．．．．

．．．．．． 

第
四
号
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
）

英
文
部
第
二
：
・

ダ
ル
マ
王
の
子
孫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
・
・
:
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．． 

・:・:・
…・
:
 ．．．．．． 
蔓芸n

．．．． 

ー：金

:

·
:
·
:
·
:
·
:
·
:
•
生

・
:
・
・
…
…
・
:
・
：
左9/’
 

同
治
年
間
教
案
及
び
重
慶
教
案
資
料
（
下
）

．．．

．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．

．．．
．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．．
．．
．．．．
．．
 ……
・
:
佐
々
木 藤

正

哉
長

田

滋

辻

直

四

郎

河

鰭

源

治

劉
子
健
著

斯

波

義

信

岡

照

光

後

藤

均

平

佐

々

木

正

哉

佐

伯

第
四
拾
六
巻

嶋

崎

．護

富 昌

雅

夫

雅

夫
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ジ
ョ
ー

ン
ズ
•
J
r著

第
二
十
六
回
東
洋
学
者
会
議
に
参
加
し
て
：
．．．．．
．．．．．．
．．
 

楽
浪
の
漢
印
と
封
泥
（
講
演
要
旨
）

：
・
：
・
:
・
・
:
・
:
・
:

カ
ー
レ
ン
語
研
究

ハ
ン
ガ
リ
ー
科
学
院
発
行
「
ア
ク
タ

lIオ
リ
エ
ン
タ
リ
ア
」

敦
煽
変
文
研
究
の
動
向

松
丸
道
雄
著

ロ
ー
変
文
の
本
質
、
総
論
に
関
す
る
研
究
ー
：
・：
．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…

…
…
…
…

…
…

…
…

•
金

殷
虚
卜
辞
中
の
田
猟
地
に
つ
い
て
ー
殷
代
国
家
構
造
研
究
の
た
め
に
1

:
・:
・:
・・・
:・
…
…
…
…
…
…
・池

蒙
古
侵
入
前
夜
（
―
二
五

0_―
二
七
八
）
に
お
け
る
中
国
の
日
常
生
活
：
・
：
・:
・
…
…
・
:
．．．．．．．．．．．． 
菊

一
六
巻
一
号

・
一
九
六
三
年
：
・
・
:
・:・
:
・
:
・:
・・・:・:
・…
護

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・・・

・・

・
・
・
・・・・・

・・

・・・

西百久才

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

:
·
:
·
:
·
:
·:
·
:
·
…
•
…

匪

本

杜

人

雄

田

竜

雄
雅

夫

ジ
ェ
ル
ネ
著

又

9ヽヽ

• 
池

英

夫

田

末

利

岡

照

光
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